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　ナタリア・アレクシスの報告書




　透すけるような金きん髪ぱつに子リスのような可か愛わいらしい瞳ひとみの少女。

　ユーグスト・パウエル公こう爵しやくに片想い。

　出身地　不明。

　家族　弟が一人。

　秘密の職業あり。


ナタリア・アレクシス偵てい察さつ担当ラビット・ファー
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　夜空に笛ふえの音ねが高らかに鳴り響ひびく。

　月明かりに照らされたアスタリア王国の都を一人の少女が駆かけ抜ぬける。

　笛の音はまるで少女を追い込むようにしてあちこちから聞こえてきた。

「あっちに逃げたぞ！　追え、追え！」

　怒ど号ごうの数々を耳にして、少女はちっと舌した打うちした。

「警けい備び兵へいなんて無む能のうな集団なのに、意外にしつこいな」

　少女は生なま意い気きそうに鼻を鳴らした。

　黒一色の少女の服装は闇やみに溶とけ込んでいる。

　だが、兵へい士したちは思いのほか巧たくみに少女の逃げ道を塞ふさいでいく。

　人ひと気けのない路地に逃げ込んだ少女は、何を考えているのか身につけている服を脱ぬぎ出した。路地裏に置かれた籐とうのバスケットから、使い古された臙えん脂じ色いろのドレスを取り出して着替えると、さっきまで着ていた衣い装しようをバスケットに隠かくし、何事もなかったかのようにしずしずと歩きはじめる。

　そこへ建物の角を曲がって兵士の一団が姿を見せた。

　少女の姿を見み咎とがめて、急いで駆け寄ってくる。

　恐怖を顔にはりつけて、少女は兵士たちに怯おびえた視し線せんを向けた。

「わ、わたしに何の用事ですか？」

「あなたこそ、夜中にいったい何をしているのですか？」

「弟が急に熱を出してしまって、薬を取りにお医者様のところに行った帰りなんです」

　少女はバスケットをほんの少しだけ開いて小ぶりな瓶びんを見せた。中には緑色の液体が入っている。

　兵士の一人が少女を頭からつま先までぶしつけな視線で眺ながめると、「問題ない」とでも言いたげに頭かぶりを振った。

「失礼しました。お嬢じようさん、こんな夜中に一人で出歩いては危険ですよ」

「あなた方こそ、こんな時間に大おお勢ぜいでいったい何があったんですか？」

「実は人を追っていまして……」

「人を？　こんな遅くにですか？」

「ええ。重要な事件の参考人でして……」

　少女が不安そうな顔で身み震ぶるいした。

「まあ、まさか凶きよう悪あく犯はんですか？」

「いえ、ただの盗ぬすつ人とです」

　少女は「そうなんですの」とほっと胸をなで下ろす。

「なんなら家までお送りしましょうか？」

　兵士の紳しん士し的てきな申し出に、少女は首を振って、建物の曲がり角を指差した。

「お気き遣づかいありがとうございます。ですが、家はすぐそこなので……」

「そうでしたか。お手間を取らせてすみません。お気をつけて」

「ありがとうございます」

　兵士が立ち去った後、少女はにやりとほくそ笑んだ。

「やっぱり兵士なんてちょろいな」
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「痛つう快かい、怪かい盗とうレディローズ、バロア伯はく爵しやく　家けのネックレスを盗み出す」

　ミレニアが新聞を広げながら、記事を飾る見出しを読み上げていく。

「なんだ、そのレディなんとかというのは……？」

　パウエル公こう爵しやくユーグストは妹のミレニアが手に持った新聞を後ろから眺めて、いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「まあ、お兄様ご存ぞん知じありませんの？　怪盗レディローズは最近巷ちまたを騒さわがせている有名な怪盗ですのよ」

「……日頃から経済欄らんしか読まないお前がわざわざそんなゴシップ記事を見るなんてね。よほどその怪盗に興きよう味みがあるんだな」

「あら、興味深い記事だと思いますわ。我わが家やも無関係とはいえませんもの。……レディローズの次なる獲え物ものは王おう妃ひ様のネックレスかパウエル公爵令れい嬢じようミレニアが結婚式で身につけるティアラかともっぱらの噂うわさですわよ」

「ふん。どうせ盗品を売りさばいて金を稼かせいでいるんだろうが、大物ばかり狙ねらうと足がつきやすくなるんじゃないか？　どうせすぐに捕つかまるさ」

「だからレディローズは盗品をばらして外国で売り払はらっているという話ですわ。そして稼いだお金は貧まずしくて善良な人々に施ほどこしているそうです」

「偽ぎ善ぜん者しやきどりか。そんな記事を書くようじゃ、アスタリアの新聞記者もたいしたことはないな」

「庶しよ民みんはこういうネタが大好きですからね」

　ミレニアは新聞をきれいに畳たたんでテーブルの上に置いた。

　二人の会話が途と切ぎれると、丁てい寧ねいに扉がノックされた。

「ミレニア様、仕立て屋が参っております」

「部屋に通しておいてちょうだい」

　言いながら、ミレニアはすっくと立ちあがった。

「また仕立て屋か」

　ユーグはいささかうんざりしたように肩をすくめた。

「仕方ないじゃありませんか。ウェディングドレスもまだ仮かり縫ぬい中だし、シザーレン様に嫁とつぐためには、もっとたくさんのドレスが必要なんですから」

　ミレニアはもうすぐここアスタリア国の王太子シザーレンと結婚することになっていた。

　王族の仕事の基本は外交だ。その他にもさまざまなパーティーへ出席しなければならない。王太子妃に恥はじない格かつ好こうが要求されるのだ。いくらドレスを作っても足りないくらいだ。

　部屋を出て行こうとしたミレニアが急に後ろを振り返って兄を見た。

「そうだわ。今日のウェディングドレスの仮縫い、お兄様も立ち会いませんか？」

　ユーグは顔をしかめた。

「俺がか？」

「ええ」

「馬ば鹿かを言うな。女のドレスのことなんか知るか」

「殿との方がたの感想を聞きたいの」

「冗じよう談だんじゃない。嫌いやだ」

　ミレニアがだだっ子のように唇くちびるを尖とがらせた。

「お兄様はもうすぐ嫁ぐ妹のことなんてどうでもいいと思っていらっしゃるのね……」

「べ、別にそういうわけじゃ……。もちろんお前のことは大切だよ」

「じゃあわたくしのささやかなお願いくらい聞いてもらえますわよね」

「う」

「嫌なんですの？」

「は、い、いや……」

「可か愛わいい妹のお願いくらい聞いていただけますわよね」

　険けわしい目で詰め寄られてユーグは観かん念ねんした。

「わかったよ。付き合うよ」

「本当に？」

「ああ。本当だ」

　ミレニアがにっこりと微笑ほほえんだ。

「それなら、よかった。わたくしのドレス姿、楽しみにしてくださいね」

　もちろんユーグに拒きよ否ひ権けんはない。

　こうして半なかば強制的に妹のドレスの仮縫いに付き合わされることとなった。




「まあ、ミレニア様、お美しいですわ」

　仕立て屋の女性が、ウェディングドレスを身につけたミレニアに惜おしみない称しよう賛さんの言葉を贈おくると共に熱いため息をつく。

　レースとフリルで飾られたドレスを見て、ユーグは閉へい口こうした。あちこちマチ針ばりで留とめてあるのは、仮縫い中だからだろう。

　仕立て屋の一人がテーブルの上に白い小さな箱を置く。

　蓋ふたを開けると、美しい宝石の輝かがやく小さなティアラが姿を見せた。

「今け朝さできあがったばかりなんですよ」

　ミレニアがうっとりとティアラを見つめた。

　ティアラの中央には、鳩はとの卵ほどの大きさの立りつ派ぱなルビーが輝いていた。これは婚こん約やくの証あかしにシザーレンからミレニアに贈られた品である。真っ赤なルビーはシザーレンの母親の形かた見みだった。

「きれい。素す晴ばらしいわ」

　ユーグも思わず息を吞のんだ。

　──これなら怪盗なんちゃらに狙われるのを危き惧ぐする声にも納なつ得とくだな。

「お兄様、ティアラを頭の上に載せてくださらない？」

　ミレニアにねだられて、ユーグはたじろぎながらも頷うなずいた。

　ティアラをそっと手に取るとミレニアの前に立つ。

　腰をかがめたミレニアの頭にうやうやしい手つきでティアラを載せた。

　美しく着飾った妹をユーグは上から下までじっくりと眺めた。

「どう、お兄様」

「きれいだよ、ミレニア。これならシザーレン殿でん下かも気に入ってくださるよ」

「そうかしら？」

　どうやら花嫁姿を一番に見せたいのはシザーレンらしい。

　ユーグに見せたのは予行練習のようなものなのだろう。

「あらあら、ミレニアったら、どうしてわたしも呼んでくれないの？」

　そこへユーグとミレニアの母親であるステラが顔を見せた。

「お母様」

「母上」

　ステラは病弱で、一日の大半を安あん楽らく椅い子すに座り刺し繡しゆうをして過すごしているのが常つねだった。

「きれいよ、ミレニア。母親として誇ほこらしいわ」

　ステラは娘の晴れ姿に感かん極きわまって涙ぐんだ。

「あなたたちのお父様が生きていたら、きっと喜んでくれたでしょうね」

「……お母様……」

「とても美しいわ、ミレニア」

　つられて涙ぐんだミレニアは、母親の胸に飛び込んだ。

　住み慣れた家を出てもうすぐ嫁ぐ寂さびしさをこらえるように鼻をすすっている。

　ユーグは不ふ覚かくにももらい泣きしてしまいそうになった。
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　メンフィス伯爵家に華はなやかな笑い声が響き渡る。

　伯爵夫ふ人じんのエミリーは、いつものように刺繡の会を開いて、生徒たちとたわいのない噂話をしながら刺繡を教えていた。

　貴族の令嬢たちは、おしゃべりをしながらも針と糸を器用に動かして白い布に思い思いの刺繡を刺していく。

　淑しゆく女じよたちの輪の中に、見慣れない少女の姿があった。

　少女の赤みがかった金の巻き毛が細い肩を滑すべり落ちている。澄すんだ緑の瞳ひとみは心なしかその輝きに陰かげりを帯おびていた。

　最さい先せん端たんのドレスに身を包つつんだ少女は、その場の誰よりも美しかった。

　だが少女の表情はなぜか冴さえない。

　針を動かしては止め、また動かしては憂ゆう鬱うつそうにため息をついている。

「まあ、フローデル、ちっとも進んでないじゃない」

　エミリーはフローデルと呼ばれた少女──ラビットが手にした刺繡に目を留めて、咎とがめるように言った。

「ごめんなさいおば様」

　ラビットは慌あわてて言い繕つくろうと、せっせと針と糸を動かしはじめる。

「！」

　ところが今度は針で指を刺してしまった。

「大丈夫、フローデル？」

　エミリーが心配そうに声をかけてくる。

「……平気です」

「駄だ目めよ。ほら、血が滲にじんできているじゃない。傷の手当てをしていらっしゃい」

　ラビットは刺繡を机つくえの上に置くと大人おとなしく席を立った。

　理由はどうあれ、息がつまるような刺繡の会の空気から抜け出せるのでほっとする。

　部屋を出てラビットのために用意された客間に戻ると、彼女の侍じ女じよタリサがやってきた。

「お嬢様、どうなさったのですか？」

「針で指を刺してしまったのよ。たいした傷きずじゃないわ」

「すぐに手当てをいたしましょう」

「大丈夫ったら」

「いえ、いけません。化か膿のうしたらどうなさるおつもりですか？」

　ぴしりと言われて、ラビットはしぶしぶ言うことに従したがった。

　ラビットの本名はフローデル・フィリングといい、没落した伯爵家の令嬢である。両親亡きあと、傾いた家を立て直すために実は宮廷専門の情報屋を営んでいるのだ。

　そんなラビットが人気のない不用心な家で侍女のタリサと二人で暮らしていることを心配したエミリーが、半強制的にメンフィス家での同居を進めたのである。

　そしてエミリーがただの親切心だけでこの提てい案あんをしたのではないこともわかっていた。

　──おば様ったら、本気でわたしとジラート様を結婚させるおつもりなのね。

　ラビットの顔がみるみる生せい気きをなくしていく。

　エミリーがラビットのために用意したドレスが水を吸すったように重く感じられた。

　ジラートはエミリーが唯ゆい一いつ儲もうけた男子で、将来メンフィス伯爵家を背せ負おって立つ身だ。

　そんなジラートと結婚なんて冗談ではなかった。ジラートのことは嫌いではない。むしろ尊そん敬けいに近い念を抱いだいているが、恋愛感情と呼べるほど甘あまくはなかった。

　タリサがてきぱきと傷ついた指を治ち療りようし、最後に細く切った布を巻きつける。

「さあ、終わりましたわ、お嬢様」

「ありがとう、タリサ」

　気がつけば、もう刺繡の会が終わる時刻だ。ラビットはそのままこの客間に居座ることにした。

　タリサが部屋を出ていくと、沈ちん黙もくが耳を打つ。一人きりになったのになぜかほっとした。

　新しい生活はラビットにとって窮きゆう屈くつで息苦しかった。何も言わないがきっとタリサも同じ思いに違いない。

　考え込んでいると扉が遠えん慮りよがちにノックされた。

「誰？」

「おれだよ」

　現れたのはジラートだった。

「ジラート様、どうかなさったんですか？」

「部屋に戻る君の姿が見えたから、追いかけてきたんだよ」

「そうですか……」

　意い気き消しよう沈ちんするラビットを見てジラートはそっと声をかけた。

「すまない。母上の我わが儘ままでこんなことになってしまって……」

「別にジラート様が謝るようなことでは……」

「じゃあ、どうしてそんなに浮かない顔をしているんだい」

　痛いところをつかれてラビットは黙だまり込んだ。

「心配しなくていいんだよ」

「え？」

　意味がわからずラビットは聞き返した。

「心配しなくてもおれはまだ誰とも結婚するつもりはない。それに君はユーグの……」

　そこまで言いかけて、ジラートははっとして口を閉ざした。

「ユーグスト様がどうかしたんですか？」

「いや、なんでもない。気にしないでくれ」

「はあ……」

「それよりおれの部屋に来ないか？　絵のモデルをしてくれたら嬉うれしいんだが」

　ジラートはメンフィス伯爵家の後あと継つぎでありながら画家として活かつ躍やくしている。その腕前は大たい層そうなものだった。

　どうやら籠かごの鳥になったラビットを慰なぐさめようとしているらしい。ありがたい申し出にラビットの顔色がぱっと明るくなる。

「喜んで」




　ジラートの部屋に行くと、以前来た時と同じように絵の具の匂においがむっとたちこめ、たくさんのキャンバスが立てて置かれていた。見覚えのあるキャンバスを見つけて、ラビットは思わず手に取る。表を向けると燃えるような赤毛に金色の瞳が美しい一人の女性の姿が描かれていた。

「……アリサ姫……」

　芸術の国ランディスでトラブルに巻き込まれた時、ラビットはランディスの次期女王となるアリサと知り合った。彼女は本気でジラートを愛していた。

　だが、ジラートの気持ちは今もわからないままだ。

　しかし、アリサの絵を見た瞬間、答えはそこにあった。

　これほど苛か烈れつな瞳で自分を見つめる女性を無む視しできるだろうか。画家の性さがでモデルとして惚ほれ込んでいたのかもしれないが、それだけでは語れない真しん摯しな気持ちがキャンバス越しに伝わってくるようだった。

　──やっぱりジラート様もアリサ姫のことを……。

　絵をじっと見つめて考え込んでいると、ジラートがラビットの手からキャンバスを取り上げた。

「これももう処しよ分ぶんしないとな」

「処分って捨ててしまうんですか？」

「ああ。おれには必要ないものだからね」

　ジラートが苦笑いした。

「捨てるくらいなら、わたしにください」

「君が？　彼女の絵がほしいのかい？」

「駄目ですか……？」

　ジラートは小さくため息をついた。

「君がもらってくれるのなら、アリサも喜ぶだろう。それならフローデル、君にあげるよ」

「ありがとうございます」

「さあ、それより早く絵を描きたいから適当に座って」

「はい」

　ラビットは緊きん張ちようした面おも持もちでジラートと向かい合うようにしてソファに座った。

　ふとそこでソファの上に置かれた新聞に目が留まる。

　なんとはなしに手に取ると、一ページ目にド派は手でな記事が掲けい載さいされていた。

「怪盗レディローズ？」

　キャンバスを真しん剣けんな目で見つめながらジラートが言った。

「いま都を騒がせている義ぎ賊ぞくのことだよ」

「義賊？」

「昨夜はバロア伯爵家のネックレスが被ひ害がいにあったらしいよ。あの伯爵家は何かと悪い噂が絶たえないからね。そういう評判の悪い貴族や富とみがあまりある金持ちから盗み出して得たお金で庶民に施しをしているってわけさ。庶民の味方だからレディローズの捜そう査さは進まない。上の人間たちはカンカンで警備の兵たちはてんてこまいって話だよ」

　ラビットはランディスから戻って新聞を読むことができなかった。エミリーは古い考えの持ち主ぬしで、こういうゴシップ記事を平へい然ぜんと載せる新聞を淑女が読むべきではないと考えている。おかげでラビットはメンフィス伯爵家に来てから新聞を読む機き会かいがまったくと言っていいほどなかったのだ。情報屋ラビット・ファーとしてはゆゆしき事じ態たいだ。

　久しぶりに触ふれる新鮮な情報の塊かたまりに、ラビットはいつの間にかむさぼるように文字を読みはじめていた。

　そんなラビットの姿をジラートはキャンバスに写しとっていく。

　──時間が流れていく。
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「お兄様、どういうことですの！」

　領りよう地ちの視し察さつから戻ったユーグを、邸やしきで待ち構かまえていたミレニアが興こう奮ふんして責せめ立てる。

「なんのことだ？」

　ミレニアが怒ど気きを必死に抑え込もうとして全身を小こ刻きざみに震わせていた。

　その姿を見て、ユーグは嫌な予感がする。

　ミレニアの手には開かい封ふうしたばかりの手紙が握にぎり締しめられていた。

「フローデルがメンフィス伯爵家にいるって本当ですの？」

　寝ね耳みみに水みずの情報に、ユーグの身体からだが凍こおりつきそうになる。

「そんな話、聞いていない。どういうことだ？」

「フローデルから手紙が来たんです。……侍女と一緒にメンフィス伯爵家でお世話になっているって」

「なんだって？」

　ユーグはすぐさまメンフィス伯爵家に向かおうとした。だがすぐにミレニアが兄の行動を止める。

「伯お母ば様はどうやらジラートの花嫁にフローデルをと思っていらっしゃるようね」

「まさか！」

「以前、メンフィス伯爵家で夜会があった時、伯母様は偶ぐう然ぜんフローデルと会ったみたいなんです。その時から目をつけていたようですわ」

　ユーグはあまりの急きゆう展てん開かいに愕がく然ぜんとした。

　今すぐジラートを、そしてラビットを問い詰めたい。だがかろうじて理性が歯止めをかけた。

「お兄様がぐずぐずしているからこんなことになったのよ！　いつからそんなへたれになってしまったの？」

「う」

　妹に痛いところをつかれて、ユーグは口くち籠ごもった。

　宮きゆう廷てい一いちのキレ者として名を馳はせるユーグだが、ラビットのことになると途と端たんに要よう領りようが悪くなる。

「お兄様はこのままジラートとフローデルが結婚するのをむざむざ見過ごすおつもりですか？」

　もちろんそんなことはしたくない。だが、もしもラビットが本当にこの結婚を望んでいるとしたら、ユーグに何かを言う資格はなかった。

「お兄様、もう一いつ刻こくの猶ゆう予よもありませんわ。フローデルを取り戻しましょう」

「取り戻すって、どうやって……？」

「決まっていますわ。お兄様がフローデルに告白するんです」

「こ、告白？」

　思わずユーグの声が裏返る。

「好きだ。君を愛してる。──それくらい言えますわよね？」

「そんな恥はずかしい台詞せりふ言えるか！」

「じゃあ、お兄様はこのままフローデルがジラートと結婚しても平気なんですの？」

「ぐ、いや、そ、それは……」

「大丈夫ですわ！　わたくしがサポートしますから、お兄様はフローデルにどんな言葉を伝えるかを考えておいてくださいな」

「待て、お前、何をするつもりだ？」

「もちろんお兄様が最高の状況で告白できるように後あと押おしするつもりです」

「余計なおせっかいはやめろ！」

　するとミレニアはずいと兄に詰め寄り、険しい目で睨にらみつけた。

「それではお兄様はどうしたらフローデルをメンフィス伯爵家から連れ戻せるのか、考えがおありなのかしら？」

「そ、それは、今はないが……」

「二人で一緒にランディスに旅行まで行ったのに、何も進展しなかったのですから、これはもうわたくしが手助けするしかありませんわね」

「だから、あれは旅行なんて吞のん気きなものじゃないと言ったはずだ！」

　実際、ランディスでユーグとラビットは数々のトラブルに巻き込まれた。とてもではないが旅先で愛の告白をするような甘い雰ふん囲い気きとは程遠かったのだ。

「言い訳は聞きたくありません。わたくし、フローデルとお兄様のために一ひと肌はだ脱ぐ覚かく悟ごですわ」

　ユーグは頭ず痛つうをこらえるようにこめかみを押さえる。

　一度言い出したら兄の気持ちなどお構いなしの妹を御ぎよすことは誰にもできなかった。
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「いいですか、お兄様。わたくしがフローデルを連れ出してお兄様と二人きりにしてさしあげますから、きちんと告白してくださいね」

　その夜、ミレニアとユーグはメンフィス伯爵家の夜会に来ていた。

　会場では弦げん楽がつ器きの華か麗れいな音色が鳴り響き、ざわめきやひといきれが壁かべ越しに伝わってくる。

　二人はテラスに出てひそひそと作戦会議をしていた。

　息巻くミレニアとは対たい照しよう的てきにユーグは完全に尻しりごみしてしまっていた。

「なあ、ミレニア、本当に、その……お、俺が、こ、告白するのか……？」

「いまさら何をおっしゃっているんですの！　邸で何度も打ち合わせをしたではありませんか」

「……そうだが……」

「しっかりしてくださいな。今が正しよう念ねん場ばですのよ！　なんのためにわたくしがシザーレン様のエスコートを断ことわってまでお兄様に付き添ってきたと思っていますの？」

　今日の夜会は本当ならミレニアはシザーレンと行くはずだった。それをわざわざユーグのために約束を断って、兄をパートナーに選んだのだ。

　兄と親友のためにミレニアなりに心を砕くだいてくれていた。その気持ちを無む下げにはできない。

「お兄様、しっかりなさいまし。それともフローデルをジラートに取られてもいいの？」

「だが、ジラートにはちょっと前まで好きな人がいたんだ。この結婚を承しよう諾だくするとは思えない」

　ジラートはついに一度も認めることはなかったが、ユーグは確かく信しんしていた。

　──なんだかんだ言っても、あいつはアリサ姫のことが好きだったはずだ。

　だが、彼女のために自分の生き方を変えることもできずに、ふられるように自分からし向けたのだ。ジラートは泣きごとひとつ言わなかったが、アリサのことをすぐに忘れることは難しいだろう。

「仮にジラートがこの結婚を拒こばんでも、伯母様ならごり押ししてくる可か能のう性せいが高いわ。ジラートも未来のメンフィス伯爵になる覚悟があるのなら、結婚は避さけて通れない道だとわかっているはずよ。──フローデルとは、互いを知らぬ仲ではないし将来の伴はん侶りよとして選んでも不思議ではないわ」

　ユーグは言い返すこともできずにそっと唇を嚙かんだ。

　ミレニアの言うことももっともだ。

　前に伯母のエミリーがユーグに見合いさせようと、大量の淑女の肖しよう像ぞう画がを持ってパウエル公爵家に来たことは記き憶おくに新しい。エミリーなら一度決めたら何が何でもラビットをジラートに嫁がせようとするだろう。四人の娘たちに立派な淑女教育をしたのち嫁がせたエミリーは、頑がん固こな一面がある。ラビットもエミリーの気き迫はくに根負けして、縁えん談だんを受けてしまう可能性があった。

　──俺も覚悟を決めないとな。

　とはいうものの、どう告白すべきか迷ってしまう。

　何しろ、これまで言い寄ってくる女性は数あま多たいたものの、自分から口く説どいた覚えはほとんどなかった。どちらかといえば、相手のほうが積極的で、対応に困ったこともない。

　──俺が告白……。

　頭にみるみる血が上のぼった。ラビットのことを考えると、動どう悸きが激はげしくなって、平へい静せいではいられなくなる。

　こんな気持ちは初めてだ。

　心が揺ゆさぶられて息が苦しくなるが、決して嫌な感覚ではない。

「さあ、お兄様、行きますわよ」

　ミレニアが勇いさましくパーティー会場へと入っていく。ユーグも後ろに続いた。

　だが、目に飛び込んできた光景は、ユーグのなけなしの勇気を砕くのに十分な破はか壊いり力よくを持っていた。

　会場の真ん中で、ジラートにエスコートされたラビットが踊っていた。

　彼女の瞳と同じ深い緑色のドレスの裾すそが優ゆう雅がに翻ひるがえる。くるりとターンするたびに赤みがかった金色の巻き毛が流れるように動いていた。

「──────」

　ユーグは絶ぜつ句くした。

　ラビットは頰ほおをほんのりと桃もも色いろに染めて、ジラートに笑いかけている。ジラートも穏おだやかな眼まな差ざしでラビットを見つめていた。

　今夜の夜会に招まねかれた紳士淑女たちが見み惚とれるほど、二人はぴたりと呼吸を合わせて踊っている。

　気がつくとユーグも吸い込まれるようにして二人を見つめていた。

　握り締めた拳こぶしが小刻みに震ふるえる。

　──俺は何をやっているんだ……！

　痛みから目を背そむけるようにして、ユーグはうつむき、二人から視線を離した。

　その背中をミレニアが拳を振り上げて、思い切り叩たたく。

「しっかりなさってくださいな、お兄様！　ほら音楽が終わりますわ」

　言われて視線をあげると、音楽が終わり、絡からまり合った二人の手がそっと解ほどけていくところだった。ユーグはその光景を見て息を吐はく。これ以上、二人が楽しげに踊る姿を見なくて済んでほっとした。

　そんなユーグの様子をミレニアは見み逃のがさなかった。

「何をぼうっとなさっているんですか！　わたくしがフローデルを連れてきますから、ここで待っていてくださいね」

　そう息巻くと、ミレニアは人込みをかき分けて姿を消していった。

　ぽつんと一人取り残されたユーグは、所しよ在ざいなげにその場にたたずむ。

　やがてユーグの姿を見つけた淑女たちが「パウエル公爵がいらしているわよ」とひそひそと色めきはじめた頃、ミレニアがラビットを伴ともなって戻ってきた。

　近くで見るとその美しさはひときわ目を惹ひいた。ユーグの胸が熱くなる。

　ユーグを見たラビットが、唇にほんのり笑みをはいて近寄ってくる。

「ユーグスト様、わたしに用事ってなんですか？」

　いきなり言われてユーグはたじろいだ。

「い、いや、その……」

　言い淀よどんでいると、ミレニアがユーグの腕を引いた。

「ここは人が多いから、あっちのほうへ行きましょう」

　こうしてユーグは強ごう引いんに中庭へと連れて行かれた。ラビットが二人の後をついて歩く。

「あ、いけない」

　途と中ちゆうでミレニアが思い出したように声をあげた。それがやや演技がかっているのに気がついたのはユーグだけのようだ。

「どうしたの、ミレニア？」

「わたくし伯母様に用事があったのを忘れていたわ。ちょっと行ってご挨あい拶さつしてくるわ」

「？　そう？　足元が暗いから気をつけてね」

　わざとらしくミレニアは足早に二人のそばから離れていった。すれ違いざま厳しい眼差しをユーグに向けて去っていく。

　──あれは脅おどしだな。

　ミレニアの目が語っていた。

　──失敗は許さないと……。

　ユーグは気を引き締めて、ラビットと向かい合った。

「ひ、久しぶりだな、ラビット」

　声が緊張にうわずる。

「え、一週間前に会ったばかりじゃないですか。何言ってるんですか？」

　鋭するどい突っ込みにユーグは押し黙る。

　すっかり忘れていたが、二人で出かけたランディスへの旅から戻ってきてまだ少ししかたっていなかった。

　さっそくの失しつ態たいに目の前が真っ暗になる。

「わたしのことはいいんですよ。それより本当に何のご用ですか？」

「実はな、その……ラビット、君が、メンフィス伯爵家でお世話になっているというのは本当なのか？」

「え……？」

　思いがけない質問だったようで、ラビットは困ったように口籠もる。心なしか頰が上じよう気きしているようにも見えた。

　──恥ずかしがっているのか？

　どうやら、ラビットがメンフィス伯爵家でお世話になっているという話は本当らしい。

　ユーグは一気に落らく胆たんしたが、ここでめげている場合ではないと理性に諭さとされるようにして口を開く。

「こ、こんなことを言うのはどうも照れくさいんだが……」

「？　え、なんですか？」

「俺は、き、君のことが……」

「……え？」

「君のことが、す……す」

「……す？」

　──落ち着け、落ち着くんだ……！

　ユーグが顔を真っ赤にして続きを言おうとした時だった。

「ユーグスト様、あそこを見てください」

「へ？」

「人が言い争あらそいをしています」

　冷水を浴あびたように冷静さを取り戻して、ユーグはラビットが指差すほうを見た。

　ひと組の男女が何か言い合いをしている。

「……ですから、何度もお断りしているじゃありませんか。いい加か減げんにしてください！」

「ひと目ぼれなんだよ。一度でいいから俺と付き合ってよ」

　男のほうからは軽けい薄はくそうな雰囲気がただよっていた。

　一方言い寄られているらしい少女のほうは、眉を吊つり上げて不ふ愉ゆ快かいそうにしている。

　男が乱らん暴ぼうに少女の腕を取った。

「放してください！　放して！　人を呼ぶわよ」

「いいじゃないか、一度食事に付き合うくらい！」

「嫌だからお断りしているの！　悪いけどあなたの顔、好みじゃないのよ！」

　少女の辛しん辣らつな言葉に男がかっとなる。

　ユーグは二人の間に素早く割って入った。

「待て。彼女は嫌がっているじゃないか」

「あんたには関係ない……」

　男が舌打ちしながら吐き捨てるように言い、ユーグを見る。が、その顔色がさっと青ざめた。

「こ、これはパウエル公爵ではありませんか。失礼しました」

　たちまち男が低てい姿し勢せいになる。相手はユーグの知らない顔だった。

　男は慌てふためいてユーグの前から立ち去っていった。

「あの……」

　少女がユーグをひたと見つめて声をかけてくる。

　透すき通とおるような金きん髪ぱつに子リスのような茶色の瞳が可か憐れんな愛らしい少女だった。

「助けていただいてありがとうございます」

「お礼を言われるほどのことじゃありません。それより大丈夫でしたか？」

「……平気です。あの、わたし、ナタリア・アレクシスと申します。あなたのお名前は……？」

「ユーグスト・パウエルです」

「まあ、あなたがあの有名なパウエル公爵様ですの？」

　ユーグはなんと答えていいのか迷った。

　自分の顔を知らないということは、このナタリアという少女はアスタリアの人間ではないのだろう。

　ユーグはアスタリアの有名人だ。

　ユーグは知らなくても、相手のほうが自分を知っているということが多々あった。

「あの、そちらの令嬢は？」

　ナタリアがラビットにちらりと視線を合わせる。

「ラビット・ファーです。初めまして、ナタリア様」

「ふーん、変わったお名前ね。……ところでもしかして二人は恋人同士なの？」

「じょ、冗談じゃない！」

「違います！」
















　反はん射しや的てきに叫さけぶ二人を見て、ナタリアが面白くなさそうに鼻を鳴らす。

「そうなんですの……」

　ユーグは内心狼ろう狽ばいしていた。告白するはずの相手との仲を否ひ定ていしてどうするというのだ。失態を繰くり返す自分にあきれて目め眩まいがする。

「このままここにいたら、さっきの男が戻ってくるかもしれないわ。パーティー会場に戻りましょう」

　ラビットの提案にユーグは頷いた。

「そうだな」

　こうして三人は再び会場へと向かった。

「あの、ユーグスト様」

　ナタリアがひたむきにユーグを見つめながら、口を開いた。

「なんですか？」

「一曲踊っていただけませんか」

「いや、その俺は……」

　ユーグはちらりとラビットのほうを見た。

　ラビットはにこりと笑うとこう言った。

「ユーグスト様、せっかくですから踊っていらしたらいいじゃないですか」

「そ、そうだな」

　あまりに清すが々すがしい笑顔で言われたので、ユーグは断るタイミングを完かん璧ぺきに失うしなってしまう。外向きの顔でにこりと笑うと少女の手を取った。

「喜んで」

　何をやっているんだと自分を責めたい気持ちを必死で抑えながら、踊りの輪に加わる。

　ナタリアは巧みな踊り手だった。

　ユーグを相手に恥ずかしそうにしながらも、堂どう々どうとステップを踏ふんでいる。

　この相手がラビットならどれほど嬉しかったことだろうかと、ユーグは苛いら立だちを覚えた。

　──馬鹿か、俺は！

　せっかくミレニアの後押しでラビットと二人きりになれたのに、告白するどころか好きでもない令嬢とダンスをしている。

　この光景を見たミレニアはさぞ怒おこっていることだろうと容よう易いに想像できた。というのも、背はい後ごから怒気の塊が刃やいばとなってユーグを突き刺さんばかりに見つめているのを感じたからだ。

　ユーグは恐怖のあまり身震いしそうになった。

　やがて曲が終わると、ナタリアの手がユーグから離れていく。

「あ、あのユーグスト様、また今度踊ってくれますか？」

　去り際ぎわに顔を赤くしたナタリアが瞳を潤うるませてユーグを見上げた。

「ええ。もちろんです」

　ユーグはこの上もなく品のよい笑顔を向けると、急いでラビットを捜した。

　だが、ラビットはすでに会場のどこを見回しても姿が見えなかった。きっとジラートの元に戻ったのだろう。

　ユーグは失しつ望ぼうのあまりがっくりと肩を落とした。







　一方、ユーグストがナタリアとダンスの相手をしている頃、その光景を見つけたミレニアは、鋭く舌打ちした。

　──何をやっているのよ、お兄様の馬鹿！

「どうかしたの、ミレニア」

　エミリーが優しく声をかけてくる。

「い、いえ、たいしたことじゃありませんわ」

　ミレニアは、エミリーを足止めしてラビットとユーグストに二人だけの時間を過ごさせるために懸けん命めいに動いていた。だが、その結末がこれではあまりに笑えない。

　──お兄様のグズ！　とんま！

　ミレニアは思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを心の中で叫んだ。

　パーティー会場の中でも、ユーグストと見慣れない令嬢が踊っている姿を見つけた紳士淑女たちが、二人に注目している。ユーグストに手を取られた令嬢がくるりと回るたびにドレスの裾が風をはらんでふわりと浮き上がった。

　客たちがたちまち色めきたつ。

「なんて素す敵てきなんでしょう」

「あの令嬢は誰かしら？」

　騒さわぎに気づいたエミリーが、視線をユーグストと見知らぬ令嬢に向けた。

「ユーグストと一緒にいる令嬢はどなたかしら」

　そこへ、ユーグとナタリアに遠慮してエミリーの元に戻って来ていたラビットが言った。

「彼女はナタリア・アレクシスという令嬢ですわ」

「アレクシス？　聞いたことがない姓ね」

「どうやら、アスタリア出身ではないようです。きっと外国の貴族なのでしょう」

　本人に確認したわけではないがナタリアの身のこなしから、貴族だというのはわかる。

「そう……。ナタリア・アレクシス嬢ね」

　エミリーの瞳がみるみるうちに輝いた。

「ねえ、ミレニア。彼女とユーグストのことどう思う？」

「……え？」

　エミリーの真しん意いをはかりかねて、ミレニアはひるんだ。なんとなく嫌な予感がする。

「あの二人、お似合いだと思わない？」

「……！」

　どうやらエミリーは、ユーグストの相手としてナタリアに目をつけたようだ。

　ミレニアは焦あせった。

「で、ですが、お兄様には想う方が……」

　ミレニアの言葉をエミリーは聞いていなかった。

「さっそく彼女のことを調べないとね」

　エミリーは浮かれた調子でパーティー会場の人込みの中へと歩き去っていった。

　取り残されたラビットとミレニアは互いの顔を見て肩をすくめた。

「伯母様の行動力にはいつも驚おどろかされるわ」

「本当ね」

「ねえ、フローデル」

「なあに？」

「驚かないの？」

「何を？」

「……お兄様に好きな人がいると聞いても……。今の会話、聞いていたでしょう？」

　ミレニアはどんな表情の変化も見逃すまいとじっと見つめるが、ラビットの表情は少しも変わらなかった。

「その話なら、知っているもの」

「え？」

「ユーグスト様はランディスに行った時、女王陛へい下かとアリサ姫の前で、自分には好きな相手がいると打ち明けているのよ」

「!!　それで!?　その話を聞いて、フローデルはどう思った？」

　ミレニアはラビットの肩に手を置いて、身体を揺さぶった。

　ラビットが困こん惑わくする。

「驚いたわ。でも、ユーグスト様もお年頃だし、好きな方くらいいてもおかしくないわよね」

　ミレニアはがっくりと肩を落とした。

　ラビットの反応を見て、やはりユーグストの告白は成功していないのだとわかってしまう。

　──本当にお兄様ったら、何をぐずぐずしているのかしら！　わたくしがせっかく二人にしてあげたのに、別の令嬢とダンスを踊るなんて、このていたらくは何なの!?

　ミレニアは我が事のように激しく苛立った。

「さっきからどうしたの、ミレニア」

　難しい顔で考え込んでいたミレニアの意識をラビットが引き戻す。

「なんでもないわ」

　ミレニアは力なく微笑んだ。

　そこへようやくユーグストが戻ってくる。

「お兄様」

　ミレニアが責める目でじろりとユーグストを睨む。

「家に帰ったら、お話がありますわ」




　ミレニアの説教は、家に帰るのを待たずに馬車の中で始まった。

「お兄様、わたくしが何を言いたいか、わかりますわよね」

「……ぐ」

「まずは説明してほしいですわ。どうしてあんなことになったのかしら？」

　ミレニアは厳げん格かくな家庭教師のように背せ筋すじをぴんと伸ばして、ユーグと向かい合っていた。

　ユーグは額に手をあててうつむく。

「──────」

「黙ったままではわかりませんわ。答えてください」

「う、いや、その……」

「フローデルに告白するはずが、なぜ見知らぬ令嬢と踊っていらしたのかしら？　さあ、はっきりとお答えになってください！」

「いや、あれは、成り行きで……」

「お兄様の、馬鹿、あんぽんたん！　このままじゃジラートにフローデルを取られてしまうわよ！　よろしいの？」

　ユーグストは苦い薬でも飲んだように顔をしかめた。

　ラビットをジラートに取られるなんて冗談ではなかったが、おのれのへたれっぷりからすると、その可能性も否定できない。

「わ、わかった。がんばるよ」

「お兄様だけでは不安ですから、わたくしが次も作戦を考えます。お兄様は今度こそ必ずフローデルに告白してくださいね」
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「で、ユーグはミレニアにこっぴどくしかられたわけだ」

「あいつもずいぶん生意気になったものです」

「でも、それはユーグも悪いよ。せっかくミレニアが気をきかせて二人にしてくれたのに、告白するどころか他の令嬢とダンスをするなんて、あんまりだよ」

　その日、ユーグは王太子宮の一室でシザーレンと話し込んでいた。

　ユーグの情けない話を、シザーレンは半ば憐あわれむようにして聞いていた。

「ユーグにしては手こずっているね。君、そんなに要領悪かったっけ？」

「……実のところ、彼女のようなタイプの女性は初めてでして。どうすればいいのか見当もつきません」

「まあ、確かにラビットちゃんみたいな女の子は他にいないし珍めずらしいよね」

　ユーグは重いため息をついた。

　ラビットのような少女は、アスタリア中を探してもきっといないだろう。

　だからこそ、余計にその存在はユーグの中で日に日に大きくなり、無視できなくなった。

　自分でも情けないとは思うが、どうしようもなかった。

「それにしてもユーグ、ずいぶん素す直なおになったね」

「は？」

　言われた意味をはかりかねて怪け訝げんな顔をするユーグに、シザーレンはにやりと人の悪い笑みを浮かべた。

「ついに認めたね、ラビットちゃんが好きだってこと」

「!!」

　たちまちユーグは背中に冷たい汗をかいた。

　すっかり忘れていたが、ユーグはシザーレンの前で一度もラビットが好きだと認めたことはなかったのだ。

「う、いや、それは、その……」

「まあ、それについてはいまさらって気もするけどね」

　シザーレンはあっけらかんと言ってのけた。

「話は変わるけど、怪盗レディローズがバロア伯爵家に現れたんだってね」

「シザーレン殿下もレディローズのことをご存知なのですか」

「あんなに騒がれているんだから、嫌でも耳に入るよ。それで、どうなったの？」

「結局、真しん偽ぎは明らかになりませんでしたが、レディローズから予告状を受け取って被害にあった貴族がいるのは確かです」

「レディローズ、薔ば薇らの淑女か。どんな女性か会ってみたいね。きっと美人なんだろうね。ユーグもそう思わない？」

「……あまりそういうことを気軽に口にされると、ミレニアに告つげ口ぐちしますよ」

　シザーレンが子供のように唇を尖らせた。銀の髪がさらさらと揺ゆれている。

「ユーグも言うようになったね。その言い方、ミレニアにそっくりだよ。まるで本人に言われたみたいだ」

　どうやら二人の間で主しゆ導どう権けんを握っているのはミレニアらしい。意外な力関係にユーグは苦く笑しようした。

「今回は黙っていてさしあげますが、次は容よう赦しやしませんよ」

「了りよう解かい。未来のお義に兄いさん」

　そういえば、ミレニアとシザーレンが結婚すれば、シザーレンはユーグの義ぎ理りの弟ということになるのだといまさらのように思い出していた。
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「ねえナタリア、例のもの見つかった？」

　背の低い少年がナタリアに声をかける。少年は目ま深ぶかにフードをかぶっており、顔が見えない。

「まだよ」

　ナタリアが深々とため息をつく。

「あれがアスタリアにあることは間違いないんだよね」

「ええ。その情報は確かな筋から得たものだから大丈夫よ」

「早く見つからないかなあ」

「そんなに簡単に見つかったら、こんなに苦労してないわよ」

「……だよね。あ～あ、ぼくもう飽あきちゃったよ。そろそろ別の国に行きたいな」

「駄目」

「それじゃあ、ぼくだけでも出て行くよ」

「馬鹿なこと言わないでちょうだい、テス。そんなこと許さないわ」

　ナタリアはキッとテスを睨みつける。するとテスが不満そうに頰を膨ふくらませた。

「ぼくもう嫌だよ。アスタリアの食べ物も口に合わないし……」

「我が慢まんしなさい！」

「……ナタリアは本当に自分勝手だなぁ」

「お黙りなさい」

「なんだよ、偉そうに。ぼくがいなければレディローズは……」

「それ以上言ったら、引っぱたくわよ」

「ちぇ、わかったよ。もう少し我慢するよ。でもいつもより気合いが入っているけど、どうしたの？」

　すると、ナタリアが得とく意い気げに笑った。

「どうしても欲しい人ができたの」

「欲しい人？」

「そ。とっても素敵な人よ」

「相手はどこの誰？」

「聞いて驚きなさい。ユーグスト・パウエル公爵様よ」

「公爵!?」

　テスが素すっ頓とん狂きような声で叫んだ。

「男らしい外見に精せい悍かんな身体つき、そして端たん整せいなお顔。ああ、もうたまらないわ」

「……始まったよ。ナタリアの病気が……。まったく、相変わらず惚れっぽいんだから」

「なんですって？」

「……なんでもないよ」

　聞きわけのいい弟は、悪あく態たいをつきながらもしぶしぶ姉に従う。

　その時、出入り口の扉がノックされる音がした。

「はい。誰？」

　テスが対応に出て扉を開けると、一人の紳士が立っていた。

「突然の訪問お許しください。わたしは、ウィンガル・シルスと申します。こちらはナタリア・アレクシス嬢のお住まいだとうかがいましたが、ナタリア嬢はいらっしゃいますか？」

　声を聞きつけて部屋の奥からナタリアが姿を見せる。

「わたしがナタリアよ、何の用かしら？」

「ナタリア嬢、いや、怪盗レディローズに会いに来たと言えば用件はわかりますか？」

「あら、何のことかしら？」

「あなた方にとっても決して損そんなお話ではありません。話を聞いていただけますか？」

　ナタリアは男を上から下までじろじろと眺めると、ふっと笑った。

「お話くらいなら聞いてもいいわ」

　こうしてナタリアは、男を部屋へと招き入れた。
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　その日、アスタリア王おう妃ひのファナはご機き嫌げんだった。

　朝の着替えの時も朝食の時も、鼻歌を歌って過すごしていた。

　いつもは気き難むずかしそうに険けわしい表情が、今日は明るく輝かがやいている。

　あまりにご機嫌な様子に、アスタリア国王ロウゼンは、不思議な物でも見るようにまじまじと自分の妻に視線を向けた。

「ファナや、何かあったのか？」

「何か、とはなんですの？」

「ずいぶん機嫌がいいじゃないか。楽しいことでもあったのかね」

　するとファナが意味ありげに笑った。

「それは今日の夜会で明らかになりますわ」

　ファナは高らかに笑い声をあげた。

　そういえば今夜は王妃主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいが催もよおされる日だ。きっとまた高価な宝石やドレスを購こう入にゆうしたのだろうとロウゼンは思った。彼女の機嫌がいい時は、高価な買い物をした場合がほとんどだからだ。

　ロウゼンの考えは当たっていた。

　夜会でファナは、大きなサファイアのネックレスを身につけて登場したのだ。

　たちまちファナの取り巻きたちが集まって、見事なネックレスを褒ほめたたえた。

「王妃様、素す晴ばらしいネックレスですわね」

「お似合いですわ。うらやましい」

　ファナは鼻を高くした。

「あら、これくらいたいしたことないのよ」

　得とく意い気げに胸を張ってネックレスを見せびらかす。

　と、その時、会場の灯りが一いつ斉せいに消えた。周囲が真っ暗になり、あちこちから何事かとざわめきが聞こえてくる。

　だがすぐに王宮の優秀な警けい護ごの兵へい士しの手によって灯りが戻った。

　ファナはほっと胸をなで下ろす。だが、その胸で輝いていたはずのネックレスがないことに気がついて、悲鳴をあげた。

「きゃあああ！　わたくしのネックレスがないわ！」

　会場のざわめきが波のように大きくうねる。

　そこへ、一枚の紙が空から降ってきた。

　それを手に取って見たファナの顔からみるみる血の気が引いていく。




『王妃様のサファイアのネックレスをいただきました。　怪かい盗とうレディローズ』




　ファナの頭にかっと血が上のぼる。

「おのれ、コソ泥どろの分ぶん際ざいで！　誰か！　さっさと捕つかまえなさい！」

　かなきり声をあげるファナに、兵士たちが右う往おう左さ往おうする。

　しかしその夜、レディローズが見つかることはついになかった。
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　事件の翌よく日じつ、ユーグは王宮にやってきた。

　いつもなら真まっ直すぐ王太子宮に向かうところだが、今日は違う。

　ユーグを呼んだのは、アスタリア国王ロウゼンだった。

　謁えつ見けんの間ではなく、わざわざ王の私室に呼ばれたことから、公おおやけにできない内ない密みつの相談だとわかる。

　ロウゼンの部屋の前には警護の兵士が立っていた。

　ユーグは名前を名乗ってロウゼンに呼ばれたことを話すと、すぐに室内に通された。

「待ちかねていたぞ、パウエル公こう爵しやく」

　ロウゼンは表情を和なごませた。

「陛へい下か、本日のご相談とはいったい何でしょうか？」

　ロウゼンは窓まど際ぎわに背を向けて立ち、手を後ろに組む。

「うむ。実はのう、そなたもすでに知っていよう。昨夜、レディローズに王妃のネックレスが奪うばわれたことを」

　もちろん知っていた。

　今け朝さの新聞の一面はレディローズの話題で持ち切りだった。

「それが何か？」

「そなたに頼たのみがある」

「わたしにですか？」

「うむ。……そなたにレディローズの捜そう索さくを頼みたいのじゃ」

　突とつ然ぜんのことにユーグは驚おどろいた。

「お待ちください。それは兵士の仕事ではないですか。なぜわたしが……」

「……王妃のたっての願いなのじゃ。わしもこの国にパウエル公爵以上に優秀な男はいないと思っている」

　ユーグの背を冷や汗が流れ落ちた。

　──ファナ王妃はまさかまた何かをたくらんでいるんじゃ……。

　以前、シザーレンを陥おとしいれて息子むすこのセインを王太子の座につけようと画かく策さくしたことは今でも記き憶おくに新しい。

　ユーグが返答に窮きゆうしていると、国王がまなじりを下げて懇こん願がんした。

「頼む。どうか引き受けて欲しい。……ここだけの話じゃがわしはファナが恐ろしい。そなたへの頼みを断ことわられたら、どうなるか考えるだけで震ふるえがくる」

　ユーグは内心あきれ果はててため息をついた。

　勝かち気きなファナを恐れる気持ちもわからなくはない。

　ロウゼンはシザーレンの実じつ父ぷとは思えないほど小心者の男だった。

　くすんだ金きん髪ぱつにオレンジの瞳ひとみが怯おびえきった小動物を思わせる。だが、気は弱いが心優しい王でもある。

　その、国王たっての願いを断るわけにもいかない。

「……わかりました。お引き受けします」

「おお、頼まれてくれるか！　よろしく頼むぞ」

「はい」

　ユーグはしぶしぶ引き受けた。




「まあ、お兄様がレディローズの捜そう査さをなさるんですか？」

　ユーグから話を聞かされたミレニアが、好こう奇き心しんを抑えきれない様子で瞳を輝かせている。

「ああ。国王陛下の頼みでそういうことになった」

「陛下の……」

　ミレニアはしばらく何かを考えるそぶりを見せた後、こう言った。

「そうだわ。捜査にはフローデルにも協力してもらいましょう」

「ラビットに？」

「ええ。フローデルなら、きっと役にたちますわ」

「だが、ラビットはメンフィス伯はく爵しやく家けにいるんだ。連れ出すのは無理だろう」

「大丈夫。わたくしが伯お母ば様さまを説得してみせますわ！　前のようにわたくしの話し相手をしてもらうために呼ぶのなら、問題はないと思います」

「どうしてそこまでする必要があるんだ？」

　たちまちミレニアの表情が厳しくなる。

「もちろん、お兄様がフローデルに告白するのを手助けするためです。次こそは、必ず成功させてくださいね。そうでないと、わたくしもう面めん倒どう見きれませんわ。だいたい、お兄様に好きな人がいることをフローデルが知ってるってどういうことですの？」

「う、それは……」

「それを聞いてフローデルは何も思わないのかしら？　ねえお兄様、いったいどうなっていますの!?」
















「………………」

「答えられないならもういいです。いいですか、お兄様、これが本当に本当の最後のチャンスだと思ってくださいね！」




　ミレニアの宣せん言げん通り、翌日からラビットが捜査に加わることになった。事件が解かい決けつするまで、パウエル公爵家に居い候そうろうすることになる。

　ラビットは今回の件をミレニアから聞かされた途と端たん、たちまち興きよう味み津しん々しんになった。ラビットをパウエル公爵家に呼び寄せようと試し行こう錯さく誤ごするミレニアと一緒になって、エミリーの説得に一ひと役やく買ったほどだった。

　ラビットと再会したユーグの心しん音おんは壊こわれそうなほど高鳴っていた。

　──落ち着け、落ち着くんだ。いつも通りにするんだ。

　だが言い聞かせようとすればするほど、平へい静せいでいられなくなっていく。

「ユーグスト様、またお世話になります。レディローズの捜索、一緒にがんばりましょう！」

　ラビットがすっきりとした明るい笑顔で言う。

「あ、ああ」

　いつも通りのラビットの笑顔を見て、ユーグはほっとした。

　そんなユーグにミレニアがプレッシャーをかけてくる。

「わかっていますわよね、お兄様、今度こそきちんと告白するんですよ」

　年上のように諭さとされて、ユーグは苦い薬でも飲み込むように頷うなずいた。

「……わ、わかっている」

　しかし、姿を見ただけで緊きん張ちようしてしまうのに、想いを告つげることなんてできるのだろうか。それに告白が成功するとは限らない。もしかしたら、他に好きな人がいるかもしれないし、一緒に暮らすうちにジラートを好きになっている可か能のう性せいもある。

　──いや、それは今考えるべきことではない。そんなことより早くレディローズを捕まえなければ！

　ユーグは素早く思考を切り替えて、レディローズのことを考える。

　それにしても、彼女はいったいどこの誰なんだろうか。

　自室で情報を整理していると、丁てい寧ねいに扉が叩たたかれる音がした。

　ラビットだろうか。

「旦だん那な様、お手紙をお持ちいたしました」

　ユーグの勘かんははずれた。入ってきたのは家か令れいのザントだった。

「手紙？」

「はい」

　そう言ってザントは一通の手紙を差し出した。

「これは、バレリー公爵からだ」

　バレリー公爵カフスタンはアスタリア貴き族ぞく院いんの重じゆう鎮ちんで、内ない務む大だい臣じんの職についている。

　思わぬ大人物からの手紙にユーグは息を吞のんだ。

　カフスタンはどうしてユーグに手紙など寄よ越こしたのだろうか。

「明日の昼過ぎにバレリー公爵家に来てほしい、か。……いったい何の用事なんだ？」

　ユーグはいぶかしそうに眉まゆをひそめた。




　翌日、ユーグはやや緊張した面おも持もちでバレリー公爵家を訪問した。

　重じゆう厚こうな門をくぐり、邸やしきの奥へと案内される。

　廊ろう下かのいたるところに高そうな壺つぼや絵かい画がが飾られていた。

　やがてバレリー公爵邸の応接間に通され、どっしりと重みのあるソファに腰かけていると、カフスタン本人が現れた。

「パウエル公爵、待たせたな」

　カフスタンは鍛きたえられた肉体に口ひげをたくわえた、貫かん録ろくのある壮そう年ねんの紳しん士しだった。

　その後ろに、影のように付き従したがう男が立っている。

「とんでもありません。それよりわたしに用事とはいかがされましたか？」

「……まずは、これを見てもらいたい」

　カフスタンが懐ふところから一枚の手紙を取り出す。

　内容を見て、ユーグは目を見張った。




『明日の夜、バレリー公爵家の〝青あおき幻まぼろし〟をいただきに参ります。　怪盗レディローズ』




「これは、レディローズからの予告状……？」

「どうやらそのようだ。ウィンガル、例の物を」

　ウィンガルと呼ばれた男は小さな箱を差し出すと、蓋ふたを開けて中身を見せる。

　ユーグは目を丸くした。

　それは見事な輝きを放つ青のネックレスだった。

「これが青き幻だ。わしの母親が購入したネックレスでな。当時は、その美しさのあまり国中の噂うわさになったものだ。……貴き殿でんに、これを守ってもらいたいと思って」

「わたしが、ですか？」

「ああ。今日一日中これを肌はだ身み離さず持っていてほしい。頼まれてくれんかね」

　あまりに重大な任にん務むに、ユーグは戸と惑まどいを隠かくせないでいた。

「そなたが陛下直じき々じきの依い頼らいでコソ泥の捜査を任まかされたと聞いてな。パウエル公爵にしか頼めんと思ったのだよ。レディローズもまさかそなたが我わが家やの家か宝ほうを持っているとは思うまい。予告状が来て困っている時に、陛下から貴殿の話を伺ってそれで是ぜ非ひにと思ったんだよ」

　ユーグはカフスタンに予告状を返すと、きりりとした表情で言った。

「わかりました。この件、お引き受けします」

「ありがたい。無事に守り切ったら明日返しに来てもらいたい」

「はい。『青き幻』は必ずわたしが守り通します」

　こうしてユーグはバレリーの依頼で青き幻を守ることになった。

　運がよければ、怪盗レディローズを捕まえることができるかもしれない。レディローズは狙ねらった獲え物ものは逃のがさないと聞く。もしかしたら、この依頼を受けたユーグのことも調べ上げて、青き幻を奪いに来るおそれがある。そうなれば、こっちのものだ。その時がレディローズを捕まえるチャンスとなる。

「来るなら来い、怪盗レディローズ！」

　ユーグは俄が然ぜん張り切った。

　邸に帰りつくと、ミレニアとラビットがユーグの帰りを待っていてくれた。

「お兄様、バレリー公爵の用事ってなんでしたの？」

　ユーグは少しの間考えて、この二人になら詳しよう細さいを話してもいいかと結論づけた。

「実はバレリー公爵家の家宝がレディローズに狙われているらしいんだ。俺が陛下から直々に捜査を依頼されたのを知って、守ってほしいと頼まれたんだよ」

　たちまちミレニアとラビットが色めきたつ。

「バレリー公爵家の宝物ってどんなものなんですか、ユーグスト様」

「わたくしも是非知りたいわ、お兄様！」

「言っておくがこのことは絶対秘密だからな」

　そう言ってユーグは胸ポケットに入れていたネックレスを二人の前にかざして見せた。

　海の青よりもなお深い輝きが見る者を魅み了りようする。

「素す敵てき……」

「本当ね」

　ミレニアとラビットが称しよう賛さんのため息をつく。

「ねえミレニア、もしかして今夜レディローズに会えるかもしれないってこと？」

「きっとそうよ。青き幻を奪いにやってくるわ」

「そうとは限らないがな」

「あら、お兄様はそのつもりでお引き受けになったのでしょう？」

　我が妹ながらさすがの洞どう察さつ力りよくだ。

　それにしても二人とも人の気も知らないで吞のん気きなものだと思う。

　この依頼を無事に達たつ成せいできなければ、世間のユーグに対する信用はガタ落ちだ。

　ミレニアの結婚式を前にして、手て痛いたい失しつ態たいは避さけたい。なんとしてでも、青き幻を守り、レディローズを捕まえなければならなかった。




　その夜、ユーグはパウエル公爵家の地下にいた。

　バレリー公爵から預かった青き幻を首から下げている。もちろん上に服を着込んで外からは手が出せないようにしてあった。

「絶対に捕まえてやるぞ、レディローズ！」

　ユーグは持ち込んだ毛もう布ふにくるまって夜を過ごしていた。

　その昔、酒さか蔵ぐらとして使用されていた場所は、じめじめとしていてカビ臭い。

　使用人たちは、地下に籠もるユーグの行動に、ご主人様は気が変になったのではないかと噂しあっていた。

　残念ながらユーグは至いたって正常である。今夜は寝ずに過ごし、もしもレディローズが現れれば力ずくで取り押さえるつもりだ。

　ユーグは服の下に身につけたネックレスの感かん触しよくを確かめるように、そっと胸に手をあてた。

　背せ負おわされた責せき任にんの重さに呼吸が苦しくなる。

　そこへ地下の扉が細く開いた。

　ユーグは舌した打うちしそうになる。

　家の者に地下にはあれほど入ってくるなと言っておいたのに、誰だろうといぶかしく思う。

　だが突然の闖ちん入にゆう者しやを見てユーグは目を丸くした。

「ラビット、どうしてここに？」

　ラビットはバスケットを持って姿を見せた。

「ユーグスト様、お腹が空いているんじゃないかと思って」

　ラビットは埃ほこりっぽい床を気にもせずにユーグの隣となりに座り込むと、バスケットからサンドイッチなどの食べ物や果くだ物ものを用意した皿の上に取り出していった。

「わたしも寝ずの番、お手伝いします。ユーグスト様がうっかり寝てしまわないように」

「な!?　君は俺を誤ご解かいしているんじゃないか！　こう見えても俺は……」

「アスタリア一の剣けん豪ごうですよね。知っていますよ、もちろん。でも、食べるものも食べないといざという時戦えませんよ。あの時の怪け我が、まだ完かん治ちしていないんじゃないんですか？」

「うっ……」

　先月、ランディス王国に行った時、ユーグは肩を負ふ傷しようしていた。

　確かに無理をすれば、まだその時の傷きずがうずく。

　ラビットの用意した食べ物を見て、ユーグはようやく自分がお腹を空かせていることに気がついた。

　そういえば、朝から何も食べていなかったのだ。

「……ありがとう」

　ユーグは、素す直なおに礼を言うとサンドイッチを口にする。厚切りベーコンにトマトとピクルス、茹ゆでた鳥肉に加えさらに卵の入ったサンドイッチはユーグの好きな食べ物のひとつだった。

　ランタンの灯りだけが二人を照らしている。

「レディローズは今夜、本当に姿を現すでしょうか？」

「わからない。来ないなら来ないでバレリー公爵の依頼は無事に済むけどな。だが、来てもらわないことにはどう捕まえるべきか対たい処しよのしようもないからな」

「わたし実は、レディローズについて気になっていることがあるんです」

「どういうことだ？」とユーグが言いかけた時だった。

「旦那様」

　侍じ女じよの一人が扉を開けて地下室へと入ってきた。

　ユーグの目が険しくなる。

「ここは出入り禁止だと言ったはずだ。誰の許しを得て来た？」

「も、申し訳ございません。ザント様の命令で、王宮から緊きん急きゆうの知らせがあったので、至し急きゆう旦那様にお知らせするようにと……」

　侍女の話を聞いて、ユーグは声を低くした。光こう源げんがランタンだけのせいで、侍女の顔はよく見えない。

「……お前は誰だ？　何者だ？」

「わ、わたしはこの間雇やとわれたばかりの侍女でございます。まだ邸のことがわかっていなくて申し訳ありません」

　新しん米まいの侍女がぺこぺこ頭を下げる。

　ユーグは厳しい目で侍女を睨にらみつけた。

「……噓うそをつくな。ザントは雇い主ぬしに忠ちゆう実じつだ。俺が入ってくるなと言ったら、たとえ王宮からの用事でも、誰かをここに来させたりしない」

「わたしには、何のことやら……」

　なおも言い逃のがれをしようとする侍女にユーグは腰の剣を抜く。

「ラビット、君は下がっていろ」

　言って少女に剣けん先さきを突きつける。

「正直に言わないのなら、自分の行動を後こう悔かいすることになるぞ」

　すると侍女から怯えの色が消えた。

「嫌いやだな、頭の切れる男の相手って、やりづらい」

「お前がレディローズか！」

「そうだよ。青き幻をいただきに参りました」

　レディローズを名乗った少女が侍女のお仕着せを脱ぬぎ捨てる。下から姿を見せた黒一色に統とう一いつされた衣服は、動きやすさのみを重視した簡かん素そなものだった。薄うす暗ぐらいため、その顔は見えない。

　少女がユーグに迫せまる。足を蹴けり上げて攻こう撃げきしようとするのをユーグは剣でかわした。

　少女の手には細身のナイフが握にぎられている。

　舞いでも舞うような動きで弧こを描きながら近づいてくる。だがユーグはすべての剣けん戟げきを難なく退しりぞけると、相手をなぎ倒たおそうとするが一いつ拍ぱく早く少女が身体からだを逸そらしてよける。

　ユーグは一瞬の隙すきを逃さず剣を振り上げた。だが、あともう一歩のところでかわされてしまう。

「なかなかやるじゃない、公爵様」

　少女が楽しげに息を弾はずませる。

「ふん」

　ユーグが吐はき捨てるように言った時、少女がユーグの懐に潜り込んできた。

　一瞬の出来事だった。

　少女が細いナイフでユーグの胸元を切り裂さくと、青き幻がむき出しになる。

「ほらあった！　青き幻、見つけた！」

　ネックレスに手を伸ばし、もぎ取るように奪うとそのまま地下室から飛び出して行った。

　ユーグは慌あわてて少女のあとを追う。

「待て！」

　地下室を出た途端、ユーグはぎょっとした。

　廊下のいたるところに使用人たちが倒れていたのだ。

　後をついてきたラビットが叫さけぶ。

「ユーグスト様、大丈夫です。みんな気き絶ぜつさせられているだけです。それより早く彼女を追いかけないと！」

「わかっている」

　だが少女はなぜか外へは向かわずに、階段を駆かけあがった。

　ユーグも階段を二段飛ばしで追いかける。

　少女が向かったのはテラスへと続く応接間の入り口だった。ユーグも後に続く。

　そして、テラスの扉が乱らん暴ぼうに開けられた途端、ユーグは我が目を疑うたがった。

「……これは……？」

　空中に大きな球きゆう体たいが浮いていた。下にはゴンドラが吊つるされている。

「まさか、熱ねつ気き球きゆう……？」

　以前、新聞で読んだことがあった。

　空気を暖めることで発生する浮ふ力りよくを得て飛行する乗り物のことを。熱気球が有ゆう人じん飛ひ行こうに初めて成功したのは、ほんの数年前の話である。まさかレディローズが空から逃げ出そうとするとは計算外もいいところだ。

　少女はゴンドラに乗り込みテラスの手すりにくくられた紐ひもを外すと、ふわりと空へと浮き上がっていく。ユーグは急いで手を伸ばすがかすりもしなかった。

「逃すものか！」

　すると少女は空中でサファイアを月にかざして、ため息をついた。

「残念だな、これは探していた宝石とは違うみたい。イケメン公爵に免めんじて返してあげるよ」

　そう言って、青き幻をユーグに投げて寄越した。

　ユーグは半なかば呆ぼう然ぜんとしながらもそれを受け取る。

「ユーグスト様、どうやらレディローズに逃げられたようですね」

　気球はユーグの手の届かないほど空へと高く舞い上がっていった。

　追いかけてきたラビットがテラスに顔を出す。

「くそ！　レディローズめ！　この俺をコケにしやがって！」

「相手が空へと逃げたなら、こんな闇やみ夜よに追いかけようもありません。青き幻を守れたのですから、それでよしとしましょう。……ユーグスト様？」

「くっ」

　ユーグは憎にく々にくしげに空を睨んだまま、気球の黒い影が遠ざかるのを見つめていた。

「……完全にレディローズに出しぬかれてしまった。来ることがわかっていたはずなのに……。そういえば探していた宝石とは違うってどういう意味だったんだ？」

　ふとレディローズが言った言葉を思い出し、ユーグは呟つぶやく。隣にいるはずのラビットは沈ちん黙もくしたままだ。

「…………」

「ラビット？」

「あ、いえ。ちょっと」

　ラビットは難しい顔をして何かを考え込んでいる。

「でも、青き幻が無事でよかったじゃないですか」

　励ますようなラビットの言葉に、ユーグは再び悔くやしそうに歯は嚙がみした。







　バレリー公爵家では、主人のカフスタンが朝やけを眺ながめながらワイングラスを傾かたむけていた。血のように真っ赤なワインをうまそうに味わっている。カフスタンはこれ以上ないほど愉ゆ快かいだった。何かと目め障ざわりなパウエル公爵を失しつ脚きやくさせられるかもしれないのだ。

　笑いが止まらない。

　きっとレディローズは今頃パウエル公爵家を襲しゆう撃げきして、青き幻を手に入れ逃とう走そうしていることだろう。──わざわざありかまで教えてやったのだから。

　ユーグストを失脚させるためなら、宝石のひとつやふたつ惜おしくはない。

　この出来事がアスタリア貴族界に広まればここぞとばかりに、ユーグストを陥れようとする動きがあるだろう。王太子の信しん頼らいも厚いユーグストを妬ねたむ者は多い。

　カフスタンには年頃の娘が一人いる。妻に似て器き量りようよしの娘を王太子妃にするのがカフスタンの目標だった。

　シザーレンが王宮に来た当初は、庶しよ子しの王子と軽けい視ししていたが、本人の資し質しつや前パウエル公爵の後こう見けんもあり、その地位を盤ばん石じやくなものにしている。妹のミレニアと婚約しているとはいえ、今ならまだパウエル公爵を失脚させれば破談にできる。そうすれば私が後見人に……と考え込んでいたところで、扉がノックされる音がした。

「誰だ？」

「わたしです」

「入れ」

　扉の向こうから姿を見せたのは、ウィンガルだった。

「何の用だ？」

「ご主人様、パウエル公爵がお見えです」

「そうか」

　カフスタンがにやりとほくそ笑んだ。

　青き幻が盗まれたことを、謝りにでも来たのだろうか。それなら会ってやらないこともない。ユーグがカフスタンから青き幻を守るように頼まれたという噂は、すでに出回っているのだから。

　カフスタンはすぐにユーグを部屋へ通すように命めいじた。

「バレリー公爵」

　ユーグは一礼して頭を下げるとカフスタンに青き幻を差し出した。無事に守られた青き幻を見て、カフスタンは目を剝むく。

「こ、これはまぎれもなく青き幻!?　なぜだ……昨夜、レディローズは現れなかったのかね」

「いいえ、確かに現れました。ですが、無事に青き幻を守り切ることができました」

「そ、そうか」

　カフスタンは激はげしく落らく胆たんした。

　怪盗レディローズを退けたユーグストをねぎらうための言葉をかけてやらなければならないのに、うまく言葉が出ない。

　カフスタンは悔しい思いを募つのらせながら、ユーグストに向かって口を開いたのだった。
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　バレリー公爵に青き幻を返した後、ユーグは自宅へと戻った。

　宝石は奪われなかったにしても、ユーグの自じ尊そん心しんはズタズタだった。本来ならばすぐにでも宮きゆう廷ていに報告に行かねばならないだろう。だがその前に少しだけ休きゆう憩けいを取りたい。

　ラビットとも今後の対策を話しあう必要がある。だが邸に帰るとラビットはいなかった。フィリング伯爵家に帰ったと聞いて、ユーグはラビットが戻ってくるのを待った。

　だが一時間たっても二時間が過ぎてもラビットは帰ってこない。

　──何かあったのか？

　心配したユーグは、馬でフィリング伯爵家へと向かった。

　邸にたどりつくと、目の前に広がる光景に度ど肝ぎもを抜かれた。

　着飾った淑しゆく女じよたちが群むれとなってフィリング伯爵家に集つどっていたのだ。淑女たちの胸元や耳には、ネックレスやイヤリングといった宝ほう飾しよく品ひんがきらきらしく輝いていた。

　玄げん関かんの端はしっこにいたラビットが皆みなを見回して元気に口を開く。

「皆様、本日はお集まりいただき、まことにありがとうございます。これより、パウエル公爵家協きよう賛さんの宝石品ひん評ぴよう会かいを開かい催さいいたします」

　たちまち集まった淑女たちが黄色い声をあげてはしゃぎだす。

「わたし、この日のために、家宝のネックレスを持じ参さんいたしましたのよ」

「あら、わたしなんて宝石商を呼んで、その中でも一番素晴らしい宝石を購入いたしましたわ」

「わたくしは、我が家に代々伝わる宝石を持ってきましたの」

　誰もが興こう奮ふんに声を高くしながらおしゃべりに興きようじていた。

　と、そこへ騒さわぎを聞きつけたユーグストが姿を見せたので、騒がしさは一いつ層そう勢いきおいを増した。

「きゃあ！　ユーグスト様よ！」

「ユーグスト様～！」

　着飾った淑女たちが押し掛けていたことに、誰よりも驚いたのはユーグだった。

「これは何の騒ぎだ？」

「ユーグスト様、いらしてくださったんですね。助かりました」

「！　ラビット、この騒ぎの元げん凶きようはまた君か！」

　これだけの淑女を集めることができるのはラビット以外考えられない。

「えへへ。すみません。お騒がせして」

「今度はいったい何をやらかしたんだ？」

　するとラビットが小声でひそひそと語り出した。

「実は、宝石の品評会を行うことにしたんです」

　ユーグが渋しぶい顔になる。

「宝石の品評会……？　なんでそんなことを？」

「決まっています。レディローズをおびき寄せるためです！　これだけの宝石が集まる場所をレディローズが見み逃のがすはずがありません」

「……短期間でよくこんなにたくさんの人を集められたな」

「あ、ちなみに品評会で一番になった女性は、ユーグスト様とデートできる権けん利りを手にすることができますから」

　だからこれほど多くの淑女が集まったのかとユーグは納なつ得とくした。

「君はまた俺に何の断りもなく勝手なことをして！」

「いいじゃないですか、減るものじゃないし」

「いいわけあるか！」

「ユーグスト様ったら、相変わらず心が狭せまいんだから」

「君が図ず太ぶとすぎるだけだろうが！」

「そんなことより、品評会を始めます。協力する気がないのなら、ユーグスト様は外でレディローズが来ないか見張っていてくださいよ。わたしは忙しいんですから」

「君こそただ立っているだけじゃないか！　どこが忙しいんだ？」

「どの令れい嬢じようがユーグスト様の花嫁にふさわしいかレディローズを探すついでに見ているんですよ。今日参加した令嬢の顔と名前をしっかり頭に刻きざみ込まないといけないんです」

「……またその話か……。もう勝手にしてくれ」

　ラビットの勝手な言い分にユーグは閉へい口こうする。

　このまま見み世せ物ものになるくらいならレディローズを待ち伏ぶせしていたほうがいいと考え、ユーグはしぶしぶ部屋から出て行った。

　廊下を歩きながらユーグは考えていた。

　出会った時からラビットはユーグの思い通りになったことがない。

　いつも飄ひよう々ひようとしていて摑つかみどころがなく、どうして自分はあんな風変わりな少女のことが好きなんだろうと疑問に思う。

　ユーグは仕方なくその日夜が更ふけるまでレディローズが現れないか見張っていたが、それらしき人物が姿を見せることはなかった。ラビットの読みはどうやらはずれたようだった。




　ユーグの努力が水すい泡ほうに帰きした次の日、ザントが部屋へとやってきた。

「旦那様、フィスティ侯こう爵しやく令嬢がお見えです」

「フィスティ侯爵令嬢？」

　名前を聞いてすぐにピンときた。ユーグが爵しやく位いを継ついでから父親のフィスティ侯爵にはいろいろと世話になっていた。その娘ともなれば夜会で会えば、たまにダンスを踊ることもある。

　これといって会話らしい会話をしたことはなかったが、恩おん人じんの娘を無む下げにはできない。

「すぐに行くから応接間で待っているように伝えてくれ」

「かしこまりました」

　ユーグは素早く着替えると、応接間に向かった。

　フィスティ侯爵令嬢サーシャは、すっきりした身のこなしの上品な少女だった。

　ユーグがやってくると、ドレスの裾すそをつまんで一礼する。

　今この場にエミリーがいれば、きっとユーグの花嫁候こう補ほの一人として彼女に目をつけていたかもしれないとユーグは思った。それほど可か憐れんな少女だった。

「今日はどうされました？」

「約束もせずに突然のご訪問、申し訳ありません。実は、我が家に今朝手紙が届いたんです」

　サーシャはそっと目を伏せ、一枚の手紙をユーグに差し出す。

　受け取るとユーグは折り畳たたまれた手紙を開いた。




『今夜、フィスティ侯爵家に伝わる〝翡ひ翠すいの夢ゆめ〟をいただきに参ります。


怪盗レディローズ』






「！　これはレディローズの予告状？」

　サーシャが不安そうに頷いた。

「今朝、郵ゆう便びん受けに入っているのを侍女が見つけたんです。……家族に相談しようと思っても両親は旅行に行っていないし、わたし一人ではどうしようもなくて……。そんな時に、パウエル公爵がレディローズの捜査を国王陛下から任されたと聞いて、急いで駆けつけたんです。パウエル公爵ならきっと力になってくれるはずだと思って……」

　ユーグは手紙をじっと見つめて首をかしげた。なぜか得え体たいの知れない不安を覚えたが今はそんなことを考えている場合ではない。

「翡翠の夢とはなんですか？」

「……ずっと昔、先せん祖ぞが当時の国王陛下からいただいた翡翠のネックレスです。代々、フィスティ侯爵家に嫁とついだ女性に受け継がれてきた、大切な品なんです。だから、なんとしてもレディローズに奪われるわけにはいかないんです！」

　サーシャが必死の形ぎよう相そうで訴うつたえてくる。

　レディローズを捕まえる任務を任されたユーグは、依頼を断る理由がない。

「わかりました。わたしが今夜フィスティ侯爵家に出向いて翡翠の夢を守ります。どうかご安心ください」

「本当に？」

　サーシャの顔がぱっと明るくなる。

「ありがとうございます。パウエル公爵がいてくださるのなら、心強いわ」

「安心してください。レディローズはきっとわたしの手で捕まえますから」

　サーシャがパウエル公爵家を辞じすると、ユーグはラビットのために用意された部屋に向かった。

　扉を丁寧にノックする。

「ユーグスト様？　どうぞお入りください」

　許可を得てユーグは入室した。

　ラビットはどうやら調べものをしている途と中ちゆうのようだった。

　机つくえの上に散らばった紙をまとめながらラビットが尋たずねる。

「どうかなさいましたか？」

「実は……」

　ユーグはフィスティ侯爵令嬢サーシャからの依頼を手短に話した。

「またもレディローズが？」

「ああ。フィスティ侯爵家の翡翠の夢がレディローズに狙われているらしい」

　ラビットは少しの間考え込むと小首をかしげた。

「実はこの間の件からずっと何か腑ふに落ちないと思っていたのですが……そのお話、少し違い和わ感かんを覚えますわ」

「どうしてだ？」

「だって、これまでレディローズは評判の悪い貴族を中心に狙っているというじゃありませんか。ですがフィスティ侯爵は立りつ派ぱな紳士です。レディローズが狙うとは考えにくいのですが……」

「その話は俺も聞いたが、現にレディローズは王妃のネックレスやバレリー公爵家の宝石も狙ったじゃないか。君もその目で見ただろう？　結局お金に目がくらんだんだ。フィスティ侯爵家もなかなかの資し産さん家かだし、レディローズに狙われてもおかしくはないだろう」

「それは、そうなんですが……」

「ことの真しん偽ぎはフィスティ侯爵家に行けばわかるだろう。ラビット、君も協力してくれ」

「ええ、それはもちろんです。必ずレディローズを捕まえましょう」




　ユーグとラビットは夕方、さっそくフィスティ侯爵家にやってきた。

「ユーグスト様、お待ちしていましたわ」

　サーシャが、今にも泣き出さんばかりの顔に無理やり笑顔をはりつけて出迎えに現れた。

　そこでユーグはサーシャの後ろに立つ令嬢の存在に気がついた。

「ナタリア嬢！　なぜあなたがここに？」

　サーシャが振り返る。

「あら、ナタリア、ユーグスト様とお知り合いなの？」

「以前、夜会でしつこい男性に絡からまれているところを助けていただいたのよ」

「そうだったの。ユーグスト様、ナタリアはね、わたしの友人でたまたま今日遊びに来てくれたのよ。もちろん我が家がレディローズに狙われていることも話しているわ」

　そこで、ユーグの後ろに付き従うラビットを見つけると、サーシャの笑顔が引っ込んだ。

「あの、ユーグスト様、そちらのご令嬢はどなたですの……？」

　ラビットの顔を知らないということは、サーシャは宝石品評会に参加していないのだろう。

「わたしの助じよ手しゆのラビット・ファーです。口の堅かたい娘ですから、心配はご無む用ようです」

　ラビットが軽く会え釈しやくする。

「そうなんですの。それは心強いですわ」

　サーシャの態度は、明らかにラビットを煙けむたく思っていた。しかしユーグは気がつかなかった。

「……では、こちらへどうぞ」

　サーシャが居間に案内してくれる。

　テーブルの上には小ぶりな箱が置かれていた。

　ユーグとラビットが椅い子すに座ると、サーシャが箱の蓋を開けた。

　二人は思わず息を吞んだ。

　そこには巨大な翡翠の飾られたネックレスが納おさめられていた。あまりの美しさに瞳がくぎ付けになる。

「これが翡翠の夢ですわ」

「きれい……」

　ラビットが感かん嘆たんのため息をついた。

　ユーグもなるほど、と頷く。

　これならレディローズが欲しがるのも無理はなかった。

「俺は今夜この部屋でネックレスを守ります。……必ずレディローズを捕まえてみせましょう」

「ユーグスト様がいらっしゃるだけで心強いですわ」

　こうしてユーグとラビットはその夜、翡翠の夢を守るために見張りをすることになった。

「ユーグスト様」

　ラビットが唐とう突とつに顔をあげた。

「なんだ？」

　ユーグが翡翠の夢を見つめながら答えると、ラビットが言葉を続けた。

「レディローズの目的は、もしかすると他にあるんじゃありませんか？」

　ユーグは考えをめぐらせながら答えた。

「金が目的ではないということか？」

「はい」

「じゃあ、何が目的だと思うんだ？」

「……バレリー公爵家の青き幻を狙ってきた時、レディローズは、手に入れた宝石をあっさり手放しましたよね。探していた宝石と違うからと……」

「つまり、レディローズは別の目的があって宝石を盗んでいると君は言いたいのか？」

「ええ。目的まではわかりませんが」

　その時、遠えん慮りよがちに扉を叩く音がした。

　中へ入ってきたのは　ナタリアとサーシャだった。どうやらユーグたちにお茶を振ふる舞まうために来たらしい。

　ナタリアはユーグの向かいに座った。サーシャが緊張した面持ちでポットを持ち、カップに紅茶を注そそいでいく。

「顔色がすぐれませんが、大丈夫ですか？」

　やはりレディローズのことが気になるのだろう。

「はい、平気です」

　ユーグの目には彼女が強がっているように見えた。

　両親不在の中、わけのわからない怪盗に狙われて、不安にならないほうがおかしいだろう。ユーグはサーシャに同情した。

「やはり、少し休んだほうがいいでしょう」

「……ユーグスト様がそうおっしゃるなら……」

　サーシャは立ちあがると部屋から出て行こうとした。途端、その身体がぐらりと傾かしいでいく。

「サーシャ嬢！」

　ユーグは慌ててその華きや奢しやな肢し体たいを支えた。サーシャの身体は痩やせていて、羽根のように軽く感じられた。

　ユーグの腕に抱かれて、サーシャの顔が朱しゆに染まる。

「ユ、ユーグスト様、申し訳ありません」

「これくらい大丈夫です。きっと精神的な疲つかれがたまっているのでしょう。よかったらこのまま寝室までお連れしましょうか」

「そこまで甘あまえてしまっていいのですか？」

「問題ありません。あなた一人くらい猫ねこの子を抱くようなものですよ」

「……それでは、お願いします」

　ユーグがサーシャを軽々と抱き上げると、サーシャはその首にしがみついた。

「ラビット、ナタリア嬢、少しの間だけ待っていてくれ」

「わかりました」

　ナタリアも頷く。

　こうしてユーグはサーシャを抱きかかえたまま部屋から出ていった。







　ナタリアと部屋に取り残されたラビットは、ふつふつと怒いかりがわきあがるのを感じた。

　──何よ、ユーグスト様ったらデレデレしちゃって！

　ラビットはわけもわからず猛もう烈れつに腹が立った。

　──女の子が相手だと、誰でも見み境さかいがないんだから！　ユーグスト様の馬ば鹿か！　女たらし！

　心の底で悪あく態たいをつくが、気持ちは暗いままだ。

　ラビットは頭かぶりを振った。これではやきもちを焼いているようではないか。

　──ありえないわ。

　出会った頃よりはユーグストを信頼できるようになったが、やっぱり男など信用できないと思ってしまう。

　さっきユーグストにお姫様抱っこをされて、うっすらと頰ほおを染めていたサーシャの顔が浮かんだ。

　彼女は間違いなくユーグに気がある。

　ランディス王国から帰ってきた時、ほんの少しだけユーグストを見直し、彼にほのかな好こう意いを寄せている自分に気がついたが、どうやらそれは一いち時じの気の迷いらしい。

　どうせあんな女好きを好きになっても自分が苦労するだけだ。

　ラビットはそう自分に言い聞かせた。

　黙だまり込んだままのラビットにナタリアが口を開く。

「ねえ、あなたはユーグスト様の何なの？」

「何って、ただの知り合いですけど」

「本当に？　それにしてはずいぶん親しいように見えたけど？」

「本当です。それにユーグスト様とわたしでは住む世界が違いますから」

「そう。じゃあ、わたしがユーグスト様のことをもらってもいいってことね」

「え？」

「わたし、ユーグスト様のこと気に入っちゃった。ユーグスト様が欲しいの。あなたも応おう援えんしてくださるかしら？」

　ラビットが頰を強こわ張ばらせる。
















　──これってまさか宣せん戦せん布ふ告こく？

　気持ちを落ち着かせるために用意された紅茶をがぶ飲みする。

　と、その手がふいに止まった。

　ぼんやりと意識が遠ざかり、視し界かいが歪ゆがむ。

　身体に力が入らなくなり、ソファに倒れ込んでしまう。

　そのままラビットは意識を失うしなった。







　サーシャの部屋までやってきたユーグは、彼女をそっとベッドに寝かせると居間に戻ろうとした。ところがサーシャがユーグの服の袖そでを摑んで放さない。

「ユーグスト様、行かないで……もう少しだけそばにいてください」

　ユーグは困こん惑わくした。

「……それはできません。翡翠の夢を守らないと任務を果はたせませんから」

「そんなこと……」

「あなたは何も心配せずにゆっくりと休んでいてください。翡翠の夢は必ずレディローズから守ってみせます」

　するとサーシャがベッドから身を乗り出して、激しく首を振った。

「違うんです！」

「何がです？」

「レディローズが来るなんて、本当は噓なんです」

「!!」

「わたしがユーグスト様にお会いしたくて偽にせの予告状を用意したんです。翡翠の夢が狙われているなんて本当はデマなんです！」

「な……」

　ユーグは言葉を失った。

　サーシャは白い頰を涙に濡ぬらして唇くちびるを震わせている。

　自分がしでかしたことの大きさを嚙かみ締しめているようでもあった。

　二人の間に気まずい沈黙がおりる。その重さに耐たえかねて、ユーグはようやく口を開いた。

「あなたにそこまでさせるような価値は俺にはありませんよ。さ、少し休んでください」

　サーシャは泣きながらごめんなさいを繰くり返している。やつれて見えたのはこの噓のためだったのかとようやく合が点てんがいった。

　ユーグは踵きびすを返して居間へと戻る。

　扉を開けると目の前のソファにぐったりと横たわるラビットを見つけて、ユーグは慌てて助け起こした。

「ラビット、どうした？」

　頰を軽く叩くと、ラビットの瞼まぶたが震え、ゆっくりと瞳を開く。

　深い緑の瞳がユーグを見つけて、ほっとしたように和んだ。

　ラビットの隣では、ナタリアも同様に眠りについている。

「いったい何があったんだ」

「……わたしも何がなんだかよくわからなくて。お茶を飲んだら急に眠くなってきて……それよりユーグスト様、翡翠の夢は無事ですか？」

「ああ、それなら……」

　テーブルの上に置かれたままの箱を見た瞬間、ユーグの身体が凍こおりついた。

「……ない。どうして……」

　サーシャの話によると、翡翠の夢が怪盗レディローズに狙われているのは噓だったはずだ。いったい誰が持ち出したのだろうか。

「そんな……」

　入り口のほうで、ユーグを追いかけてきたサーシャが呆然となりながら扉を背にしてずるずると崩くずれ落ちる。

　ユーグは翡翠の夢が消えた箱の中に小さな紙切れが置いてあるのを見つけた。

　そっと拾い上げると、細い流りゆう麗れいな文字でこう書かれていた。




『怪盗レディローズ、お呼びに従い参上しました。翡翠の夢はいただいていきます』




「くそ！」

　ユーグは残された手紙を手のひらで握りつぶした。

　どうやら、どこかでサーシャがレディローズを騙かたって偽の予告状を出したことを聞きつけたようだ。あまりのふがいなさにユーグは自分の無力さを嚙み締める。

　そこで騒ぎに気づいたナタリアが目を覚ました。

「……何事ですの？」

「……レディローズが現れたんです。まんまとしてやられた」

「そんな、まさか!?」

　ナタリアの顔がみるみる青ざめていく。だがふいに何かを思い出したように告げた。

「そういえばわたし、意識が薄うすれていく中でレディローズの顔を見ましたわ」

「本当に？　間違いないのですか？」

「え、ええ。はっきりと見たわけではありませんが、今思えばあれこそレディローズだったのではないでしょうか。もう一度見れば、誰だかはっきりとわかると思います」

　ユーグは俄然やる気を取り戻した。

「よし、次こそ必ず捕まえてやるぞ！」

　新たな目撃情報を得て、ユーグは期待に胸を膨らませるのだった。







「お兄様、またですの？」

「う……」

「また失敗なさったのね」

「………………」

　言い返す言葉も思いつかず、ユーグはうなだれた。

　フィスティ侯爵家に二人で行ったのは翡翠の夢をレディローズから守るためで、不ふ純じゆんな動どう機きで訪問したわけではない。

　だが、ミレニアには通じない。兄に白い目を向けている。

「これがお兄様でなかったら、とっくの昔に見捨てていますわ。とにかく三週間以内には必ず告白してくださいね」

　三週間後にはミレニアとシザーレンの結婚式が催される。エミリーがジラートとラビットをくっつけるために何かしらの行動を起こすとしたら、おそらく結婚式の後だろう。そうなればミレニアはもう口を出すこともできない。

　ミレニアの迫はく力りよくに、ユーグはたじたじになった。

「わ、わかった。努力する……」

　とは言ったものの、ラビットが同じ邸にいるというだけで、まともに言葉を発することができないユーグなのだ。何かを言いかけては口くち籠ごもる様子を、ラビットは不思議そうに見ているだけだった。

　なんという情けない姿だろうかとユーグはへこんだ。

　望めば叶かなわないことはないと言われている天下のパウエル公爵が、たった一人の少女に翻ほん弄ろうされている。

　──次こそは！

　と思いはするものの、成功する気がまるでしなかった。

　今は、レディローズの捜索を優先すべきだろう。

　ユーグは重いため息をつくと固く目を閉じた。
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　それから三日後、ユーグはナタリアを連れて夜会に参加していた。

　唯ゆい一いつレディローズの顔を見たナタリアに捜査の協力をお願いしたのだ。

　ユーグの申し出をナタリアは二つ返事で了りよう承しようしてくれた。

「ユーグスト様のお役にたてるのでしたら、なんでもしますわ」

　ナタリアは張り切ってそう答えた。

　会場に入ると、ナタリアはきょろきょろと視線を彷徨さまよわせた。

　さっそくレディローズらしき少女がいないか捜しているようだった。

「どうですか？」

　ナタリアはゆるゆると首を振った。

「いいえ、見当たりませんわ」

「……そうですか」

　いくらなんでもそう簡単に見つかるはずはないとわかっていたが、さすがに落胆してしまう。

　つられてナタリアが哀かなしそうな顔になる。

「お役にたてず申し訳ありません」

「……そんなことはありません。あなたがいてくれるおかげで、捜査に進展があるかもしれません。諦あきらめずにレディローズを捜してみてください」

「……はい」

　ナタリアはユーグにエスコートされて歩きながら、周囲を見回す。

　まわりの淑女たちがユーグに連れられたナタリアに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けていた。一方でユーグは息を吞んでナタリアの動向を見守る。

　果たして今夜、レディローズは見つけられるのだろうか。

　ユーグがやきもきしていると、背中から声をかけられた。

「やあ、ユーグ」

　振り返るとジラートが立っていた。

　その隣に立つ令嬢を見て、ユーグは息を吞む。

「ラビット!?　今日は邸で留る守す番ばんをしているはずじゃなかったのか？」

「その予定だったんですが、ジラート様が誘ってくださったので来てみたんです。わたしも捜査のお役にたてたらと思って……」

「そ、そうか。それは、心強いな」

　ユーグは無理をしてわざと笑顔を作ったが、目は笑っていなかった。

　ラビットを堂どう々どうと連れて歩けるジラートを恨うらめしく思った。

「ユーグスト様、どこを見ていらっしゃるの？」

　ついついラビットを目で追いかけていたユーグは、ナタリアの声ではっと我われに返る。

「い、いえ、なんでもありません」

「もしかして、あの子のことが気になりますの？」

　ユーグは強張った笑顔のまま答える。

「誰のことですか？」

　ナタリアはもの言いたげな表情をしたが、それ以上追つい及きゆうしてこなかった。

　その後も、ナタリアは必死でレディローズを捜してくれていたが、それらしき人物は見当たらない。疲れた様子のナタリアにユーグが声をかけた。

「少し休みましょうか」

「あの、それより……」

「なんですか？」

「一曲だけ踊ってくれませんか」

　ナタリアがはにかむように笑った。確かにここまでかなり緊張したに違いない。自分は男だし任務だからいいが、ナタリアは可憐な女性だ。息抜きは必要だろう。

「喜んで」

　ユーグは、すっと腕を差し出した。







　ラビットは会場のいたるところに視線を巡めぐらせて、レディローズらしき少女がいないか探そうとした。ユーグストと同じく目の前でみすみすレディローズを逃がしたことはラビットにとっても苦々しい思いだった。そんな中、ジラートの誘いはありがたく、いてもたってもいられなかったラビットはその申し出にすぐに飛びついた。

　だが、正直なところ一度背せ格かつ好こうを見ているとはいえ、あてはないにも等しい。せめてナタリアのように顔さえ見ていればわかったかもしれないのに。

　一方でラビットは、ナタリアが言った言葉を思い出していた。




『わたし、ユーグスト様のこと気に入っちゃった。ユーグスト様が欲しいの。あなたも応援してくださるかしら？』




　胸がずきりと痛む。

　ユーグストがナタリアと一緒にいるのを見るだけで、気になって仕方なかった。

　──これじゃあまるで、わたしがユーグスト様のことを好きみたいじゃない！

　ありえないと否ひ定ていするが、心が怪あやしくざわめくのを止められないでいた。

「おや、ユーグだ」

　ジラートがユーグストを見つけて苦く笑しようした。

　つられてラビットも視線を向けると、広間の中央でナタリアと踊るユーグストを見てしまいますます頰が強張った。

　鋭するどいナイフでえぐられたように胸に痛みが走る。

「ユーグのことが気になるのかい？」

　ジラートに言われてラビットははっと我に返った。

「べ、別に、そんなんじゃ……」

「隠さなくてもいいよ。わかっているから」

「本当に違いますから！」

　ジラートが笑いを嚙み殺ころしながら、ラビットに手を差し出した。

「おれたちも踊ろう」

　ラビットはずきりとする胸の痛みから目を背そむけるように、その手を取った。
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　その夜、結局レディローズは現れなかった。

　ユーグはナタリアが宿泊しているという宿屋まで送ると、ようやく邸に戻った。

　疲ひ労ろうがユーグの表情に暗い影を落としている。

　そこへ自分のものではない靴くつ音おとがして顔をあげると、ジラートがいた。階段の途中でユーグに気がつき片手を上げている。

　きっとラビットを公爵邸まで送った帰りなのだろう。

　ユーグの表情が硬かたくなる。

「ユーグ、遅かったな」

「ジラート……」

　ユーグの脳のう裏りに、ジラートと楽しそうに踊っていたラビットの姿が思い浮かんだ。

　楽しそうなラビットの顔を思い出して不ふ機き嫌げんになったユーグは、ジラートの隣を通り過ぎようとするが呼び止められてしまう。

「ユーグ、怪盗レディローズの捜査をしているんだって？」

「ラビットから聞いたのか？」

「彼女、ユーグの役にたとうとがんばっているみたいだよ」

「………………」

　ジラートの口からラビットのことを聞きたくなくて、無言で階段を登り始めた。

　その背中にジラートが静かな声で告げる。

「おまえがぐずぐずしているなら、彼女はおれがもらうぞ」

　ユーグは驚きに大きく目を見開いてジラートを振り返る。

　ジラートはユーグから目を逸らすと、ゆっくりと階段を降りていった。

「くそ！」

　ジラートが扉をくぐって邸から出ると、ユーグは抑えきれない苛いら立だちをぶつけるように拳こぶしで壁かべを殴った。

　ひたすらみじめだった。

　パウエル公爵ともあろうものが、恋する少女を目の前にして、手も足も出ないなんて情けないにもほどがある。

　ジラートならこんなぶざまなことにはならないだろう。




　──彼女はおれがもらうぞ。




　ジラートの言い残した言葉が頭の中でぐるぐると回っている。

　ラビットを誰にも取られたくなかった。

　自分だけのものにして閉じ込めておきたいが、あの元気な野ウサギは、きっとユーグの手には負おえないだろう。そんな彼女だからこそ好きになったのだ。

　彼女が欲しかった。

　──どうしても。
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　ラビットはジラートに送ってもらった後、化け粧しようを落として寝ね巻まきに着替えた。

　いつの間にか降り出した雨あま粒つぶが窓を叩き、しとしとと雨の気配がする。

　灯りを落とし、ベッドに入ろうとした時だった。

　扉が丁寧にノックされる。

「誰？　タリサ？」

　扉の向こうで誰かの戸惑う気配が伝わってくる。

「俺だ」

　しばらくするとユーグストの声が聞こえてきた。

「ユーグスト様？」

　ラビットは驚いた。こんな遅くにどうしたというのだろう。

　ユーグストが夜中にラビットの部屋を訪問するのは初めてだ。

　──もしかして緊急の用事かしら？

　ラビットは寝巻の上からガウンを羽は織おると急いで扉の鍵かぎを開け、ユーグストを中に招まねき入れた。

　ユーグストの表情は疲れ切っていた。

　当たり前だとラビットは思う。多た忙ぼうを極きわめる公爵家の仕事に加えてレディローズの捜索まで任されているのだ。いくら頑がん丈じようなユーグストでもさすがに疲ひ労ろうの限げん界かいを超えているのだろう。

「厨ちゆう房ぼうで温かいお茶を用意してきますね」

　そう言って部屋から出ようとしたのをユーグストがその手で引き止めた。

「いや、いい。こんな夜遅くに部屋に来て悪かった。ただ、ちょっと君の顔が見たかっただけなんだ」

「わたしの？」

「ああ」

　ユーグストの手がそっとラビットの頰を包つつみ込む。

　ごつごつした手の大きさや思いがけない温かさに、ラビットはどきりとした。

　まるでラビットの存在を確かめるように触ふれてくる。

　指先から優しさが伝わってきて、ラビットは緊張した。

　──今日のユーグスト様はなんだか変だわ。

　ラビットはその手を払いのけることができずにいた。

　はっと我に返ったユーグストが、自分の行動に驚いたようにラビットから離れた。

「わ、悪かった。もう部屋に戻るよ。おやすみ」

　踵を返して部屋から出て行こうとした時だった。

　空くうを切り裂くような雷らい鳴めいが響ひびき渡り、轟ごう音おんが邸を震しん撼かんさせた。

「きゃっ」

　驚いたラビットが耳を塞ふさいで身体を震わせる。ラビットは雷かみなりが苦手なのだ。

　間を置かず、再び雷鳴が鳴り響く。

　ラビットは怯えたままユーグストの背にすがりつくようにして頰をこすりつけた。

　ユーグストの動きが止まる。

　燭しよく台だいの灯りだけが二人を照らしていた。

　ユーグストは振り返って、壊れ物にでも触れるようにそっとラビットを両腕で抱き締める。

　またも雷が鳴り、震えながらラビットは両目をきつく閉じた。

　どれほどの時間そうしていただろうか。

　ようやく雷が遠ざかると、ユーグストは抱き締める腕をそっと解ほどいた。

「ご、ごめんなさい」

　ラビットはそっとユーグストを見上げた。漆しつ黒こくの瞳がラビットの姿を映して静かに輝いている。
















　そのまま、ユーグストの顔がゆっくりとラビットに近づく。

　混こん乱らんのあまりラビットはその場から動けずにいた。

　鼻先が触れ合いそうになる。

「あの、ユ、ユーグスト様……わたし……」

　ユーグストがため息をついて離れていく。

「悪かった。今夜のことは忘れてほしい」

　そうしてまたラビットの頰に手を這わせると、今度こそ部屋から出て行った。

　ラビットは腰を抜かして、へなへなと床に崩れ落ちた。

「今の、なんなの……？」

　冗じよう談だんだと思いたかったが、ユーグストの真しん摯しな瞳が目に焼きついて離れない。

　頭に血が上り、頰が熱くなる。

　ラビットはしばらくその場から動けずにいた。
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　翌よく日じつ、メンフィス伯はく爵しやく夫ふ人じんエミリーがパウエル公こう爵しやく家けを訪問した。

　どうやらラビットに会いにきたらしい。

　ラビットはミレニアと共に、エミリーの元へとやってきた。

「フローデル、元気にしているのかしら」

「わたしはこの通り元気ですわ」

「それはよかったわ。ところであなた、ナタリア・アレクシス嬢じようと最近親しくしているようだけど、お友達なのかしら？」

「お友達というか、ナタリアはユーグスト様のお仕事のお手伝いをしてくれているだけですわ」

「そう、それを聞いてほっとしたわ」

「おば様、何がおっしゃりたいのですか？」

「もしユーグストがナタリア嬢と結婚を考えているのなら、止めないといけないと思ってきたのよ」

「どういうことですか？」

「実は彼女について少し調べたの。ハルフォード公こう国こく出身と聞いたんだけど、かの国の貴族にナタリア・アレクシスという少女がいた形けい跡せきがないのよ。何か理由があるかもしれないのだけれど、わたしの勘かんが彼女に関わるなと告つげているわ。だから、もう二度と彼女と会わせたくないの。これはユーグストのためなのよ」

　話を聞いたラビットは、黙だまり込んで考えはじめた。

　──ナタリアはいったい何者なのかしら……？

　一度調べてみたほうがよさそうだ。

　そこへステラが顔を出す。

「あらエミリーじゃない。よく来たわね」

「まあステラ。あなたにも後で会いに行こうと思っていたのよ」

　難しい顔で考え込むラビットやミレニア、エミリーの様子にステラが遠えん慮りよがちに室内を見回した。

「もしかしてお邪じや魔まだったかしら？」

「そんなことはないわ。さあ、あなたもこちらへ来て座ってちょうだい」

　ステラがミレニアの横に腰を落ち着けた。

「……ところで何の話をしていたの？」

「たいした話じゃないのよ。ただとある令れい嬢じようについてちょっとお話ししていたの」

「もしかして、ユーグストの花嫁候こう補ほのお嬢さんかしら？」

　たちまちミレニアの顔色が変わる。

「いいえ！　お兄様はフローデルと……！」

　うっかり口を滑すべらせたミレニアがしまったと言わんばかりに口をつぐんだ。

　だが、たちまちエミリーの顔色が変わる。

「まさかフローデル、ユーグストと何か約束でもしているの？　ひょっとしてあなたたちもうお付き合いしているのかしら？」

　ラビットは慌あわてた。

「ち、違います」

「ミレニア、どういうことなの？」

「……その、わたくしは、フローデルとお兄様が一緒になってほしいと思っています……」

「……そう、そういうことなの」

　エミリーが何か確かく信しんを得たように、頷うなずいた。

「……わかりました。このお話は一旦保ほ留りゆうにしましょう」

　それだけ言うと、エミリーはステラに会え釈しやくして足早に帰って行った。

「もう、びっくりしたわ。ミレニアが変なことを言うから……」

「いいえ、いい機き会かいだからこの際はっきりと聞くわ。フローデルはジラートが好きなの？」

　突とつ然ぜんの問いかけにラビットは目を白黒させた。

「え、そ、それは嫌いじゃないけど……」

「じゃあ、好きなの？」

「ミレニアが思っているような感情はないわ」

「じゃあ、お兄様のことはどう？」

　途と端たんに鼓こ動どうが速くなる。

　以前、ミレニアに同じ質問をされた時はなんとも思わなかったが、今は違った。

　ラビットは確実にユーグストを意識するようになっていた。

「……それは、き、嫌いじゃないわ」

「そう、ならいいわ」

　ミレニアがあっさりと引き下がったので、ラビットはほっとする。

　そんな二人の様子をステラはじっと見守っていた。
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　ユーグはあの夜以来、ラビットを避さけるようになっていた。

　恥はずかしくて、とてもではないがラビットの顔をまともに見ることができない。

　ラビットのほうは、今け朝さ廊ろう下かで会った時も「おはようございます、ユーグスト様」とほがらかに声をかけてきたが、ユーグは答えることもできずに、逃げるように立ち去ってしまった。

　ひょっとしてユーグの気持ちに気づいたのではと考えると気が気ではなかったが、ラビットの態度を見る限り、その可か能のう性せいは低そうだ。

　ユーグはほっと胸をなで下ろす。

　それでもあの夜のことが忘れられなくて、ラビットを避けてしまっていた。

　今までいったいどうやってラビットに接してきたのかわからなくなるほど、ユーグは混こん乱らんしていた。

　あの夜、ラビットの頰ほおに触ふれた感かん触しよくは、指にまとわりついていつまでも消えなかった。

　しかし、一緒の邸やしきで暮らしている以上、避け続けるわけにはいかない。

　そこでユーグはシザーレンに相談することにした。

「なるほど、ついにこらえきれなくなっちゃったんだ。それで勢いきおいに任まかせてキスしちゃったの？」

「してません！」

　シザーレンのからかう口調に、ユーグは相談する相手を間違えたと思ったが後あとの祭まつりだ。

「もしかして、もっとすごいことしちゃったとか？」

　ユーグは恥ち辱じよくのあまり、拳こぶしを震ふるわせた。

「ですから、していません！　ただちょっと抱き締しめて頰に触れただけです」

　するとシザーレンが悩ましげにため息をついた。

「ユーグ、それじゃあまるで思し春しゆん期きの少年みたいな相談事だよ。どうしてもっと要よう領りようよくできないの？」

　確かにラビットが相手だと自分でも驚おどろくくらい奥おく手てになってしまう。

「自分でもよくわかりません。ただ、彼女のことを考えるだけで平へい静せいではいられなくなるんです」

　ユーグは顔を赤くしながら答えた。

「聞いてる僕まで恥ずかしくなる告白だね」

「う……」

「それで、ユーグはどうするつもりなの？」

「どうする、とは？」

「決まってるじゃないか。告白するんでしょう？　ミレニアが言ってたよ。ユーグはへたれだから、誰かが後あと押おししないと告白ひとつできないって」

「へたれ……」

　言われた言葉があまりにショックすぎてユーグは呆ぼう然ぜんとなる。ユーグの人生ではまったく縁えんのなかった単語だった。ユーグのプライドが木こっ端ぱみじんに砕くだけ散る。

　これ以上ダメージを受ける前に、ユーグはシザーレンの部屋を辞じした。
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　──ユーグスト様に避けられている。

　ラビットはその想像が確信に変わると、哀かなしい気持ちになった。

　──なぜ？

　思いつくのは雷かみなりの夜のことだった。

　あの夜を境さかいにユーグは自分を避けはじめた。

　ラビットはたまらなく寂さびしかった。

　ユーグの温かさをラビットはあの夜以来ずっと覚えていた。

　雷に怯おびえる自分を安心させるために抱き締めてくれた時、見た目より固い身体からだと大きな胸のたくましい感触に驚いたものだ。ユーグの腕の中は広くて温かかった。

　思い出すだけで切なくなるほどに。

　今朝もそうだった。

「おはようございます」

　自分は元気だと伝えるためにわざとほがらかに挨あい拶さつをすると、ユーグは小さな声で「おはよう」と言っただけで目を合わせようともしなかった。

　──わたしの何がいけなかったのだろう。いくら雷が怖かったとはいえ、抱きつくような真ま似ねをして、ずうずうしいとあきれられているのだろうか。

　考えれば考えるほど落ち込んでいく。

　ラビットはその気持ちがどんな感情から派は生せいしたものか、考えるのを無意識に避けていた。

　朝食の席でも会うことはなく、ユーグストは誰よりも早く起きて朝食を済ませると、領りよう地ちの視し察さつや王宮に出かけてしまう。

　浮かない顔をしているラビットの様子に、ミレニアが労いたわるように声をかけてきた。

「どうかしたの、フローデル」

「え？」

「あなたずっと難しい顔をして黙り込んでいるわよ。ひょっとして、お兄様と何かあったの？」

「ち、違うわ。ちょっと仕事で失敗しちゃって……」

「そうなの。ねえ、これからわたくしにちょっと付き合わない？　ウェディングドレスが仕上がったの。もうすぐ仕立て屋が持ってくるわ。出来上がり具合を一緒に見てくれない？」

「わかったわ」

　二人はミレニアの部屋に移動する。

　まもなく仕立て屋がやってきて、ミレニアはできたての真っ白なウェディングドレスに着替えた。中央に大きなルビーのついたティアラも身につけている。そんなミレニアを見て、ラビットは感かん嘆たんのため息をついた。

「きれいよ、ミレニア」

　これならきっとシザーレンも惚ほれ直すだろう。大切な二人には心から幸せになってもらいたいと願う。

「わたくしが嫁とついだら、次はフローデルの番ね」

「わたし？　まさか！　結婚するつもりなんてないわ」

「別に幸せを押しつけたいんじゃないわ。ただフローデルにもいつか心から好きな人ができた時にきっとわたくしの気持ちがわかると思うの」

　好きな人と言われて、意志の強そうな黒い瞳ひとみが思い浮かぶ。ラビットは慌ててその考えを打ち消した。

　──ユーグスト様には好きな人がいるんだから、考えたって仕方ないじゃない。

　ランディスでユーグストに好きな人がいると知り、本人に問い詰めた時、照れくさそうに、でも真しん摯しな瞳で「本当だ」と答えたのを思い出す。

　ラビットにとってユーグストは遠い世界の住人だった。

　そんな相手を好きになっても仕方ない。

　ミレニアが嬉うれしそうにくるりと回ると、ドレスの裾すそが風をはらんでふわりと浮き上がる。幸せそうな光景を見てラビットの胸がちくりと痛んだ。




　ラビットがミレニアの部屋を出て廊下を歩いていると、途と中ちゆうで呼びとめられる。

「ねえ、ちょっと……」

　振り返るとステラが立っていた。

　整った目鼻立ちに黒い瞳と茶色の髪はミレニアにそっくりだ。

「あなた、ミレニアのお友達の、フローデルといったかしら？」

「はい、そうです。こんにちは、公爵夫人」

「いやあね、堅かた苦くるしい挨拶はいらないわ。ねえ、ちょっとだけわたしに付き合ってくれない？」

「え？」

「今お茶を用意させているの。誰かを誘いたかったんだけど、ユーグストは仕事でいないしミレニアは結婚式の準備で忙しいでしょう？　一人でお茶をしてもつまらないじゃない。だからあなたに付き合ってほしくて声をかけたのよ」

　ステラは焼き立てのパンみたいにふわふわとした笑顔でラビットを誘う。

　ラビットはほんの少し迷った後、笑顔で頷いた。

「わたしでよろしければ」

「まあ、ありがとう」

　ステラは手を叩たたいて少女のように喜んだ。

　ラビットは、ステラのあとをついて歩く。

　やがて案内された部屋に入ると、ラビットは目を見張った。

　日当たりのよい部屋の窓辺で白いカーテンが揺ゆれている。長なが椅い子すや壁かべにはパッチワークや刺し繡しゆうがされたレースがいたるところに飾られていた。まるで幼おさない少女の部屋のようだったが、ほんわかとした雰ふん囲い気きのステラにはとても似合っていた。

　まもなくして侍じ女じよがティーセットを持って部屋へとやってくる。

　ラビットとステラの前に紅茶の入ったカップが置かれ、銀の盆ぼんの上には焼き立てのクッキーやスコーンが盛もられていた。

「さあどうぞ、召めし上がれ」

「……いただきます」

　ラビットはクッキーをぱくりと食べると、香りのよい紅茶を味わった。

「お味はどう？」

「すごく美お味いしいです」

「そう、よかったわ」

　ステラはにこにこ笑いながらクッキーを頰ほお張ばるラビットを見つめていた。

「……あの人も、わたしの死んだ夫もそうやって嬉しそうに甘あまいクッキーを食べていたわ。あの人、見かけによらず甘い物が大好きだったの。いい年をした男性がおかしいでしょう？　父親の影えい響きようでユーグストも甘い物に目がないのよ」

　ミレニアとユーグストの父親は二年前に亡なくなっている。遠い昔に想いを馳はせるステラを見ているとラビットも胸が痛んだ。だが亡き夫を語るその目に悲ひ壮そう感かんはない。きっと夫を亡くした哀しみを乗り越えることができたのだろう。

「夫はお酒が苦手で一いつ滴てきも飲めなかったのよ。大きな身体をしている人なのに、わたしはもうおかしくて、おかしくて。結婚した当時は、わたしも手作りでクッキーを焼いて、よくあの人に食べさせていたわ。とっても美味しそうに食べてくれるものだから、嬉しくて、ユーグストが生まれるまではよく作ったものよ」

　ラビットは静かに話に耳を傾かたむけていた。

「ユーグストは近頃あの人に似てきたわね。……実は夫もね、それはそれはもてたのよ。わたしはいつも女性に囲まれるあの人のことをこっそり見ていたわ。他の令嬢たちみたいに話しかけることなんて、とてもじゃないけどできなかったの。でもある日、夜会で足を痛めた時に、あの人が気がついてくれて、わたしを馬車まで送り届けてくれたの。それがきっかけで会えば話をするようになったわ。……半年くらい過すぎたころ、あの人がわたしを好きだと言ってくれたの。わたしはもう嬉しくて天にも昇のぼる心地ここちがしたわ。だけど当時問題があったの。わたしにも、あの人にも親が決めた婚こん約やく者しやがいたのよ。だからもちろん、両親は許してくれなかったわ。夫の両親も大反対よ。わたしが男だん爵しやく家出身というのも気に食わなかったようね。公爵夫人にふさわしくないって。唯ゆい一いつ賛さん成せいしてくれたのは夫の姉のエミリーだけだったわ」

「おば様が？」

「そうよ。エミリーだけがわたしたちの味方だった。エミリーの助じよ言げんで、なんとわたしたち、駆かけ落ち同然で二人だけの結婚式をしたのよ。おかげでわたしは親に勘かん当どうされてしまったけれど、パウエル公爵家には夫しか後あと継つぎがいなかったから、仕方ないと折れてくれたわ。そしてユーグストが生まれた時に、ようやくわたしの両親も結婚を認めてくれたのよ」

　ステラはくすぐったそうに笑った。

「好きな人と結婚できるなんて幸せですね」

「ええ、本当に幸せな結婚生活だったわ。もうすぐミレニアも嫁ぐし、近いうちにユーグストも結婚してしまうでしょうしね」

　ラビットの胸が怪あやしく騒さわぎ出す。

「ユーグスト様も結婚されるんですか？」

「相手はまだ決まってないようだけど、この間、エミリーが言っていたの。ミレニアの次はユーグストとジラートの結婚だって。エミリーが選ぶ相手なら、間違いないわ」

　そう言ってステラは微笑ほほえむ。

「あの子には無理をさせたから、本当に好きな人と結婚して幸せになってほしいわ」

「……そうですね。わたしもそう思います」

　ステラは満たされた者にだけに許された穏おだやかな笑みを浮かべた。ラビットは一瞬だけその表情に魅み了りようされる。

「あらごめんなさいね。年寄りの長話に付き合わせてしまって」

「とんでもないです。素す敵てきなお話でした。聞けてよかったです」

　ラビットは本心からそう口にした。

　それからたわいのない話をしてステラの部屋を後にした。




　翌日、朝もやに視し界かいが滲にじむ中、エプロンをしたラビットは厨ちゆう房ぼうへと急いだ。

「おはようございます」

　ほがらかな声で挨拶をすると、威い勢せいのいい返事がくる。

「ああ、おはよう。今朝も早いね」

「何かお手伝いすることはありますか？」

　中年の女性が食器棚を指差す。

「じゃあ、あそこにあるお皿を並べてくれないかい？」

「わかりました」

　ラビットは言われた通りにテキパキと動いていく。

　パウエル公爵家にいる間のラビットの下働きの日課は、メンフィス伯爵家から移り住んだ後も続いていた。ミレニアの希望で再びパウエル公爵家に住まわせてもらっているとはいえ、ただで居座るなんて居い心地ごこちが悪すぎる。そういうわけで、ミレニアとユーグストが眠っている間だけ仕事を手伝っていた。人にん参じんやじゃがいもの皮むきなど、もうお手のものだった。

「あの、お願いがあるんですけど」

「なんだい？」

「朝食の準備が終わったら、少しだけ厨房を借りてもいいですか？」

「ああ、かまわないよ」

「ありがとうございます」

　ラビットは朝食の用意を手伝った後、ユーグストのためにクッキーを焼こうと考えていた。ステラの話を聞いて、怪かい盗とう事件に追われて忙しいだろうユーグストを喜ばせたいと思ったのだ。クッキーならタリサに教わったので作ることができる。

　ラビットはバターをクリーム状になるまで混ぜ、さらに砂さ糖とうと卵らん黄おう、小麦粉を混ぜ合わせてこねていく。生き地じを薄うすく切り分けると、鉄の盆に載せて、火が燻くすぶるオーブンに入れた。

　クッキーが焼けるまでの間も休みなく働き、井戸と厨房を往おう復ふくして、水みず甕がめに水をつぎたしていく。

　やがてクッキーがキツネ色に焼き上がると、ラビットは熱が冷めるまで待ち、お皿に盛りつけていった。

　そこへ年配の下働きの女性がひょっこりと顔を出す。

「おや、いい匂においじゃないかい。何を作ったんだい」

「クッキーです。あとで皆みなさんにもおすそ分けしますから、よかったら食べてください」

　ラビットが声を弾はずませて答えた時だった。

「ラビット！　こんなところで何をしているんだ？」

「ユーグスト様……」

　なんとユーグストが厨房に姿を見せたのだ。

　下働きの女性がユーグストの剣けん幕まくに押されて、肩をすぼめる。

「君はパウエル公爵家の正式な客人だろう。それなのに、なぜ厨房なんかにいるんだ？」

　ラビットがうつむいて答えないでいると、ユーグストの視線が下働きの女性に向けられる。

「か、彼女がどうしても仕事をしたいと言うので下働きの手伝いをしてもらっています」

　ユーグストが厳しい視線をラビットに投げる。

「どうしてそんな真似をしたんだ」

「そ、そんなこと、ユーグスト様には関係ないじゃありませんか」

「この家の主人は俺だぞ？　我わが家やの客人が下働きの真似をしていたらパウエル公爵家の当とう主しゆとして見み過すごすわけにはいかないだろうが。いいから来い」

　強ごう引いんに腕を取られてラビットは厨房から連れ出されていく。

「あ……」

　ユーグストが勢いあまって乱らん暴ぼうにラビットを扱あつかうので、できたてのクッキーが皿ごと落ちて粉こな々ごなに砕けてしまう。そのあまりにもな仕草にラビットの心もヒビ割れていくようだった。

　ラビットはかっとなって、思い切りユーグストの手を振り払はらう。キッとユーグストを睨にらみつけた。

「わたしが何をしようと別にいいでしょう？　パウエル公爵家の厨房を勝手に使ったことは謝ります。でも、わたしはパウエル公爵家とは縁も所縁ゆかりもない人間なんですから、指図される覚えはありません」

「……それなら勝手にしろ！」

「ユーグスト様の馬ば鹿か！」

　こうして二人は大おお喧げん嘩かをしてしまったのだった。
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　──あんな厳しい言い方をするつもりはなかったのに。

　ユーグは早くも後こう悔かいしはじめていた。

　自分はもっと余よ裕ゆうのある大人だと思っていたが、どうやら違うらしい。

　ラビットの前に立つといつもの自分が保たもてなくなる。

　なぜ下働きの真似をしているのか冷静に理由を聞くこともなく、喧嘩腰で問い詰めてしまった。

　あとで下働きの女性から聞いた話によると、あの時ラビットはクッキーを焼いていたのだという。きっとミレニアにでも食べさせようと思っていたのだろう。

　ユーグの母親のステラも、結婚したばかりの時は厨房に立ち、甘いケーキやクッキーを焼いていたという話を聞いたことがある。

　あそこまで頭ごなしに怒おこることはなかったのにと、悔かい恨こんの念ねんが胸を突きあげてくる。

　いまさら謝って許してくれるだろうか。

　それどころか、最悪、メンフィス伯爵家に帰ってしまうかもしれない。

　そんなことになれば、ラビットはジラートに奪うばわれてしまうだろう。




『おまえがぐずぐずしているなら、彼女はおれがもらうぞ』




　ジラートが言った言葉が頭の中でぐるぐると回っている。

　おそらく、ユーグがあまりにへたれなのではっぱをかけようと言ったつもりだろうが、エミリーがジラートとラビットの結婚を望んでいる以上、事じ態たいはどう動くかわからない。

　ユーグは馬車に揺られながら、どう謝ればラビットに許してもらえるか考えていた。

　だがいくら考えてもいい案は浮かばない。

　このままではレディローズの捜そう査さにも身が入らない。

　──もう玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで告白しよう！

　ユーグはその夜開かい催さいされるティレト伯爵家の夜会に、ラビットをパートナーとして誘うことにした。

　来てはくれないかもしれないが、きちんと謝って想いを伝えたい。一いち縷るの望みにすがって待つことにした。

　ユーグはティレト伯爵家に入ると、一人中庭に降りてラビットが来ることを祈いのった。

　だが三十分たっても一時間が過ぎてもラビットは現れなかった。

　──駄だ目め、か……。

　ユーグが諦あきらめかけた時だった。

「ユーグスト様」

　明るい少女の声に振り返ると、ナタリアが立っていた。薄うす紅べに色いろのドレスがよく似合っている。子リスのような茶色の瞳が無む邪じや気きにユーグを見上げていた。

「こんなところで何をしているんですか？」

「……人を待っているんだ。大切な人を」

　ナタリアがぷうっと頰を膨ふくらませる。

「でもわたし、ユーグスト様がこちらにいらしてからずっと見ていましたけど、その待ち人は全然来ないじゃないですか。わたしならユーグスト様をこんなにお待たせすることなんてしませんわ」

「…………………」

「ねえ、ユーグスト様、こんなところにいないで一緒に踊りましょうよ」

「それはできない」

「来ない人を待つなんてユーグスト様には似合いませんわ」

「それでもいいんだ。俺が待ちたいから待っているだけだから。放っておいてくれ」

「放っておくなんてそんなことできません」

　ナタリアがユーグに迫せまる。

「わたし、ユーグスト様のことが好きです」

　ナタリアはユーグの両腕を摑つかむと背伸びして唇くちびるを近づけてくる。

　とっさの出来事にユーグはよけることができなかった。

　ナタリアの唇がユーグの頰をかすめる。

「いきなり、何をするんだ！」

　ユーグが慌ててナタリアを引き離す。

「……だって、ユーグスト様を元気づけたくて……。それに、もしかしたらレディローズがこの会場に現れるかもしれませんわ。そうなればわたし、お役にたてると思いますの」

　怪盗の名を聞いて、ユーグは現実に引き戻された気がした。

　──そうだった。恋にうつつをぬかしている場合じゃなかった。国王陛へい下かから直接任された仕事を全まつとうしなくては。

　それに、とユーグは思う。

　──ラビットはもう来ないだろう……。

　ユーグは胸のポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出した。

　すでに約束の時間を一時間以上過ぎている。

　ユーグは諦めのため息をつくとナタリアに腕を取られたまま、夜会の会場へと戻って行った。







　ラビットは硬こう直ちよくしたまま、その場から動けずにいた。

　ティレト伯爵家の夜会に来る途中、接せつ触しよく事じ故こで馬車が横おう転てんして道を塞ふさいでいたのだ。おかげでかなりの遠回りを余よ儀ぎなくされた。

　──ユーグスト様、まだ待っていてくださるかしら？

　ユーグストからの手紙を受け取った時は素す直なおに嬉しかった。一緒の邸に住んでいるのに手紙を寄よ越こすなんて、何の用事だろうといぶかしく思ったが、中身を読んでほっとすると同時に胸が熱くなった。それは夜会に一緒に参加しないかという誘いだった。

　午後七時にティレト伯爵家の中庭で待つと書かれていた。

　これはユーグストからのお詫わびという意味だろうか。

　怒いかりより喜びのほうが勝った。

　この間はユーグストに思わず怒ど鳴なり返してしまったが、彼の立場を考えれば、客人に使用人の真似事をさせるなんてパウエル公爵家としても面めん子つが立たないだろう。ラビットもそれをわかっていたからバレないようにこっそり手伝っていたのだ。自分から始めたこととはいえ、迷めい惑わくをかけるつもりはなかったのに……。

　考えてみるとユーグストと夜会で踊ったことは一度もない。

　──ユーグスト様と踊れるかもしれない。

　思っていた以上に心が浮き立つ。

　ラビットは理由を話してミレニアからドレスを借りると、夜会の会場へと向かった。ミレニアはなぜかものすごく乗り気で馬車の手配まで手伝ってくれた。

　だが事故は予想外だった。一時間以上も遅れてしまって、果はたしてユーグストは待っていてくれるだろうか。

　不安だったが、ティレト伯爵家の中庭でその姿を見つけた時はほっとした。だがすぐにユーグストが一人ではないことに気がついた。

　薄紅色のドレスを身につけたナタリアと何か話している。

　と、ナタリアがユーグストの胸に寄りかかるようにして迫った。

　思いがけず二人のキスシーンを目もく撃げきしてしまい、ラビットは心臓が壊こわれそうなほどの衝しよう撃げきを受けた。

　──うそ……。

　二人の話し声は聞こえないが、親しん密みつそうな空気だけは伝わってくる。

　ユーグストはナタリアと腕を組むと、夜会の会場へ向かっていった。

　──ユーグスト様の話ってこういうこと？

　ナタリアと自分の仲の良さを見せたかったのだろうか。

　ラビットはずるずるとその場にしゃがみ込んだ。

　ぽたりと温かい滴しずくが空色のドレスに落ちていく。ラビットは初めて自分が泣いていることに気がついた。

　いまさらながらに自覚する。




　──わたし、ユーグスト様のことが好きなんだわ。




　恋を自覚した途端失しつ恋れんなんて間ま抜ぬけもいいところだ。

「フローデル？」

　名前を呼ばれて振り返ると、ジラートが立っていた。

「こんなところでどうしたんだい？」

　ジラートの登場にほっとして堰せきを切ったように涙が流れ落ちていく。どうやら彼も夜会に参加していたらしい。

「泣いているの？　何があったんだい？」

　ジラートがしゃがみ込んだままのラビットの前にやってくる。

「な、なんでもありません」

「なんでもないって顔じゃないよ」

　ジラートは苦く笑しようした。

「言いたくないのなら理由は聞かないけど、胸を貸すくらいならできるよ」

　ラビットは子供のように泣きじゃくりながら、ジラートの胸にすがりついた。
















「ジラート様……！」

　ジラートの腕がそっとラビットを包つつみ込む。

　ラビットの涙は止まらなかった。そうしてずいぶん長い間ラビットは泣き続けていた。

　そんなラビットの背をジラートが優しくなでる。

　ふいに彼は言った。

「フローデル、君さえよければ、おれと婚約しないか？」

「……え？」

「母上の思おも惑わくに乗るのは面白くないけど、君と一緒なら楽しい人生を送れそうだ」

「わたしをからかっているんですか？」

　ユーグストと宮きゆう廷ていで人気を二分する相手からの思いがけない申し込みを、ラビットはすぐには信じられなかった。

「……本気だよ」

　その真しん剣けんな様子に驚きのあまり涙が引っ込む。

「答えは焦あせらなくていいから、じっくり考えてほしい」

　ラビットは胸の痛みを覚えながらも小さく頷いたのだった。
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　ティレト伯爵家には、結局レディローズは現れなかった。

　深夜に帰宅すると、ミレニアがユーグを待っていた。

「お兄様の馬鹿！」

　開口一番罵ば倒とうされて、ユーグはわけがわからず困こん惑わくした。

「いったい何なんだ？」

「お兄様こそ、フローデルに何をしたの？」

「何もしてない」

　疲つかれ切った顔で答える。むしろ待ちぼうけをくらったのは自分のほうだ。

「じゃあ、なんでフローデルは夜会から一人で帰ってきたのよ」

「なんだって？」

　ユーグの身体が一気に冷たくなる。

　──ラビットは夜会に来てくれたのか？　まさかナタリアと一緒にいたのを見られたんじゃ……？

　頭からさっと血の気が引いていく。

　今すぐラビットの部屋を訪れて弁べん解かいしたかったが、時間が遅すぎる。いくらなんでも非ひ常じよう識しきだろう。

　さんざんミレニアに罵倒されたユーグはとりあえず自室に戻った。だが当然、眠れるはずもない。

　仕方なく起き出してこっそりとラビットの部屋の前までやってくる。

　ラビットが起きていたら声をかけようと思ったのだ。

　幸いにも部屋の隙すき間まからは灯りが漏もれている。

　意を決して扉をノックすると、返事があった。

「だあれぇ？」

「俺だよ。入っていいか？」

「ろうぞぉ」

　呂ろ律れつの回らない妙みような声が聞こえてきたが、ユーグはゆっくりと扉を開く。

　ラビットのまわりには数本の酒さか瓶びんが転がっていた。

　ユーグは目を疑うたがう。

「らんのようですかぁ～？」

　ユーグはあきれながら酒瓶を脇わきによけていく。

「一人でこんなに飲んで……大丈夫か？」

「らいじょうぶかぁ、なんてユーグスト様には、関係ないじゃないですかあ」

「そうだが……」

「なあによぉ、ユーグスト様の女たらしぃ！　女好きの変へん態たいぃ……！」

「誰が変態だ！」

　ラビットは酒瓶を振り回しながら、ケラケラと笑っている。

「相当酔よっているな……」

「よってぇ、なんか、いませんてばぁ～」

「……重じゆう症しようだな……」

「だいたいユーグスト様ったらぁ、急に無む視ししたりぃ、約束すっぽかしたりぃ、ひどいじゃないですかぁ」

　ラビットが立ちあがり、千ち鳥どり足あしでユーグの胸をぽかぽかと叩く。

「本当にぃ、ひどいですぅ」

　ラビットの目からぽろぽろ涙がこぼれ落ちていく。

　どうやら泣き上じよう戸ごらしい。

「ひどい～、ひっく、あんまりですぅ～」

「悪かったよ」

「ユーグスト様よりぃ、ジラート様のほうがぁ、何倍も素敵ですぅ」

　ユーグはそっとラビットの身体を引き寄せて腕に抱き締める。

「……どうせ、ジラートにはかなわないよ」

「気安くぅ～、触んないでください～。女たらしのくせにぃ」

　ユーグは深々とため息をついた。

「……悪かったな、女たらしで」

　ユーグの腕の中でいつの間にかラビットは眠りについていた。酒さけ臭くさい吐と息いきがユーグの頰にかかる。

「まったく、とんでもないじゃじゃ馬だな」

　ユーグはラビットを抱かかえ上げるとベッドに寝かせた。

　無邪気な寝顔を見つめながら苦笑する。

「俺は、なんでこの娘こが好きなんだろうな」

　ラビットの頰を指でつついてみる。すべすべとして気持ちよかった。

「おい、聞こえてるか？」

　声をかけるが起きる気配はない。

「俺は君が好きなんだよ。どうしようもなく。だからラビット、君もいつか俺のことを好きになってくれ」

　ラビットはユーグの言葉に応えることなく深い眠りについている。

　ラビットの頰にかかる髪を払いのけると、灯りを消して部屋から出ていった。
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　翌朝、いつもより遅い時間に目覚めたラビットは、激はげしい頭ず痛つうと吐はき気けに襲おそわれて、ベッドに倒たおれ込んだ。

「頭が痛いわ。何これ……？」

　頭が鈍どん器きで殴られたかのように痛む。胸もむかむかして気持ち悪かった。

　ふと、部屋の中に転がるいくつもの酒瓶を見て、記き憶おくが戻る。

「そっか、昨日の夜、慣れないお酒なんて飲んだから……」

　ラビットはこめかみを指で押して痛みをこらえる。

　タリサに果くだ物ものの果か汁じゆうを搾しぼってもらって飲もうと思った。

「タリサ、タリサ、いないの？」

　ラビットはベッドから起き上がると、続き部屋をひょっこりと覗のぞき込んだ。

　だがタリサは、テーブルに手をついて床に座り込んでいる。

「どうしたの、タリサ」

　タリサがゆっくりと振り返る。その顔は青ざめていて、血の気をなくしていた。

「タリサ、大丈夫？」

　ラビットが駆け寄ると、タリサは糸が切れたようにぷつりと倒れ込んだ。

「タリサ、どうしたの、タリサ!?」

　ラビットの悲鳴を聞きつけて、ザントがやってくる。

「どうかなさいましたか？」

「タリサがおかしいの。急に倒れてしまって……」

「！　とにかく医者を呼びましょう」

　ザントはタリサをベッドに横たえると、すぐに医者を呼びに行ってくれた。

　診しん察さつが終わると白い髭ひげをたくわえた医者がおごそかに告げる。

「貧ひん血けつと過か労ろうで腎じん臓ぞうが弱っているようですな」

「貧血と過労……腎臓……？」

「あまり無理をさせすぎないようにすることですな」

「わかりました」

　それだけ言うと、医者は薬を処しよ方ほうして帰っていった。

「……わたしが無理をさせたから……」

　タリサとラビットはずっと二人だけで暮らしていた。

　ところが主あるじのラビットがメンフィス伯爵家に行ったりパウエル公爵家に行ったりと忙しくしていたので、きっとタリサもストレスを抱えていたのだろう。

　家族のように暮らしていたのに、自分のことにかまけてタリサの体調の変化に気づいてあげられなかった。

　ラビットはたまらなく悔くやしくなる。

　──タリサはわたしのたった一人の家族なのに。タリサにもしものことがあったらどうしよう……。

　考えると怖くてたまらなくなった。

　ラビットはタリサの枕元でずっとその手を握にぎり続けていた。しばらくするとタリサが目を開ける。

「……お嬢様」

「タリサ、気がついたのね。大丈夫？　痛いところはない？」

「……平気です。ご心配をおかけしてすみません」

「わたしのほうこそ無理させてごめんね。身体が治るまでしっかりと休んでね」

「いえ、そんなわけには」

　タリサが慌てて起き上がろうとするが、すぐに貧血を起こしてベッドに倒れ伏ふしてしまう。

「無理しちゃだめよ」

「……すみません」

　タリサが辛つらそうに息を吐く。

「厨房でお粥かゆを作ってもらっているから、持ってくるわね」

　ラビットは弱々しいタリサを元気づけるために、わざと明るく振ふる舞まった。

　部屋を出ると、不安のあまり泣きそうになる。

　──タリサにもしものことがあったらどうしよう。

　その考えはラビットを混乱させるのに十分な威い力りよくを持っていた。

　涙をこらえながら厨房に向かい、お粥をもらって部屋へと戻る。

　その途中で、ラビットは使用人に呼びとめられた。

「メンフィス伯爵夫人がいらしてお嬢様に会いたいとおっしゃっています」

「おば様が？」

　ラビットがお粥を部屋に運ぶと、タリサはベッドから身体を起こしてお盆を受け取った。

「熱いから気をつけてね」

「ありがとうござます」

　白い寝ね巻まき姿のままタリサが頭を下げた。

　──おば様の用事っていったい何かしら？

　応接間に向かったラビットは、エミリーの向かい側の椅子に腰かけた。

「おば様、わざわざこちらまでいらっしゃるなんてどうされたのですか？」

「こんな時にごめんなさいね。連れの女の子は大丈夫なの？」

　どうやらタリサが倒れたことを誰かから聞いたらしい。

「はい。今のところは自分で食事もできますし、安あん静せいにしていれば、お医者様も大丈夫だろうとおっしゃっていました」

「それはよかったわ。ところであなた、いつまでユーグストの事件とやらにかかずらっているつもり？　捜査も停てい滞たいしているようならもういい加か減げん、戻っていらっしゃい」

「……事件が解決するまでは戻れません。わたしユーグスト様と一緒にレディローズを捕つかまえたいんです」

　エミリーはしばらくの間無言でラビットを見つめていたが、やがて諦めたようにため息をついた。

「……そう、そこまで言うのならもう少し様子を見るとしましょう。ところであなた、今お付き合いしてる人はいるのかしら」

　唐とう突とつな質問にラビットはためらった。

「いませんけど……」

「じゃあ、好きな人は？」

　ラビットがユーグストのことを思い出し唇をそっと嚙かむ。

「……いません」

「わたしはね、あなたとジラートに一緒になってほしいと思っているの。それについてあなたはどう考えているのかしら」

　ラビットは両手の拳を膝ひざの上できつく握りしめた。




『フローデル、君さえよければ、おれと婚約しないか？』




　ジラートに言われた言葉を思い出す。

「わたし……」

　ラビットは何を言うべきか迷った。息が苦しくなる。

　タリサが倒れてから、ラビットはたまらなく不安になった。タリサにもしものことがあったらどうしよう。考えるだけで身み震ぶるいしてしまう。

　タリサはいつも自分のことを一番に考えてくれていた。貧ひん困こんにもかかわらず自分のそばを離れずにいてくれた。今度は自分がタリサを守りたい。今の自分にできることは……。

　ラビットは決心して顔をあげた。

「その話、お受けします」

「本当に？　本当にいいの？　後こう悔かいしない？」

　エミリーは何かを探るようにラビットを見つめてくる。

「後悔なんてしません」

　エミリーが頰を緩ゆるめて喜んだ。

「あなたの気持ちはわかったわ。このことをさっそくジラートに知らせないとね」

　エミリーはいそいそと部屋を出て行った。

　ラビットは重々しくため息をつく。

「これで、よかったのよね……」

　ラビットは自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。




　翌日、ラビットは早々にエミリーに呼び出されてメンフィス伯爵家へと向かった。

「急に呼び出してごめんなさいね、フローデル」

「いいえ、おば様。平気ですわ。それで、今日は……」

「そうそう、実はね」

　エミリーは小さな小箱を取り出して、ラビットに差し出した。

　蓋ふたを開けるとエメラルドのブローチが静かに輝かがやきながら横たわっている。

「おば様、これ……」

「きれいでしょう？　わたしの宝石の中でもとびきりいい品よ。まるであなたの瞳のように美しいから、ぜひ受け取って欲しいと思ったの。──ジラートとの婚約の証あかしにね。どう、気に入った？」

　ラビットは複ふく雑ざつな気分になった。エミリーはジラートとラビットの婚約を喜んでくれている。なのに素直に喜べない自分がいた。

「……ありがとうございます」

　手に取って冷たいブローチを握り締めると身体の芯しんから冷えていくようだった。

　メンフィス伯爵家を辞してパウエル公爵家に戻ると、ブローチをじっと眺ながめた。身につけて鏡の前に立つとブローチは命を得たように生き生きと輝いている。

　気晴らしに外に出ようと部屋を出て階段を降りた時だった。

「あら、あなたは……」

　階段の下には夜会用のドレスを身につけたナタリアが立っていた。きっとこれからユーグストと夜会に参加するのだろう。

　ナタリアが挑ちよう発はつするようにラビットを睨みつける。

「なんであなたパウエル公爵家にいるの？」

「……私は、ユーグスト様のお仕事のお手伝いをしているだけです」

「もしかしてレディローズ絡がらみの事件のことかしら？」

「あなたには、関係ないことよ」

　ナタリアはじっとラビットを見ると、突き刺すような口調で言った。

「あなた、やっぱりユーグスト様のことが好きなんでしょう？」

「なんのこと？」

「しらばっくれないでちょうだい。見ていたらわかるんだから！　恋人でもないのにユーグスト様のまわりをうろちょろしないでくれる？　迷惑なのよ」

「……言われなくても心配する必要なんてないわ。わたしにはジラート・メンフィス様という婚約者がいるもの」

　ナタリアが眉まゆをひそめる。

「……婚約者……？」

「そうよ。だからユーグスト様に特別な感情を持つことなんてありえないわ」

　ラビットは胸につけたままのブローチをナタリアに指し示した。

「これが婚約の証にいただいたブローチよ。これでわかったでしょう。わたしとユーグスト様が特別な関係じゃないってことが」

　ナタリアがふっと息を吐いた。

「ふぅん。なら絶対に邪魔しないでね」

　そのままナタリアは客間のほうへと去って行く。

　ラビットは暗い気持ちのまま部屋へと戻った。出かける気分ではなくなっていた。




「お嬢様、よろしいでしょうか」

　夕方、ラビットの部屋を侍女が訪問した。タリサが急病で倒れたので、彼女がラビットの世話係となったのだ。

「なに？」

「フローデル様宛にお手紙が届いています」

　手紙を受け取ると、侍女は部屋から出て行く。

　手紙を開いた瞬間、ラビットの手が震えた。




『明日、メンフィス伯爵家に伝わるエメラルドのブローチをいただきに参ります。


怪盗レディローズ』






「なんで、レディローズの予告状が!?」

　レディローズは、エミリーから婚約の証にもらったブローチを狙ねらっているようだ。だが、なぜこのブローチがラビットの手にあることをレディローズが知っているのだろう。まるでどこからか監かん視しされているような不ぶ気き味みさを感じた。

　──ユーグスト様に相談すべきかしら？

　彼がいれば心強いだろう。

　だが……。

　──駄目よ、ユーグスト様に甘えちゃ。自分の手でなんとかしなくちゃ！　今のわたしにできることは、レディローズを捕まえることだけだし。……にしてもこのタイミングでの予告状、なんか変だわ。もしかしたら……。

　ユーグストを振り切るようにラビットはレディローズのことばかり考えていた。




　次の日、ラビットはジラートに伴われてメンフィス伯爵家の夜会に参加した。

　夜会に参加した淑しゆく女じよたちが、ひそひそと噂うわさしあう。

「あの方、ユーグスト様の恋人じゃなかったの？」

「どういうこと？」

　誰が何を噂しようが、ラビットはどうでもよかった。

　そんなことよりレディローズがどこに潜ひそんでいるのかがひたすら気になった。今、ラビットはレディローズの正体について、とある確信をもっていた。

　レディローズが彼女なら今夜必ず現れてラビットに接触しようとするはずだ。何しろラビットはレディローズが狙うブローチを身につけているのだから。

　ラビットは少女が現れる瞬間を今か今かと待ちわびた。

「……これでよかったのかい？」

「え？」

　ふと、ジラートが真剣な目で問いかける。

「本当におれが相手でよかったの？」

「も、もちろんです。ジラート様はユーグスト様と違って優しいし、素敵だし」

　無意識にジラートとユーグストを比べていることにラビットは気づいていなかった。

「ふうん、まあいいよ。これから好きになってくれたらそれでいいから」

「フローデル」

　背後から声をかけられて、ラビットは振り返った。

「ミレニア」

　その表情はどこか怒っているように見えた。

　ミレニアの隣となりにはシザーレンもいる。

　ラビットは慌てて頭を下げた。

「王太子殿でん下か、ごきげんよう」

「ラビットちゃん、久しぶりだね。元気にしてた？」

「はい、おかげさまで」

　ラビットとシザーレンの会話にミレニアが割って入る。

「ねえ、フローデル、伯お母ば様さまから話は聞いたわよ。ちょっとお話できないかしら」

　するとシザーレンがミレニアを止めた。

「ミレニア、ラビットちゃんが決めたことなんだから、君が口を挟はさむことじゃないよ」

「だって……！」

　ミレニアは頰を膨らませて、下を向く。

「フローデルはお兄様のことが好きだと思っていたのに」

　ミレニアの言葉は氷のナイフのようにラビットを突き刺した。

　忘れようとしていた想いが溢あふれ出しそうになる。

「いやだわ、ミレニアったら。妙な勘違いはよしてよ。わたしジラート様と婚約したのよ」

　ラビットは、わざとおどけてみせた。

「……フローデルの噓うそつき！　この間はそんなこと言ってなかったのに……！」

　ミレニアは悔しそうに唇を嚙むと踵きびすを返して走り出した。

「ごめんね、ラビットちゃん」

　そのあとをシザーレンが追う。

　ラビットはミレニアの言葉を振り切るように会場に目を向け、レディローズが現われるのを待った。

　新たな音楽が鳴り、ジラートがラビットを踊りに誘う。

「踊らないか、フローデル」

「え？　なにかおっしゃいましたか？　今ちょっと目が離せなくて……」

　そう言いながら、ラビットはすぐに会場に目を向ける。

　ジラートの言葉をラビットは聞いていなかった。

　さすがのジラートも苦笑する。

「君はいったい何をやっているんだか」

　あきれた声で肩をすくめた。







「もう、もう、お兄様の馬鹿！　見ていられないわ！」

「ミレニア、落ち着きなよ」

「だって……！」

「本人が決めたことに口を挟むのはよくないよ」

　ユーグはシザーレンたちの声を聞きながら離れた場所で無表情のまま、黙っている。ユーグも当然のことながら本日の夜会に参加しておりナタリアをエスコートしていた。

　それはもちろんレディローズを捕まえるための見張りとしてだ。ナタリアは唯一レディローズの顔を見ているので、どうしても彼女の協力が必要なのだ。

　ラビットとジラートの婚約を聞かされた時は信じられない気持ちだったが、仲良さげな二人を見ているとお似合いだと思ってしまった。

　ぐずぐずしている間にラビットにはもう想いを告げることさえできないのかと思うと、切り裂さかれるように心が痛んだ。

「ユーグスト様、どうなさったんですの、そんなに暗い顔をなさって」

　ナタリアが心配そうにユーグを見上げる。

　ユーグはすぐに笑顔になった。

「なんでもありません」

　ナタリアが会場の隅にいるラビットをちらりと見た。

「……もしかして、あの子のことが気になるんじゃなくて？」

「違いますよ」

「ねえ、ユーグスト様、わたしの目を見てちゃんと言ってください」

　ナタリアがユーグの腕を振りほどいてじっと見つめてくる。子リスのような愛くるしい瞳はユーグの姿を映していた。

「わたしは、ユーグスト様が好き。ユーグスト様は、わたしのことどう思っていらっしゃるの？」

　ユーグは返答に窮きゆうした。

「俺は……」

　こんな時でさえ、思い出すのはラビットのことばかりだった。ナタリアには本心を伝えるべきかもしれない。

　ユーグが口を開きかけた時だった。会場の中に悲鳴が響き渡った。







　ラビットが少し休もうと一息つくとジラートが気を遣って飲み物を取りに行ってくれた。

　壁かべ際ぎわに寄ってジラートを待っていると、一人の少女とぶつかってしまう。

「あ」

　弾みで転びそうになる。

　相手もよろけたところで踏ふん張ばった。

　よく見るとぶつかったのは透すけるような金きん髪ぱつに茶色の瞳が子リスのように愛らしいナタリアだった。

「ナタリア!?　どうしてここに？」

　ラビットはユーグに連れられているナタリアを視界の端に捉とらえて驚きよう愕がくした。ナタリアが二人いるのだ。

　ラビットの前に立つナタリアは、まるで能のう面めんのように生せい気きのない表情をしている。

「ナタリア？」

　ラビットの呼びかけを無視して、ナタリアの背中は人込みの奥へと消えていく。

「どういうこと？」

　いつもの元気なナタリアらしくなかった。

　周囲を見回すと、別の方向からユーグストに連れられたナタリアが歩いてくる。愛らしい笑顔を振りまいてユーグストに寄り添そう姿はさきほど見たナタリアの様子とは大違いだ。

「まさか今の……」

　その時、ようやくジラートが飲み物を手にして戻ってきた。

「フローデルお待たせ。……あれ、どうしたんだい？」

「え？」

「ブローチがないよ」

　ジラートに言われて、ラビットは胸元に視線を走らせる。その表情がたちまち強こわ張ばった。

「き、きゃあああ！」

　ラビットはブローチが消えたことに気づいて、驚きの悲鳴をあげた。

　──いつなくなったの？　どうして？　さっきまではあったのに!?

　思考が混乱する。

　ラビットの頭に、たった今ぶつかってきた一人の少女のことが浮かんだ。

　──そうよ。やっぱり彼女がレディローズだったんだわ。

　ラビットは自分の考えに確信を持つと、偽にせのナタリアが消えた方向に駆け出して行った。

「どこへ行くんだ？　フローデル！」

　ジラートの慌てたような声を無視してラビットは廊下をひたすら走った。

　そのまま庭に出てあたりを見回すと、篝かがり火びに照らされてひとつの人ひと影かげが浮かび上がる。細身のドレス姿は先ほど見たナタリアにそっくりの人物のようだ。

「待って！　レディローズ、あなたの目的は何なの？」

　人影はラビットを振り返り勝ち誇ほこったように哄こう笑しようすると、庭の奥まで走って行った。

　そうして鉤かぎの付いた縄なわを塀へいの向こう側へと投げ入れて、ドレス姿で器用に登っていく。

「ちょっと！　下りてきなさいよ！　ブローチを返して。大事なものなのよ!!」

　ラビットはあとを追うことができないでいた。

「さよなら、野ウサギちゃん」

　人影はあっという間に塀の反対側へと消えていった。

「ラビット！」

　後ろからユーグストが走ってくるのが見えた。

「ラビット、さっきの悲鳴はどうしたんだ？」

「ユーグスト様……。実は大事なブローチを盗まれてしまって……」

「まさか、レディローズにか？」

「……はい」

「ということはレディローズから予告状か何かを受け取っていたということか？」

　答えるラビットの声がみるみる小さくなる。

「……はい」

「！　君は何を考えているんだ。なぜ俺にひと言相談しないんだ？」

「……自分の手でなんとかしたくて」

「君一人でどうにかなるような問題なら、俺は今ここにいない」

「………………」

　返す言葉もなかった。

「とにかく、レディローズは必ず俺が捕まえる。君は大人おとなしくしてろ」
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「今日の戦せん利り品ひんのブローチ、悪くないね。なかなかきれいだな。でも、やっぱりこれもお母様の宝石じゃなかったね。大切なものみたいだし、売り払わないであとで返してあげよっか」

「いいのよ、そんなことしなくても」

「でも、それじゃあぼくらの信義に反しない？　これでも一応義ぎ賊ぞくで売ってるしさ。本来、ぼくらは悪い奴やつらからしか盗みはしない主義なのに……。そりゃ、今はウィンガルの言いなりになっているけどさ」

「あんな子少しくらい困らせてやればいいのよ」

　テスは姉の顔を振り返った。

「姉さん、あの子が嫌いなの？」

「……べつに……。ただ、あの子に振り回されるユーグスト様を見ているのが不ふ愉ゆ快かいなのよ」

「なあんだ、ただの嫉しつ妬とか。ナタリア、本気でパウエル公爵のこと好きになっちゃったんだ」

「うるさいわね、黙りなさい！」

　珍めずらしく荒あれ狂くるう姉にテスは黙り込む。

「……あんな子、ちょっとぐらい困ればいいのよ」
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　アスタリア王おう妃ひファナは苛いら立だっていた。

「ええい！　いつになったらパウエル公爵はレディローズを捕まえるのですか！」

　いきり立つ妻を夫がなだめる。

「パウエル公爵に任せれば、万ばん事じ解かい決けつするだろう」

「ですが、何度も取り逃がしているじゃありませんか！　まったくあなたの部下は無む能のう者しやぞろいだわ」

　アスタリア国王ロウゼンは、怒り狂う妻を止めることができなかった。

　恐きよう妻さい家かのロウゼンは結婚当初から、妻の尻しりに敷しかれっぱなしだ。

　妻を恐れるあまり、ユーグストを庇かばえずにいた。

　ロウゼンは、侍女たちや家具に八やつ当あたりするファナから目を背そむけるようにして部屋から出て行った。

「王妃様」

　猫ねこなで声でファナを呼んだのは、バレリー公爵カフスタンだった。

「これは好こう機きかもしれませんね」

「好機ですって？　わたくしのネックレスが盗まれたままだというのに、何が好機ですか！」

「王妃様、お静まりください。ここだけの話ですが王妃様のネックレスのあり処かはすでにわたくしが摑んでおります。頼りないパウエル公爵には、この機に乗じようじて引いん退たいしてもらってはいかがでしょうか。わたくしめに、パウエル公爵を陥おとしいれる策さくがございます」

　たちまち王妃の怒りがぴたりと止まる。

「……話してごらんなさい」

　カフスタンがひそひそと声を低くして囁ささやく。

　話を聞き終えた王妃は哄笑した。

「それは楽しみだこと。いいわ、やってごらんなさい。ただしわたくしは一いつ切さい手出しはしないわよ。いい報告を待っているわ」

「作戦が成功した暁あかつきには、王太子殿下の花嫁として我が家の娘を推すい薦せんしていただきたく思います」

「そうね、本当に成功したら考えてもいいわ」
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　彼女のことを誰もがこう呼ぶ。

　──黒こく衣いの貴き婦ふ人じんと。

　八年前に夫を亡なくして以来、彼女は自みずからを律りつするように、黒ばかり着て過すごしてきた。

　しかし、二年前から領りよう地ちで静かに過ごしていた彼女が、最近公おおやけの場に姿を現すようになったのだ。

　彼女が夜会に姿を見せると男たちが陶とう然ぜんとなって熱い視線を注そそぐ。

　飾り気のない黒のドレスだが、その姿は彼女の妖よう艶えんさをより引き立てていた。

　髪の隙すき間まからちらりとのぞく白い首や肩のラインがなんとも色っぽい。

　彼女とすれ違うだけで、男たちはたちまち色めきたつ。

「シュナイア、どうか俺と踊ってください」

「いいえ、どうかわたくしと！」

　シュナイアが歩けば、男たちはこぞってダンスを申し込んだ。だが群むらがる男たちをあしらうように、シュナイアは艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

　そんな彼女が、懐なつかしい顔を見つけて珍めずらしく自分から声をかけた。

「ユーグスト」

　呼ばれたユーグは彼女と目を合わせた途と端たん、幽ゆう霊れいでも見たかのように顔を強こわ張ばらせる。

「……シュナイア」

　正直、二度と会いたくない相手だった。

　彼女とはあまりいい思い出がない。だが、彼女はそんなユーグの心理を知ってか知らずか、にこやかに笑いかけてくる。周囲の男たちはあのシュナイアに声をかけられるなんて、さすが天下のパウエル公こう爵しやくだと噂うわさしあった。

　ユーグはこの日の夜会にもナタリアを連れて歩いていた。ラビットが自分に相談もせずに一人でレディローズを捕つかまえようとしていたことは正直ショックだった。あの大おお喧げん嘩かの一件以来謝ることもできず、ラビットとは気まずいままだ。自分が不ふ甲が斐いないから、ラビットもレディローズを自分で捕まえようなんて無む茶ちやな真ま似ねをしたのだろう。

　一方ナタリアはシュナイアを見て目を丸くする。アスタリア人ではないナタリアは、当然シュナイアのことを知らなかったからだ。

「……どなたですの、ユーグスト様」

「古い知り合いですよ、ナタリア嬢じよう」

　ユーグは平へい静せいを装よそおった。

　本当は知り合い以上の関係だったが、そんなことは口が裂さけても言えない。

「あら、ただの知り合いだなんてずいぶん他た人にん行ぎよう儀ぎね。わたしとあなたの仲なのに」

　シュナイアが軽くウィンクする。

　ユーグは背せ筋すじが寒くなった。

　ナタリアは不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめている。

「行きましょう、ユーグスト様」

　ナタリアに強ごう引いんに手を引かれ、ユーグはその場を後にした。

　その姿をシュナイアは笑いをこらえるようにして見ている。

　ナタリアに連れられたユーグは、バルコニーにやってきた。ナタリアは怒おこったような顔でユーグを問い詰める。

「今の方、どなたですの？」

「……ですから古い知り合いです」

「それだけでは済まされない雰ふん囲い気きでしたけど？」

　困ったことになったとユーグは思った。

「正直におっしゃってください。……昔、お付き合いしていた方ではなくて？」

「……たとえそうだとしても、ナタリア嬢には関係のないことです」

　ナタリアの顔がかっと赤くなる。次し第だいにその顔が怒いかりと羞しゆう恥ちに染まった。

「……それなら、結構です。今日はもう帰らせていただきます」

　それだけ言うとナタリアは何かを断ち切るように一いち目もく散さんに駆かけ出して行った。




「シュナイアに会ったんだって、ユーグ」

「……はい」

　シザーレンはこらえきれない笑いを嚙かみ殺ころしながら言った。

「たしかシュナイアといえば、三年前に君がこっぴどくふられた相手じゃないか。魅み惑わくの未み亡ぼう人じんの色いろ香かに血迷って付き合った女性だっけ？　でもすぐに別の男に盗とられたんだよね」

「そ、その話はもうやめてください！」

　ユーグは真っ赤になって叫さけんだ。

　思い出したくもない過去を蒸むし返されて、ユーグは今すぐこの場から消えてしまいたかった。今でこそ、女性は向こうから寄ってくるが、手て痛いたい過去もそれなりにある。その中で最もつとも思い出したくないのがシュナイアのことだった。

「いいじゃない。ちょっと遊ばれただけでしょう？　ラッキーじゃないか」

「………………」

　ユーグはむっつりと黙だまり込んだ。

　あの時は子供なりに真しん剣けんに彼女のことが好きだったし、早くに夫を亡くした彼女を幸せにしたいと考えていた。それなのにあっさりふられ、別の男に乗り換かえられてしまったのだ。あの時の哀かなしさと屈くつ辱じよくは言葉では言い表せない。

「殿でん下かはどこでその話をお聞きになったんですか？」

「どこって、もちろんミレニアだよ」

　ユーグはがくりと脱だつ力りよくした。

　ミレニアが知っているということは当然ラビットも知っているということになる。

　あれから邸てい内ないで会っていないが、今頃どう思われているか考えると気が気ではない。

　──ラビットは今何をしているのだろうか。

　会いたいような会いたくないような複ふく雑ざつな感情に心がざわついた。

　シザーレンの部屋を辞じして邸やしきに戻るとザントが出迎えに現れた。

「旦だん那な様、お帰りなさいませ」

「ただいま。何か変わったことはあったか？」

「……実は昼間、一人の女性が旦那様を訪ねて来られました」

「約束はしていないはずだが、誰だ？」

「ベルデエーレ伯はく爵しやく夫ふ人じんです」

「シュナイアが!?」

「それからご伝言をお預かりしております。……巷ちまたを騒さわがす怪かい盗とうのことで話があるから明日、伯爵邸に来てほしいと」

　ユーグは重いため息をついた。どうやら断ことわれそうにない。

「わかった。明日訪問しよう」




　翌よく日じつ、ユーグはしぶしぶベルデエーレ伯爵家を訪問した。

　白を基調とした美しい邸は以前のままだ。

　庭には季節の花が咲き誇ほこり、庭師が木を剪せん定ていしている。テラスには白のテーブルに優ゆう美びな椅い子すが品よく置かれており、持ち主ぬしのセンスの良さを感じさせた。

　玄げん関かんでユーグが名乗ると、すぐに部屋に案内された。

　ここでも趣しゆ味みのよい家具が配置されている。

　シュナイアは黒衣の貴婦人の名にふさわしく黒一色のドレスを身につけていた。

　そしてその衣い装しようは、いつものように彼女をより美しく妖艶に見せている。

「待っていたわ、ユーグスト」

「シュナイアも相変わらず元気そうで何よりです」

「あなたもちょっと見ない間に、素す敵てきになったわね」

「シュナイアほどではありませんよ。相変わらずお美しい」

　ユーグはシュナイアの手を取ってそっと口づけした。

「お世せ辞じがお上手ね、ユーグスト」

　シュナイアが面白がるような声で笑った。

「……それで、レディローズのことで俺に用事とはいったい何でしょうか？」

　シュナイアはユーグの向かいに座ると、一枚の紙を取り出した。

　そこにはこう書かれていた。




『明日の夜、ベルデエーレ伯爵家に伝わる〝月つきの涙なみだ〟を頂ちよう戴だいしに参ります。


怪盗レディローズ』






「レディローズの次のターゲットはどうやら我わが家やのようね。手紙が来たのが昨日の昼間だから、今日の夜、月の涙を盗みに来るつもりみたいね」

「月の涙とはどのような宝石ですか？」

　するとシュナイアは、一度奥の部屋へと引っ込むと、小さな箱を手にして戻ってきた。

　テーブルの上で箱を開けると、丁てい寧ねいに布張りされた中には見たこともないような美しい宝石が眠っていた。

　薄うす青あおく輝かがやくダイヤモンドが、一ひと粒つぶの涙のようにきらきら輝いている。

「これが月の涙？」

「そう。代々我が家に伝わる家か宝ほうよ」

「拝はい見けんしてもよろしいですか？」

「どうぞ」

　ユーグは月の涙を手に取って眺ながめた。

　触ふれた瞬間ひやりとして、身が引き締しまる思いがした。ユーグは月の涙を箱の中に戻す。

「わかりました。月の涙は必ず守ってみせます」

「嬉うれしい。頼もしいわ、ユーグスト。それより……」

　シュナイアが席を立ってユーグの隣となりに座った。ユーグの肩にそっとしなだれかかる。

「今夜はずっといてくれるんでしょう？」

　ユーグはさっと席を立ち、シュナイアの前に移動した。

「俺は、月の涙を守りにきただけです」

「わたしのこと、嫌いになったの？」

　シュナイアが涙声になる。ユーグはどう言うべきか悩んだ。この涙に何度騙だまされたかしれないのだ。つい警けい戒かいしてしまう。

「あなたはいつも通りにしていてください。月の涙は俺が守りますから」

「あなたのそばにいては駄だ目め？」

「いけません。どんな危険が待ち受けているかわからないのに、あなたを巻き込むことはできません」

　ユーグはなんとか紳しん士し的てきな態度を保たもちながらシュナイアを説得する。

　シュナイアがくすりと笑った。

「もしかして、好きな子でもいるのかしら。この間一緒にいた子？」

「………………」

「ふうん。本命は別にいるのね。いい男になったわね、ユーグスト」

　そう言って彼女は部屋から出て行った。

　部屋で一人きりになったユーグはほっと息を吐はいた。

　正直言って、彼女の女性としての魅み力りよくは無む視しできないものがある。だが、彼女の恋人の一人に加わるなどご免めんだった。ユーグが欲しいのはラビットだけだ。他の女性に関心はないし、たとえラビットが婚こん約やくしたとしても自分の気持ちを裏切ることはしたくない。




　その日、ユーグは月の涙と共に夜を明かすこととなった。

　夜中、目を見開きながら、必死に眠気と格かく闘とうしていると扉の開く音がした。

　現れたのは黒のドレス姿にヴェールをかぶったシュナイアだった。

「ユーグ」

　シュナイアの手にはワインボトルとグラスを載せた銀ぎん盆ぼんがある。

「シュナイア、来てはいけないとあれほど言ったのに……」

「いいじゃない、ちょっとくらい。それともユーグはわたしに会えて嬉しくないの？」

「そんなことを言っている場合ではありません。すぐに部屋に戻ってください」

「月の涙はどうなっているの？」

　ユーグは胸のポケットを叩たたいた。

「ここでしっかり保護していますから、ご心配なく」

「それなら安心ね。じゃあ、ワインを一杯だけ付き合ってくれたら出て行くわ」

　ユーグはしぶしぶ付き合うことにした。

　シュナイアがワインをグラスに注いでいく。

「さあ、乾杯しましょう」

　ユーグはグラスを持った。

　シュナイアもグラスを持って、宙ちゆうに掲かかげた。

　ユーグがワイングラスを口元に寄せるのを、シュナイアがじっと見ている。

「あなたは飲まれないんですか？」

　ユーグの質問にシュナイアは笑った。

「ユーグは飲まないの？」

　するとユーグが不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「ひとついいことを教えてあげましょう。シュナイア」

「まあ、なにかしら？」

「本物のシュナイアは俺のことをユーグと愛あい称しようで呼んだことは一度もありません。いつもユーグストと名前で呼ぶんですよ。シュナイア、いや、レディローズ！」

「何をわけのわからないことを……」

「それでは、あなたが用意したワインを目の前で飲み干してもらえますか？」

「……え」

「俺は睡すい眠みん薬やく入りのワインを飲む趣味はない」

　ユーグがきっぱりと言い切ると、シュナイアがいきなり机つくえを蹴けり上げた。

　ワイングラスが机から落ち、悲鳴のように甲かん高だかい音をたてて粉こな々ごなに砕くだけ散る。

「まったく、嫌いやになっちゃうよ」

　シュナイアの口調と声ががらりと変わった。

「パウエル公爵の相手をするのは面めん倒どうだなぁ。嫌いや気けがさすよ。でも仕事だからやらないとね」

　シュナイア、いやレディローズはぼやきながらもユーグに足あし蹴げりをする。ユーグは一歩後こう退たいしてそれをよけた。腰の剣を抜き放ちレディローズと向かい合う。

　レディローズの手には短剣が握にぎられていた。

　くるりと鋭するどく回転させながら短剣をユーグに向けて振り下ろす。ユーグもすぐに一歩引いて剣をよけるが、月の涙の入った胸のポケットが引き裂かれてしまう。

　レディローズが一瞬だけ勝ち誇ったように笑うが、その笑顔はすぐに消えた。

　ポケットに入っているはずの月の涙が落ちてこない。

「あれ、月の涙はどこ？」

「さあな。どのみちお前の知ったことではないさ」

　レディローズは、ちっと舌した打うちすると、バルコニーへと駆けていく。

　そして、身軽な身のこなしで手すりを乗り越えると、あっという間に夜の闇やみへと消えていった。

　ユーグはまたもレディローズを取り逃がしてしまった。

　騒さわぎを聞きつけた本物のシュナイアが部屋へと駆け込んでくる。

「何の騒ぎなの？」

「レディローズです。……逃げられてしまいましたが……」

「月の涙は？」

　するとユーグはにんまりと笑って、部屋の隅すみにある引き出しの中から箱に入った月の涙を取り出してみせた。

「この通り無事です」

「よかった……。ありがとうユーグスト」

「いえ、お役にたてて何よりです」

　ユーグはほっとしたように笑った。
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　ユーグは長椅子に寝ころび、ぼんやりと考え事をしていた。

　考えることといえばレディローズのことばかりだ。

「くそっ！」

　直接二度も対たい峙じしたのに、いつも肝かん心じんなところで逃げられる。女性にしては動きも早いし、相当の手て練だれだろう。ユーグは今度現われたら、相手をどう捕まえるか考えていたところで、ミレニアが部屋に飛び込んできた。

「お兄様、大変ですわ！」

　ノックもせずにいきなり入ってきたのに驚おどろいたが、ひどく慌あわてた様子のミレニアを見るとただごとではないとわかる。

「どうした？」

「これを見てください」

　ミレニアが一通の手紙をユーグに差し出す。中を開いてユーグは驚きに目を見張った。




『今夜、ミレニア姫のティアラをいただきに参ります。　怪盗レディローズ』




「まさか、ティアラを!?」

「……ええ。お兄様、どうしましょう……」

　ミレニアは不安そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「決まっている！　今度こそ捕まえてやる」

「お兄様、頼りにしていますわ。それと……」

　ミレニアが言いにくそうに口くち籠ごもる。

　その後ろからラビットが申し訳なさそうに姿を見せた。

「……こんにちは、ユーグスト様」

「ラビット、……どうしたんだ？」

「実は……」

「お兄様、ご存ぞん知じの通りこの前の夜会でフローデルもブローチを盗まれたんです。それを取り戻したいと相談している時に、たまたま予告状が届いて……」

「……ユーグスト様、この前はすみませんでした」

　ラビットがうなだれる。

　どうやら、レディローズからの予告状が来たのを黙っていたことを反省しているようだ。

「レディローズの捜そう査さにわたしも加えてください。お願いします！」

「駄目だ。君は何をしでかすかわからないところがある。信用できない」

「二度と勝手な真ま似ねはしません！」

「……神に誓えるか？」

「もちろんです」

　ユーグはじっとラビットを見つめると、深々とため息をついた。

「……俺も君の情報収しゆう集しゆう能のう力りよくは必要不ふ可か欠けつだと思っている。協力を頼みたい。……君はレディローズの手掛りか何かを摑つかんだのか？」

「実はわたし、あれからいろいろ調べたんです。まだ確かく信しんがないので絶対とは言えませんが、彼女がレディローズである可能性は高いと思います」

「じらさないで、誰が怪あやしいのか言ってくれ」

「それは……今夜明らかになりますわ」




　ミレニアのティアラは、主あるじの部屋で台だい座ざの上に置かれていた。

　小さなティアラの中央には、真っ赤な宝石が輝いている。

　ミレニアは不安そうに立ちあがっては部屋のまわりをうろうろ歩き回っていた。

「ミレニア、大丈夫よ。ティアラはきっとユーグスト様が守ってくださるわ」

「……お兄様を信じていないわけじゃないわ。でも、心配なの。ティアラを盗まれたらせっかくの結婚式が……それにシザーレン様からいただいた大切な宝石なのに……」

　シザーレンの母親から受け継ついだ宝石は、ティアラの中央で燦さん然ぜんと光を放っている。

　ミレニアは心細そうな顔をした。

「わたし、ちょっと邸の回りを見に行ってくるわ」

「……フローデル」

「心配しないで、ミレニア。ティアラは必ず守ってみせるから」

　心細げなミレニアの手を軽く叩いて安心させると、ラビットは廊下に出た。

　邸の中を見回りながら、ユーグストのことを考える。

　──ナタリアがレディローズだと言っても、ユーグスト様はきっと信じないわよね。

　ユーグストたちの前では確信がないと言ったが、ラビットの中ではナタリアがレディローズ、もしくはレディローズを知っているに違いないと思っていた。

　どのみち今夜レディローズが現れればすべてははっきりする。

　ラビットは空を見上げて息を吐いた。

　──もうこれでパウエル公爵家に来ることもなくなるのね。ミレニアが結婚して王宮に住むようになったら、今まで通り、気安くパウエル公爵家を訪問することもないでしょうし、わたしはメンフィス伯爵家にお世話になるから……。

　ミレニアの結婚式は一週間後に迫せまっている。挙式が終われば、ラビットとジラートの婚約も正式に発表されることになっていた。

　おめでたい話題なのに、考えれば考えるほど心は暗く淀よどんでいくばかりだった。

　──馬ば鹿かね。ジラート様と結婚すると決めたのは自分よ。ジラート様は優しい方だし、悩む必要なんてないじゃない。

　それでも迷ってしまうのは、ユーグストに気持ちを残したままだからだ。

　──早く忘れなくちゃ。

　今度は、邸の庭へと出る。

　夜の闇に包つつまれた公爵邸の庭を警戒しながら歩いた。

　ふいに空を見上げて、ラビットはぎょっとする。

　大きな気球が、空から降りてくるところだった。

　ゴンドラに乗る人物の姿を見て、ラビットは驚いた。

「やっぱり……あなただったのね、ナタリア」

　すると少女は、頰ほおを強張らせてラビットを凝ぎよう視しした。

「君は、あの時の……？」

「あの時？　何のこと？　わたしよ、ラビットよ」

「ラビット……？」

　ナタリアは生せい気きのない顔をしている。いつもの潑はつ剌らつとしたナタリアとはまるで違う様子をラビットは不ふ審しんに思った。

「あなた、ナタリアじゃないのね……？」

　ちっと舌打ちする音が聞こえてきた。

　次の瞬間、その人物がラビットの目の前に降りてくる。

　みぞおちに激げき痛つうが走るとラビットはそのまま気を失った。
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「フローデル、遅いわね……」

　外を見てくると言ったラビットが戻らずミレニアが心配のあまりやきもきしていると、ユーグが部屋へとやってきた。

「大丈夫か？」

「……平気ですわ」

　ユーグは部屋を見回しながら言った。

「ラビットはどこに行ったんだ？」

「それが、見回りに出たきり戻らないのよ」

「そのうち戻ってくるだろう」

　ユーグは楽観していたが、ミレニアの顔は不安そうに曇くもったままだ。

　ミレニアをなんとか慰なぐさめようとした時だった。

　黒い人ひと影かげが窓から部屋の中に侵しん入にゆうしてきた。

　風が吹き込んで室内の灯りが一いつ斉せいに消える。

　人影を見て、ユーグは警戒した。

「来たな、レディローズ！　ミレニア下がっていろ」

　ユーグは腰に佩はいていた剣を抜いて応戦する。

　少女は両手に短剣を握り締めてユーグに襲おそいかかった。

　ユーグは愛用の剣で攻こう撃げきを受け流す。

　ミレニアが怯おびえた顔で、部屋の隅まで移動した。

　少女がユーグに足あし払ばらいを繰くり出してきた。鋭い攻撃にユーグはたたらを踏ふむ。

　少女はよろけそうになったユーグを飛び越えると、ミレニアに迫った。

「ミレニア！」
















　その首くび筋すじには鋭い剣けん先さきが突きつけられている。ミレニアの顔からみるみる血の気が失せていった。

「お姫様の命が惜おしいなら、ティアラを渡してくれない？」

「駄目よお兄様、渡さないで！」

「……いや、ティアラは渡す。だからミレニアを放せ」

「お兄様!?」

「いい心がけだね」

　しかしそこでミレニアが少女の手にがぶりと嚙みついた。

　少女が驚いている隙に、ミレニアが拘こう束そくから逃げ出そうともがく。

　ミレニアの身体からだを突き放し、少女は外へと飛び出し用意していた気球へと戻っていく。

　ユーグは急いでバルコニーに飛び出して気球が飛び去る前に少女を捕まえようとする。だがそこで動きが止まった。

「ラビット!?」

　気球のゴンドラにはラビットの身体が横たえられていた。どうやら気を失っているようだ。ユーグがラビットに意識を奪うばわれた隙に、少女の手にした刃は物ものがユーグに迫る。とっさによける間に気球が空へと浮かび上がる。

「待て！」

　ユーグは慌てて追いかけるが、上じよう昇しようする気球を追つい跡せきすることなど不可能だ。

　気球が闇夜にかすんで消えてしまうのを、ユーグは悔くやしい思いで見上げていた。
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「ちょっとテス、あんた何考えてるのよ！」

「だって、仕方なかったんだよ。この子に顔を見られちゃったんだから」

　ソファの上には気を失ったままのラビットの身体が横たえられていた。

「で、どうする気よ、この子のこと」

「う～ん、どうしよう、姉さん」

「そんなの、こっちが聞きたいわよ！」

　文もん句くを言い合うナタリアとテスの声を聞いて、ラビットが目を覚ます。

　二人の顔を見たラビットはぎょっとして瞠どう目もくした。

「ナタリアが二人……？　え、幻げん覚かく？」

「違うわよ」

「双ふた子ごなんだよ、ぼくら」

「どういうことなの？　どうしてわたし、こんなところにいるの……？」

「ごめんね。無理やり連れて来ちゃって。でも、あの場で顔を見られてしまったから仕方なかったんだ」

　ラビットはナタリアの顔を見た。

「やっぱり……あなたがレディローズだったの」

「違うわよ」

　ラビットの視線がちらりとテスに向けられる。

「じゃあ、あなたが？　だってあなたは男の子じゃない」

「やったね、正解だよ！」

「テス！」

　ナタリアに睨にらまれて、テスが身体をすぼめた。

　ラビットは信じられない気持ちでいた。

　双子と言うだけあって確かによく似ているが、まさか怪盗レディローズが男の子だなどとは思いもよらなかった。

「ぼくのほうが、姉さんより運動神しん経けいがいいからね」

　テスは得とく意い気げに答えた。

「なぜ、ミレニアのティアラを盗もうとしたの？　それだけじゃない。王おう妃ひ様のネックレスや翡ひ翠すいの夢ゆめ、その他大おお勢ぜいの人からなぜ宝ほう飾しよく品ひんを盗んだりするの？」

　するとテスの顔から笑顔が消えた。

「それは……」

「……バレリー公爵の青あおき幻まぼろしを盗んだ時も、ユーグスト様が持っていることをどこからか事前に情報を得ていたんでしょう？　フィスティ侯こう爵しやく家けでも、わたしにこっそり睡眠薬入りの紅茶を飲ませて翡翠の夢を奪ったのも、わたしのブローチを狙ったのもあなたでしょう？　だってあなたはわたしがブローチを持っていたのを知っていたんだから。だからわざわざわたしに予告状を寄よ越こしたんじゃないの。それにミレニアのティアラを狙ねらったのも、ユーグスト様を陥おとしいれるつもりだったんじゃない？」

　ナタリアがあきれた顔でラビットを見た。

「あなた自分の立場がわかっているの？　とんでもないじゃじゃ馬ね。よくこの状況でそんなにアホみたいに質問攻めにできるもんだわ」

「答えになっていないわ」

「あなたには関係のない話でしょう？」

「ここまで巻き込んでおいて、いまさら関係ないはないでしょう？」

　ナタリアがため息をつきながら答えた。

「……お母様の宝石を探しているのよ。〝暁あかつきの空そら〟ってやつをね。ずっと昔、金貸しに騙し取られちゃったのよ」

「暁の空？」

　聞いたことのない宝石の名前にラビットは首をかしげた。

「光に当てると七色に輝く不思議な宝石なんだよ。ぼくらはどうしてもそれを取り戻したいんだ」

「そう。事情はわかったわ。とりあえずすぐにパウエル公爵家に帰して。ユーグスト様たちが心配しているわ」

　するとテスの目がすっと冷えた。

「……残念だけど、君が離れるのを認めることはできない。警けい備びの兵へい士しでも呼ばれたら面倒だからね。この国でのぼくらの用事が終わるまでこの家にいてもらうよ」







　ラビットは、狭せまい部屋に監かん禁きんされていた。

　あるのはカビ臭くさいベッドと椅子と机だけ。窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はめ込まれ、逃げられないようになっている。

　鉄格子のある窓側は、歩ほ道どうに面しており、まばらに人が行き来している様子が見える。

　目の前には大きな川が流れ、橋がかかっているのを見たラビットはすぐにそこがどこだか理り解かいした。

　──ここ、ランダル川沿いにある宿やど屋や街がいだわ。

　ランダル川はアスタリアの都を二つに分ける大きな川である。

　ラビットは助けを呼ぼうと叫びかけたが、それでは家の中にいるテスとナタリアに聞こえる可能性がある。悩んだ末すえ、部屋のまわりを調べて、古い紙を見つけた。

　だが、ペンが見つからない。

　──よし！

　覚かく悟ごを決めて人差し指をぷちんと歯で切ると、じわりと血が滲にじむ。痛みをこらえながら紙に血で文字を書きはじめた。

　書き終えた手紙をポケットに入っていた銀貨にくるんで鉄格子の隙間から落とす。

　だが、道行く人々は誰も気がつかない。

　──お願い！　誰か気づいて……！

　ラビットが必死に祈いのっていると、一人の少年がラビットの投げ捨てた紙を拾い上げた。

　少年は紙に包まれた銀貨を大喜びで手にすると、今度は手紙に視線を這はわせた。

　その顔色がさっと変わる。

　少年がぐるりと上を見回して、鉄格子の向こうに立つラビットを見つけた。そして、何かに怯えるように身体を震わせると、橋のほうへと走って行ってしまった。

　──駄目だわ。どうしよう……。

　ラビットは、がっくりとその場に座り込んだ。
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　ティアラはなんとか守ったが、ラビットが連れ去られたせいで、ユーグは激はげしく狼ろう狽ばいしていた。

　──彼女は無事なんだろうか。

　焦しよう燥そう感かんがユーグの首をじわじわと締めていく。

　ラビットのことが心配で、ユーグは何も手につかなかった。

　ミレニアもまた、ラビットが行方ゆくえ不ふ明めいになったせいで意い気き消しよう沈ちんしてしまっていた。

　兄である自分が励はげましてやるべきなのだろうが、残念ながらそんな余よ裕ゆうはない。

「ユーグ、君が落ち込んでいてどうする」

　ラビット失しつ踪そうを知らされてパウエル公爵家にやって来たジラートが、労いたわるようにユーグの肩に手を置いた。

「ジラート、すまない、ラビットを守れなくて……」

「ユーグのせいじゃない。すべての元げん凶きようはレディローズさ。今、気球を見かけた人物がいないか捜してもらっている」

「それにしてもいったいなぜレディローズはラビットを連れ去ったんだろうか」

「それはわからない。だが、レディローズを捕まえたらすべてが明らかになるかもしれない」

「そんなの待っていられない。どうすれば……」

　ユーグは激しく苛いら立だった。




　ユーグがやきもきしている頃、パウエル公爵邸を一人の少年が訪れた。

　つぎの当たったズボンにところどころ糸のほつれた上着を身につけている。

　いかにも下町育ちといった風ふ情ぜいの子供で、公爵邸にいると場違いな存在に見えた。

「パウエル公爵様に会いたいんだけど……」

　玄関で対応に現れた家か令れいのザントにそう告つげると、ザントは眉をひそめた。

「旦那様とお約束がありますか？」

「約束？　そんなものないけど……」

「では、残念ですがお帰りください。約束のない方を邸に入れるわけにはいきません」

「そんな！　急用なんだよ。お願いだよ、頼たのむよ！」

「何事だ？」

　そこへ騒ぎを聞きつけたユーグが姿を見せた。

　少年が急いでユーグに視線を移す。

「あ、あんたがパウエル公爵様？」

「……そうだが、君は？」

「お、おいらは、パルっていいます。ランダル川沿いの下町に住んでいます」

「君みたいな少年が俺に何の用だ？」

　少年はぐしゃぐしゃになった一枚の紙をユーグに差し出した。

　中身を開くと真っ赤な文字でこう書かれている。




『この手紙を見た人は、パウエル公爵家に連絡してください。わたしはランダル川沿いの宿屋街にいます。


ラビット』






　血で書かれた文字に、ユーグはぞっとした。

「この手紙をどの辺りで見つけたんだ？」

　ユーグがパルに詰め寄る。

「宿屋街の橋の近くだよ」

「近くで女の子を見なかったか？」

「よくわかんないけど、黄色い屋根の建物の最上階に女の子がいるようだったよ」

　ユーグの瞳ひとみに生せい気きが戻っていく。

「ごくろうだった。ありがとう」

　ユーグが足早に厩きゆう舎しやまで行こうとした時、パルが期待を込めた眼まな差ざしでユーグを見上げていた。

「どうした？　まだ何かあるのか？」

「いや……、その……、ここまで来た駄だ賃ちんをもらえたらと思って……」

　もちろん否いなやはなかった。

「ザント、この子供に謝礼金を渡してやってくれ」

「かしこまりました」

　少年の顔がぱっと明るくなる。

「あ、ありがとう」

　ユーグは喜びに舞いあがる少年の姿を見ることなく、そのまま邸を飛び出して行こうとした。

　その行動をミレニアとジラートが止める。

「待て、ユーグ、どこに行く気だ？」

「ラビットを助けに行く！」

「お兄様、フローデルの居場所がわかったの？」

　ユーグは、先ほどパルから受け取った手紙を二人に見せた。

　ジラートとミレニアは手紙を見た瞬間、顔色を青ざめさせる。

「これは……」

　血で書かれた生なま々なましい手紙が、ラビットの置かれた異い常じような状況を物語っているようだった。

　今にも邸を飛び出さんばかりのユーグの行く手を、ジラートが遮さえぎる。

「落ち着け、ユーグ」

「これが落ち着いていられるか！　今すぐラビットを助けに行く！　どいてくれ、ジラート」

「何の策さくもなしに行ってどうする。相手のことは何ひとつわかっていないんだ。一人じゃ危険だ！」

「吞のん気きなことを言うな！　ラビットがどんな目にあっているかもしれないのに！　お前は婚約者なのにラビットのことが心配じゃないのか！」

「心配に決まっているだろうが！　だが慎しん重ちようさを欠かいたまま行動するのはよくないと言っているんだ」

　ジラートの冷静な判はん断だん力りよくを見せつけられて、ユーグはかっとなる。

　気がついたときには拳こぶしを振り上げて、ジラートに殴りかかっていた。

　驚いたジラートがとっさに拳をよけた隙に、ユーグは厩舎に向かって全力で走り出していた。
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「ねえ、ナタリア、もう別の国に行こうよ。正体もばれちゃったし、アスタリア飽あきちゃったよ。お母様の宝石も見つからないし、これ以上ここにいても仕方ないよ」

「ちょっと待ってよ。もう少しだけでいいから」

「どうせパウエル公爵とやらのことが気になっているんだろう？」

「当たり前でしょう？　あんな素敵な人、他にいないもの。振り向かせるまでこの国から離れないわ」

　ナタリアがツンとそっぽを向く。

　テスはあきれきった様子で肩をすくめる。

「ちぇ、いつまであのウィンガル・シルスって奴やつの言うことを聞くつもりなの？」

「この国にいる間だけよ」

「あんな奴、信用できないよ。お母様の宝石の情報は噓うそばっかりだし」

「いいのよ。こっちだって情報を提てい供きようしてもらっているんだから、お互い様でしょう」

「でも、あいつの情報噓ばっかりじゃないか」

　二人が言い合いをしていると、玄関の扉をノックする音がした。

「？　誰だろう」

　テスが対応に出る。だが、目の前にいる人物を見て顔から血の気が引いた。

「こんにちは、テス君」

　気き障ざったらしい声が鼻につく。

「ウィンガル……」

　テスの声に怯えが滲む。ウィンガルは一人ではなかった。兵士のお仕着せに身を包んだ男を五人連れていた。

「なんのつもりだよ……？」

「昨夜、こちらにとある少女を連れ込んだだろう？　彼女に用があるんだよ」

　その情報はまだウィンガルに伝えていなかったので、テスは驚いた。

「なんでそんなこと知って……」

「君たちには見張りをつけていたんだよ。気がつかなかったかい？」

　テスは言葉を失った。

「テス、どうしたの？」

　ナタリアがひょいと顔を覗のぞかせる。その顔がウィンガルと兵士を見てさっと強張った。

「ウィンガル、何のつもり？」

「君たちが捕まえた少女をこちらに引き渡してほしい」

「そんなこと、あなたたちには関係ないでしょう？」

「それが、大いに関係があるんですよ。わたしもしがない中間管理職でしてね。上司の命令には逆らえないんですよ」

「……誰の命令であの子を連れていくつもりなの……？」

「それこそ君たちには関係のないことだ。……彼女を引き渡す気がないなら、少々強引な手を使うことになるが、それでもいいかい？」

「くっ……」

　テスもナタリアも恐怖のあまり一歩も動けないでいた。ウィンガルの命令で兵士たちが部屋中を探索してラビットを見つけると、まるで罪ざい人にんを捕とらえるように引っ張り出す。

「ちょっとなんなのよ、あなたたち!?」

　ラビットはテスたちの目の前で強引に連れ去られて行った。
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　ユーグがランダル川沿いの宿屋街に来た時には、すでに日が暮れかかっていた。

　それでも橋の近くにある黄色の屋根の建物をなんとか見つける。階段を使って最上階へと駆け登ったユーグは驚いた。一番上の階には部屋がひとつしかなく、その部屋の扉は開け放たれたままで、透すき通とおるような金きん髪ぱつの少女が玄関に座り込んでいた。

「ナタリア嬢？　なぜあなたがここに」

　見覚えのある金髪の少女がゆっくりと顔をあげてユーグを見た。

「ぼくはナタリアじゃ……姉さんじゃない」

「姉さんって、君はナタリアの弟なのか？」

　その時、部屋の奥からよろめきながら一人の少女が姿を現した。

　ナタリアはユーグを見てぴくりと肩を跳はねあげる。

「……ユーグスト様、なぜここに……？」

「それを聞きたいのはこっちのほうだ。それよりラビットはどこにいる？　ここに連れてこられたことはわかっているんだ。彼女を返してくれ」

「……何をおっしゃっているのかわかりませんわ」

「しらばっくれるな！　ここに彼女がいたのを見たという証しよう言げんがあるんだぞ！」

　ユーグは一いつ刻こくも早くラビットの無事を確認したかった。

「わたし、本当に何も知りません……」

「……これ以上黙っているつもりなら、容よう赦しやはしない」

　ユーグの手が、腰に佩いた剣に伸びる。

　ユーグの気き迫はくにおされてナタリアが諦あきらめたように首を左右に振った。

「……本当にここにはいないんです。ウィンガルが、彼女を連れて行ってしまったから」

「ウィンガル？」

　ユーグはその名前に聞き覚えがあった。

　──バレリー公爵が護ご衛えいに連れていた男がたしかそんな名前だった。

「いったいなぜこんな事じ態たいになったんだ。君たちは何者だ？　初めから説明してくれ」

　ナタリアとテスが困った様子で顔を見合わせると、ため息をついて語り出した。

「実は昨夜、パウエル公爵家に侵入しようとした時に、彼女……ラビットに見つかっちゃったんだよ、それでその場で気き絶ぜつさせて連れ出したんだ」

「ちょっと待て。なぜ君が……」

「ぼくの名前はテス」

「テス、君は我が家に何の用があったんだ？」

　テスがナタリアのほうを見る。

「ナタリア、もう言っちゃっていい？」

「……かまわないわ」

　ナタリアは投げやりに答えた。

「実は、怪盗レディローズはぼくなんだ」

　ユーグは一瞬絶ぜつ句くした。

「……君は、男じゃないのか？」

「今まで気づかなかったの？　公爵様も案外鈍にぶいね」

　返す言葉もなかった。どうりでレディローズを探しても見つからなかったわけだ。その名前から女だと思い込んでいたので完全に意表を突かれてしまった。

　テスが怪盗レディローズとはにわかに信じがたいが、すっきりとした身のこなしを見る限り、対たい峙じしたレディローズそのものだ。実際、テスの変へん装そうを何度も見ながら見み破やぶれなかったのだから、たいしたものだと思う。

「何の目的でウィンガルはラビットを連れて行ったんだ？」

　テスが首を振った。

「わからない」

「君たちとウィンガルはどういう関係だ？」

「……実はこの国に来てしばらく過ぎた頃、ウィンガルが……あいつが来たんだ。取引をしようって」

「取引？」

　テスが頷うなずく。

「ぼくたちが探している宝石の情報をくれる代わりに、パウエル公爵の情報が欲しいって言われて……。ぼくらは母親の形かた見みの宝石を探している。だから引き受けたんだ」

　どうやらナタリアがユーグに近づいてきたのはこの目的のためだったようだ。

「ウィンガルはパウエル公爵が王様から直じき々じきにレディローズの捜そう索さくを依い頼らいされたのを知って、あんたを嵌めようとしてたみたいだよ。ぼくたち基本的には悪い奴からしか盗みはしない主しゆ義ぎだから、相手次第で宝石が違ってたら返してたんだ。でも今回は、ウィンガルが盗んだままでいいって言うから……」

「そういえば、ラビットがずっとレディローズの手口がおかしいって言ってたな……。そういうことだったのか。ウィンガルは何の目的でラビットを誘ゆう拐かいしたんだ？」

「……それはたぶん、ナタリアが彼に言ったからだよ。……彼女がパウエル公爵の大切な人だって」

「な!?」

　テスの言葉にユーグは啞あ然ぜんとした。

　ということはラビットはユーグのせいで連れ去られたことになる。

「事情はわかった。俺はウィンガルを探すから君たちも何か情報が手に入ったら教えてくれ」

　ユーグが部屋を出て行こうとすると、ナタリアに引きとめられる。

「ユーグスト様」

「なんです、ナタリア嬢」

「……騙して近づいてごめんなさい。わたしがしたことは許されることではないけれど、どうかこれだけは信じてください。……わたし、ユーグスト様のことが本当に好きなんです」

「ナタリア嬢……」

「最後にひとつだけ教えてください。ユーグスト様はあの子……ラビットのことが好きなんでしょう？」

　ユーグは迷いなく答えた。

「ああ、好きだ。心から大切にしたいと思っている。彼女の代わりは誰もいない」

「……それがユーグスト様の答えなんですね。わかりました。わたし、ユーグスト様に出会えて本当に幸せでした」

　ナタリアは胸の前で両手を組んで哀しそうに告げた。

　ユーグは何も言わずにその場を立ち去った。







「お兄様、フローデルは見つかったの？」

「……いや、まだ見つからない……」

　ユーグは疲つかれたようにため息をついた。いつもは振り回されてばかりだが、まさか自分のせいでラビットが危険な目にあうなどとは考えてもいなかった。

　今はうかつにミレニアを不安にさせるようなことは言えない。

　そう考えたユーグは、沈ちん黙もくを保ったまま自室まで階段を登っていく。

　執しつ務む室しつに入ると机の上には手紙が二通置かれていた。

　どうせ舞ぶ踏とう会かいの招待状か何かだろう。

　乱らん暴ぼうに手紙を開かい封ふうする。

　一通目は予想通り舞踏会の招待状だった。

　だが二通目を開いた時、ユーグの手が震ふるえた。




『ユーグスト・パウエル公爵へ

　貴き殿でんの何よりも大切な宝石をお預かりしております。ミレニア姫のティアラと交こう換かんです。つきましては、明日の夕方五時にアーマの滝でお待ちしています。誰にも知らせず、必ずお一人で来るように』




　──間違いなくラビットを誘拐した犯人からの手紙だと思っていいだろう。

　ユーグは拳を机に叩きつけた。

「くそ！」

　ラビットは今無事なのだろうか。

　不安でたまらない。

　翌日、ユーグは指定された場所へと一人でやってきた。もちろんこのことは誰にも口こう外がいしていない。

　夕日が山の端はしに溶とけ、視し界かいがオレンジ色に染まる。

　アスタリアの北東部にあるアーマの滝にたどりつくと、ユーグは馬を木にくくりつけ滝にせり出した岩場へと向かった。

　ごうごうと波しぶきをたてて流れ落ちる滝が目の前に立ちはだかっており、水すい滴てきがきらきらと西日に反はん射しやしている。滝たき壺つぼに落ちれば命の保ほ証しようはないだろう。

　と、ユーグがいる岩場とは滝を挟はさんで反対側にある岩のせり出した場所に人影が現れた。

「これはこれは、ユーグスト・パウエル公爵、お待ちしておりました」

「……やはりお前はバレリー公爵家の……」

　それはバレリー公爵家に仕つかえているウィンガル・シルスだった。後ろ手に縛しばられたラビットの首に刃物を突きつけている。

「彼女を放せ！」

　ユーグは声の限りに叫んだ。

「まずはティアラを渡していただきましょうか」

「彼女の解放が先だ」

「いいえティアラが先です」

　互いに一歩も譲ゆずらない睨み合いが続いた。

「ユーグスト様、駄目！　ミレニアのティアラを渡したら駄目です！」

　ラビットが必死な瞳でユーグに訴うつたえてくる。

「黙れ、小こ娘むすめ！」

　ウィンガルが剣の柄つかでラビットの頭を殴おう打だする。

「やめろ！　わかった。ティアラは渡すから彼女に乱暴な真似をするな！」

「……いい心がけですな、パウエル公爵」

　ウィンガルが慇いん懃ぎんに言った。

　ユーグは内ポケットからティアラを取り出して、空にかざした。

「ユーグスト様、お願いです！　ミレニアのティアラを渡さないで！」

　夕日にティアラのルビーが燦然と輝き、光を放っている。

　──ミレニア、すまない。

　ユーグは心の中で妹に許しをこうた。

「ユーグスト様、駄目！　わたしはどうなってもかまわないから、ミレニアのティアラを守って！」

　ラビットが殴られた額から血を流しながら叫ぶ。

　ウィンガルがふんと鼻を鳴らして、ごうごうと水しぶきをあげるアーマの滝を見下ろした。

「どうなってもかまわないという覚悟が本気なら、この滝にでも飛び込んでみせたらどうかね」

　ウィンガルの言葉を聞いたラビットが即そく座ざに動いた。

　自分を拘束するウィンガルに頭ず突つきをくらわせると、彼がひるんだ隙に飛び出す。

「ラビット！」

　止める間もなかった。

　ラビットは岩場を走りぬけると、一瞬の迷いもなく滝壺に飛び込んだ。

「ラビット─────!!」

　ユーグは心底度ど肝ぎもを抜かれた。ラビットは破は天てん荒こうで意志の強い少女だが、よもやここまで無む鉄てつ砲ぽうな気き性しようだとは思いもよらなかった。

　黙って見ている場合ではないその姿を追うようにユーグもまた迷うことなくラビットを追いかけて滝壺に飛び込んだ。

　冷気を帯おびた空気が頰をなでる。

　滝に飛び込んだユーグは、ラビットを捕まえようと必死で手を伸ばした。だが、ラビットの身体は、一度水底に沈んだ後、急激な流れに押し出されるようにして、ユーグの前から遠ざかっていった。ユーグは力の限りもがいて、ラビットを追う。後ろ手に縛られたままのラビットは、抵抗すらできずに流されていき、ユーグは焦あせった。ラビットが溺おぼれてしまうのも時間の問題に思えた。全力で泳ぐユーグがようやくラビットの腕を捕まえたのは、運よく川の流れが緩ゆるやかになる場所にラビットが押し流されたからだった。

　ラビットの意識はすでになかった。

　ユーグは持てる力をすべて出し切って、ラビットの身体を岸に引っ張りあげた。

　二人はどれほど流されたのだろう。

　鳥の鳴き声が、深い山々にこだましている。

「目を覚ますんだ、ラビット」

　ユーグが、ラビットの頰を叩く。

　だがラビットは息をしていないようだった。

　焦るユーグは夢中でラビットの口に息を吹き込んで、強く胸を押した。
















「ラビット死ぬな！　死ぬんじゃない。まだ俺は君に何も伝えていない！」

　ユーグは必死だった。もし本当にラビットが死んでしまったら……。

「ごほっ……」

　しばらく人工呼吸を繰り返した後、ユーグの思いが通じたのかラビットはようやく息を吹き返した。滝に落ちてすぐに意識を失ったため、それほど水を飲まずに済んだことが幸いしたようだ。うっすらとラビットの目が開く。

「……ユーグスト様……？」

　弱々しい声でラビットが反応した。

　瞬間、ユーグは怒ど鳴なっていた。

「馬鹿か、君は！　自分から滝に飛び込む奴があるか！」

　それは安あん堵どするあまりに飛び出した言葉だったが、ラビットはなぜかぼんやりとしたまま全身を震わせた。

「……寒い……」

　ユーグは、はっとなった。ラビットは若草色の部屋着のままのため布地は薄うすい。唇くちびるは青ざめ、顔は死人のように土つち気け色いろだった。長時間水につかっていたからか、体温が下がり、身体は氷のように冷たくなっている。

　それはユーグとて同じことだったが、怒鳴りつける気力が残っているユーグに対してラビットは今にも気を失いそうなほど弱っていた。

　夕暮れが迫る。オレンジ色の太陽が西の山に沈もうとしていた。

　このままでは、夜を乗り越えるのは難しい。

　今頃、ウィンガルたちはユーグたちを探してあとを追ってきているかもしれない。

　ユーグはラビットの身体を背せ負おうと、川岸から、山の中へと足を踏み込んだ。

　あたりは深い緑に覆おおわれていて、人の住んでいる気配はない。

「……ユーグスト様こそ……馬鹿です。滝に飛び込むなんて……」

　ラビットが弱々しい声でぽつりと憎にくまれ口ぐちを叩いた。ラビットの意識があることにユーグはほっとした。

「君こそなんであんな無茶な真似をしたんだ」

「……だって、ミレニアのティアラを守りたくて……」

「ティアラより、君の命のほうがよっぽど大切だろうが！」

「ミレニアには、大好きな人と幸せになってもらいたいんです……。だから……」

　ラビットの声は力なく消えかけていた。

　一刻も早く身体を温めなければならない。

　ユーグはラビットを背負う腕に力を込めた。
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　ラビットは夢の中にいた。

　真まっ暗くら闇やみの中で目の前に両手で抱かかえ込めるくらいの光が宙に浮いている。

　凍こごえるように寒かった身体が、光を浴あびると温かくなった。

　ラビットは光を捕まえようと追いかけた。だが、ラビットが近づくと光は遠ざかっていく。

「待って」

　急いで追いかけるが光はどんどん遠ざかっていった。

「待ってよ、逃げないで！」

　ラビットは全力で追いかけるが光に追いつくことはできなかった。

「ごめんね、素す直なおじゃなくて。お願いだからそばにいて」

　一生懸けん命めい自分の想いを伝えると光が寄り添そうようにラビットの前に戻ってくる。

「ありがとう」

　そっと光を抱き締めると、身体がぽかぽかと温まっていくようだった。

「……ろ」

　光から声が聞こえてくる。

「え？」

　ラビットは聞きとれなくて、聞き返した。

「……なれろ！」

「え？」

　ラビットがきょとんとする。

「いいから離れろ！」

　耳をつんざく怒鳴り声に、ラビットは一気に現実に引き戻された。

　瞳を開くと目の前に顔を真っ赤にしたユーグストがいた。

　事態がわからずにラビットは目を白黒させる。

「ユーグスト様、どうして……？」

　そこでラビットは、自分が一いつ糸しもまとわずに、カビ臭い毛もう布ふにくるまっていることに気がついた。よく見ると、ユーグストも同じように裸はだかのまま一緒の毛布にくるまっている。

「……き、きゃああああ！　何？　どういうことですか、これは!?」

　二人は、山小屋の中に敷しかれた毛皮の上で埃ほこりっぽい毛布にすっぽりと包まれていた。

「い、言っておくがやましい気持ちでやったんじゃないぞ。滝に落ちた君の身体が冷え切っていたから……」

「もうもうもう、最低！」

「落ち着け！」

「これが落ち着いていられますか！　……見たんですか？　わ、わたしの、その……」

「見、見てない」

「本当に？」

　猜さい疑ぎの目で見られてユーグはしぶしぶ言った。

「ち、ちらりと見ただけだ。やましい気持ちじゃない。それに抱きついてきたのは君のほうだ」

　ラビットがさめざめと泣いた。

「ひどいです！　これでも嫁入り前なのに……。ユーグスト様、最低です」

「それなら俺が、責せき任にん取って結婚すればいいんだろうが！」

「なんですか、その嫌いや々いや責任取るみたいな言い方は！」

「だから、そうじゃなくて!!」

「そうじゃないならなんですか！」

「ああ、もう！　そうじゃなくて……だから……俺は、き、君が好きなんだよ！」

「!!　噓ばっかり！　女なら誰でもいいくせに！」

「いくらなんでも、こんな時にそんな噓つくか！　言っておくが、俺は真剣なんだぞ」

「そんなの、下心のある男の常じよう套とう句くじゃないですか！」

「ちょっと待て、ラビット。いくらなんでもその言い草はないだろうが！」

「もう知りません。なんでもいいから離れてください!!」

「嫌だ。俺の言ったことを信じるまで離さない！」

「さっきと言っていることが違うじゃないですか！」

　そのままユーグにぎゅっと抱き締められ、たくましい体温を感じてしまい、ラビットはたまったものではなかった。

「わ、わかりました。噓じゃないのはわかりましたから、とにかく離れてください！」

　ラビットが乱暴に毛布を引っ張るとユーグも負けじと引っ張る。

「ちょっと、放してください！」

「馬鹿を言うな！　俺だって裸なんだから、譲れるか！　それに君はどうせまだ信じてないんだろう？　だったら信じるまで絶対に放さない。開き直った男はしぶといぞ！」

　ラビットは仕方なく毛布を握る手の力を緩ゆるめた。

「ユーグスト様、その、助けてくれてありがとうございました」

「……もういいから。二度と滝に飛び込むなんて真似をするな。心臓に悪い」

「……はい」

　ユーグストが本気で心配してくれているのが伝わってきて、ラビットはどきどきした。

「あと、服は乾かないし、君の意識は戻ったけど、手足はまだ冷たい。変な意味じゃなくもう少しこのままでいたほうがいい」

「……わかりました」

　ラビットは素直に頷いた。そこでようやく冷静さを取り戻して我われに返る。

　──ユーグスト様、今なんて言ったの？　わたしのことを好きって……。

　たちまち心臓の鼓こ動どうがうるさくなる。

　──いや、でも……、冗じよう談だんよね。

　以前、セイン王子の誕生日パーティーの夜、淑しゆく女じよ二人に夜ばいされたユーグストと一緒に眠ったことがあったが、今考えるとどうしてそんなことができたのかと不思議に思う。思い出すだけで、平静ではいられなくなりそうだ。

　──わたしの、馬鹿！

　今までどうして普通にしていられたのだろうか。

　みるみる頰が熱くなっていった。

　夜が更ふけていく。
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「お兄様、フローデル、無事だったのね！」

「二人とも無事でよかった。怪け我がはないか？」

　翌朝、山を下りて馬をとめた場所まで戻り、ラビットと一緒になんとか無事に公爵邸まで戻ると、ミレニアとジラートが今か今かと二人の帰りを待ちわびていた。

「ミレニア、それにジラート様、心配をかけてごめんなさい。ティアラは守ったわよ」

　ラビットがミレニアと固く手を握り合う。

「あなたが無事ならそれでいいのよ」

「ミレニア……ありがとう」

「ユーグスト」

　そこへステラが姿を現した。

「母上」

「ユーグスト、ちょっとわたしの部屋まで来てちょうだい？」

「それはかまいませんが……」

　ユーグがちらりとラビットに視線を走らせる。

　ラビットはジラートと何かを語り合っている。

　その姿にユーグの胸はずきりと痛んだ。

　そうだ、ラビットはジラートの婚約者なのだ。

　いまさら告白なんかして何になる……！

　ユーグの気持ちがみるみるしぼんでいく。

　ラビットから視線を逸そらすと、ユーグはステラの部屋へと向かった。

「母上、いったい何のご用ですか？」

「ユーグスト、あなたに渡したいものがあるのよ」

「……俺に？」

　ステラが衣装箱を開けて何かを取り出した。

　それは木でできた小さな箱だった。

　ステラが箱を開くとエメラルドの指輪が真ん中に鎮ちん座ざしていた。

「母上、これは……？」

「わたしが結婚した時に、あなたのお父様からいただいたものなのよ」

「父上に？」

　ステラは蓋ふたを閉じると箱をユーグに差し出した。

「これをあなたにあげるわ」

「……俺に？」

「そう。……好きな人ができたら、これを渡しなさい」

　ユーグはしばらく黙り込むと、そっと箱を受け取った。

　思い浮かぶのは緑の瞳に赤みがかった金髪の愛らしい少女の姿だった。

「母上、ありがとうございます」

　ユーグは頰に朱しゆを散らしながら、大切に箱を懐ふところに仕し舞まい込んだ。
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「怪盗レディローズの犯はん行こうは、バレリー公爵が関わっていたんだな……。君を危険にさらしてしまってすまなかった」

「……わたしこそご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした……」

　ユーグの役にたとうと張り切っていたのに、かえって足を引っ張る結果に終わったことをラビットは悔くやんでいた。ユーグはユーグでラビットが監禁されていたことに責任を感じていた。

「君はもうこれ以上この問題に首を突っ込むな」

「でも……」

「ウィンガルの件は俺がなんとかするから、君は大人おとなしくしていろ！」

「嫌です！」

　ユーグが重いため息をつく。

「あのな、犯人はもうわかっているんだ。はっきり言う。ここからはもう君は足でまといだ。わかったなら家でミレニアと待っていろ」

　さすがにラビットは返す言葉がなかった。

　ユーグに足でまといと言われたこともラビットの自じ尊そん心しんに火をつけた。

　──まだ解かい決けつしてないことだってある！

　ラビットはパウエル公爵家を出てランダル川沿いの宿屋街へとやってきた。

　黄色の屋根のある建物の最上階に登ると、扉をそっとノックした。

「はい」

　対応に現れたのはナタリアだった。

　攫われたはずのラビットが戻ってきたので、ナタリアは目を丸くしている。

「ちょっといいかしら？」

　ナタリアが警戒して表情を鋭くした。

「……なに？」

「言いたいことはいっぱいあるんだけど。まずはあなたたちが奪った宝石を元の持ち主に返してほしいの」

「宝石？」

「ええ。とっても大事なものなのよ。バレリー公爵に利用されていただけなんだし、もう必要ないでしょう？　あなたたちは目的があって宝石を探している。これまでは盗んだものを換かん金きんして庶しよ民みんに施ほどこしてきた。だからこそ捜査の手も緩められてきたわ。でもこのまま返さないわけにはいかないでしょう？　お願いだからわたしのブローチを返してちょうだい」

　ナタリアはしばらく考えるそぶりを見せると、おもむろに口を開く。

「……いいわ。ただしわたしの条件を飲むならね」

「条件？」

「そう。わたしたちが探している宝石と交こう換かんというのはどう？」

「……嫌だと言ったら？」

「ブローチは返さないわ。言っておくけど、警備の兵士を呼んでわたしたちを捕まえようとしたって無む駄だよ。そんなことをしたらあなたの大事なブローチと一緒にとんずらするだけだから」

「どうしてそこまでして暁の空が欲しいの？　あなたたちの母親の形見だとは聞いたけどそこまでして必要なものなの？」

　一瞬、沈黙がその場を支配した。

　やがておもむろにテスが口を開く。

「……ぼくたち、お母様の顔、知らないんだよ。暁の空はぼくたちに残された唯ゆい一いつのお母様の形見なんだ。だからどうしても取り戻したいんだ」

「え……？」

「お母様はぼくたちを生んですぐに亡くなっちゃったんだ。だから、どうしてもお母様が大切にしていたっていう宝石が欲しいんだ……どんな宝石か見てみたいんだよ」

　ラビットの胸がちくりと痛んだ。ラビットもまた両親亡き後に借しやつ金きんの返へん済さいに追われあらゆるものを手放してしまったので、テスの気持ちが痛いほどわかった。

　ラビットは意を決して答えた。

「わかったわ。あなたたちが探している宝石を必ず見つけてみせるわ。特とく徴ちようを詳くわしく教えて」

「光に透すかして見ると、七色に光る不思議な宝石なの。アスタリアの貴族に売られたことまでは摑んでいるけど、まだ見つかっていないの」

「そう。それだけわかっていれば十分よ。必ず暁の空を手に入れると約束するわ」

「……だといいけどね」

「もし暁の空を手に入れたら、わたしのブローチと盗んだ宝石を返すと約束してちょうだい」

「……本当に見つかったらね」

　ナタリアの反応は冷ひややかだった。

　きっとこれまで宝石を手に入れるためにさんざん苦労してきたのだろう。

　ラビットは暁の空をどうやって手に入れるか思案しはじめた。

　まさかラビットが怪盗になって貴族の邸に侵入して盗むわけにもいかない。

「そうだわ！」

　ラビットの頭にある案が浮かんだ。

　パウエル公爵家に戻ったラビットは、さっそくユーグストの部屋を訪問し、事情を説明した。

「何？　今度は我が家で美少女コンテストを開きたいだって？」

「はい。それもアスタリア一珍しい宝石の似合う淑女のためのコンテストです！」

「そんなもの開いてどうするつもりだ？」

「決まっています。暁の空を見つけるためです。美少女コンテストに出場するのなら、皆みな思い思いに着飾ってくるはずです。闇やみ雲くもに宝石を探すよりは、効こう率りつがいいと思いませんか？」

　ユーグストは頭を抱えてうめいた。

「……宝石の品評会やら、宝石の似合う淑女コンテストやら君はどうしてそうろくでもない案ばかり思いつくんだ……」

「ろくでもないとは失礼ですね！　すべてはレディローズを捜すためだったのに！　わたしはこれでも顔が広いんです。見知らぬ令嬢が紛れ込んでいたら、すぐにわかりますよ」

「だからあの品評会を開いたのか……。いつからナタリアが怪しいと思っていたんだ？」

「フィスティ侯爵家で、ナタリアがレディローズの顔を見たと言ったときからです」

「！　そんなに早くから？」

「はい。レディローズが顔を見られるなんてそんなヘマをやらかすとは思えませんでしたから。それにあのときお茶の準備をしていたナタリアなら、睡すい眠みん薬やくを盛ることができたでしょうし、短時間で翡翠の夢を奪うのも可能です」

（確実に疑い出したのは、おば様にいただいたブローチの予告状が届いたからだけど……。あの時ブローチを持っているのを知っていたのはナタリアだけだし）

　ユーグは驚きと尊敬の眼差しでラビットを見た。

「……君の情報屋としての勘にはいつも驚かされるよ」

　するとラビットがおどけたように肩をすくめた。

「今頃気づいたんですか？」

「……それで俺はまた優勝の景品にされるのか？」

「そのほうが、より効こう果か的てきにたくさんの淑女を集めることができますけど、ユーグスト様がお嫌なら仕方ありませんわね。何か別の方法を考えます」

　前回の宝石品評会の時、ユーグストはさんざん愚ぐ痴ちをこぼした。さすがのラビットも二度もユーグストに黙って彼を勝手に景品にすることはためらう。

「他に何か作戦があるのか？」

「……いいえ、とくには……」

　ユーグストは諦めのため息をついた。

「もう腹はくくったよ。君の好きなようにしてくれ」

「え？」

「コンテストの景品に俺を使っていいと言っているんだよ」

　ラビットがたちまち花開くような笑みを浮かべた。

「本当にいいんですか？」

「ああ、かまわない。……それより、今回の事件が片付いたら、この間の返事が欲しい」

「……え？」

　ユーグストは照れくさそうに言葉を続けた。

「この前の告白の返事を待っている」







　こうしてラビットの提てい案あんで美少女コンテストが開かれることとなった。

　会場は王宮である。

　ユーグから話を聞いたシザーレンが面白がって、自分も見たいからとわざわざ会場を提供してくれたのだ。

　コンテスト当日、王宮は着飾った淑女でごったがえしていた。

　皆、思い思いのドレスを着て、コンテストの開始を待っている。

　ほとんどの淑女の目的は、優勝者に贈おくられるパウエル公爵との一日デート権である。

　ユーグとラビットは、審しん査さ員いんに名を連ねることになったシザーレンと共にその光景を遠くから眺めていた。

「やっぱりユーグスト様の人気は絶ぜつ大だいですね」

「さすがユーグ！」

　我が事のように喜ぶシザーレンとラビットを見て、ユーグは複ふく雑ざつな気持ちになった。

　あの夜の告白など忘れてしまったかのようなラビットのはしゃぎぶりに、気持ちが沈んでいく。

　──なんとも思われていないのは知っているが、さすがにへこむな。

　ユーグは人知れずため息をついた。

　まもなくしてコンテストが始まった。

　会場が水を打ったように静まり返る。

「レイナ・ブランシュ嬢」

　名前を呼ばれて、金髪の美しい娘が階段上に現れた。

　紫むらさきのドレスがよく似合っている。

　ゆっくりと階段を降りて壇だん上じようでくるりとターンして優ゆう雅がに礼をする。

　その胸には美しいブローチが飾られていた。

　天窓から差し込む光に反射してきらきらと胸元で輝いている。

　だが、七色に光る宝石ではなかった。

「ミリア・ハクスレイ嬢」

　今度はブルネットのきりりとした眼差しの令れい嬢じようが姿を見せた。

　深い青のドレスが彼女の神しん秘ぴ的てきな美しさをより引き立てている。

　その腕にもまたドレスと同じ色の宝石が飾られていたが、目的の宝石ではなかった。

「フィリティシル・アノール嬢」

　次々に名前を呼ばれては去っていく令嬢たちを見送りながら、ユーグはやれやれとため息をついた。

　淑女たちは割り振られた番号順に登場しては、自分の無む邪じや気きさ、あるいは妖艶さをアピールしていく。どの淑女たちもいつもより何倍も美しく着飾って、審査員席に座るユーグに微笑みかけてくる。

　ラビットは宝石の美しさに惑まどわされることなく、彼女たちの宝石が暁の空か真剣に観かん察さつしていた。

　光に当てたら七色に輝く宝石など、そうざらにないだろう。

　ユーグもまた舞台上に次々と現れる淑女たちを探るようにじっと見つめていた。

　しかしいくら待っても目的の宝石を身につけた淑女はやってこない。

　──駄目か……。

　諦めかけたその時だった。

「ユーグスト様、あれを見てください」

　ラビットにうながされて視線を上げると、一人の淑女がほんのりと頰を染めて壇上に立った。だがその胸や腕に宝石はない。

「彼女は何の宝石も……」

　身につけていないじゃないか。

　そう言いかけた時、壇上で一礼した彼女の指にきらきらと光る宝石の輝きがあった。

　天てん井じようから降り注ぐ光に反射して、宝石がまぶしくきらめく。

　七色に光るその宝石を目の前にして、ユーグは思わず立ちあがりそうになった。

　そんなユーグをラビットが止める。

「ユーグスト様、落ち着いてください」

　ラビットに諫いさめられてユーグは再び席に座り込んだ。

　彼女は誰だっただろうか。

　名前は確か……。

「シャリー・マクレア嬢です。ユーグスト様」

　ラビットが小声で囁ささやいた。

　その名前に聞き覚えがある。

　たしかマクレア子し爵しやく令嬢で、領地に鉱こう山ざんを持つなかなかの資し産さん家かだ。

　ユーグは一刻も早くシャリーを呼び出して話を聞きたかったが、まだコンテストの途と中ちゆうだ。

　シャリーはにこりと笑うと、自分を見つめてくるユーグの顔を見て恥はずかしそうに舞台から去って行った。

「……優勝はシャリー・マクレア嬢でいいよな？」

「異い論ろんはありません」

　ユーグとラビットは互いに頷き合った。




　シャリーは、黒髪の美しい知的な少女だった。

「お初にお目にかかります、シャリーです。本日はお招まねきいただきありがとうございます」

　シャリーは緊きん張ちように頰を紅こう潮ちようさせながらも優雅に一礼した。その日、ユーグはコンテストで優勝したシャリーのために一日デートに付き合うことになっていた。

　それだけではない。

　シャリーは今日もコンテストの日と同じように指輪を身につけていた。

　彼女が指につけている暁の空をなんとしても譲ってもらう交こう渉しようをしなければならない。

「……美しい指輪ですね」

　ユーグはさりげなく指輪に視線を移した。

　シャリーが恥ずかしそうに笑う。

「これは、半年ほど前に父に買ってもらった指輪なんです。正直、コンテストに出るには小さすぎて目立たないからやめろと周囲にさんざん言われていたんですが……」

「とんでもない。とてもよくお似合いですよ」

　ユーグの言葉を冗談だと思ったのか、シャリーが肩をすくめた。

「だけどこれ、ユーグスト様のような方にしてみたら、安物ですわ」

「それでも大切にされているのですね」

「この指輪はわたしにとって特別なものなんです。これを身につけていると、必ずいいことが起こるんですよ。たとえば今日みたいに憧あこがれのユーグスト様と二人きりになれたり……」

　シャリーがはにかみながら瞳を伏ふせた。

　けなげなシャリーの姿を見て、ユーグは困こん惑わくした。

　──自分はその指輪を絶対に手に入れなければならない。

「そ、それでは今から観かん劇げきに向かいましょう。今日のためにチケットを用意したんですよ」

　シャリーが両手を組んでぱっと顔をあげた。

「まあ嬉しい！　わたしお芝しば居い大好きなんです」

　ユーグはシャリーに向かって、そっと腕を差し出す。

　シャリーが恥ずかしそうにしながらも、ユーグの腕を取った。

　こうしてシャリーとユーグは観劇の後、食事をして公園へと向かった。

　シャリーは大人しく、それほど会話が弾はずんだわけではなかったが、不思議と居い心地ごこちは悪くない。無言の空気が気にならない相手である。

　だが、和なごんでいる場合ではない。

　──なんとしてでも暁の空を手に入れなければ……！

「ユーグスト様、先ほどの劇で主役を務つとめた女優は、今アスタリアの男性にとっても人気があるんですのよ。お芝居を見て、それも頷けますわ。ユーグスト様はどう思いまして？」

「……」

　ユーグが答えないのでシャリーが首をかしげる。

「？　ユーグスト様？」

「あ、いや、失礼」

「わたしのお話聞いてなかったんですの？」

「申し訳ない。あなたの指輪があまりに美しいので見み惚とれていました」

　自分の話を聞いていなかったと知りちょっと面白くなさそうに唇を引き結ぶと、シャリーはおもむろに指輪を空にかざした。すると指輪が日の光を反射して七色に光り出す。

「この指輪、不思議なんです。こうやって光をあてると美しく輝くんです。わたしも父に買ってもらってから気がつきましたの。もし、この指輪の秘密を宝石商が知っていたら、もっと高値で取引されていたかもしれませんね」

「シャリー嬢、お願いがあります」

　ユーグがいきなり頭を下げたので、シャリーは驚いた様子で目をぱちくりさせた。

「ユーグスト様、どうされましたの？」

「……俺は、どうしてもその指輪が必要なんです。もちろんただとは言いません。譲っていただけませんか？」

「やっぱり、今日一日心ここにあらずな感じだと思っていましたら、そういうことだったんですね。……なぜそこまでしてこの指輪が必要なのですか？」

「申し訳ないが理由は言えません」

「理由もわからないのに、この指輪を差し上げるわけには参りませんわ」

「そうですよね……。でも無理を承知でお願いします！」

　必死に頭を下げるユーグの姿にシャリーがくすりと笑った。

「どうしてもこの指輪が必要なんですね？」

「……はい」

「では、わたしの願い事を叶かなえてくれるのなら、この指輪をユーグスト様に差し上げますわ」

「願い事とは？」

「今日一日、ちゃんとわたしの話を聞いて楽しませてください。それがわたしの願いです」

　ユーグが喜びに輝いた顔で腕を差し出した。

「喜んで」
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　シャリーを家まで送り届けたユーグが、喜び勇んで公爵家までの人ひと気けのない道を一人歩いていると、背はい後ごから声がかけられた。

「これはこれは、ユーグスト・パウエル公爵ではありませんか」

　ユーグは後ろを振り返って、さっと身構えた。

「……ウィンガル、なぜここに……！」

「まさかあの滝に落ちて生きているとは思いもよりませんでしたよ」

「何の用だ？」

「あなたを始し末まつしに来ました」

「……バレリー公爵の命令か？」

「いいえ、わたしの独どく断だんです。手痛い失敗で失った信用を取り戻すためには、パウエル公爵の首ひとつで十分でしょう」

　ウィンガルが腰に帯びていた細身の剣を抜いた。

　ユーグは武器を携けい帯たいしていなかった。デートの帰りなのだから、当たり前だ。

　ウィンガルはにやりと笑うとユーグに一気に迫る。

　ユーグは素早く身をかわして道の脇わきに生おい茂しげる草むらに踏み込んだ。そのまま体たい勢せいを立て直すと奥にある森へと走っていく。なんとかまこうとするがウィンガルは追つい撃げきの手を緩めない。襲いくる刃やいばをかわしながら、ユーグはひたすら逃げ回った。

　だが、いつまでも逃げているだけではらちがあかない。ユーグは、素早く目の前の木にぶら下がると、ウィンガルに飛び蹴りを加えた。油ゆ断だんしたウィンガルは地面に倒たおれ伏し、ユーグは剣を取り上げて、刃先を首にひたりと押しつける。

「く……！　おのれ……」

「二度と俺の目の前に現れなければ、命だけは助けてやる。従したがわなければ、二度と剣を握れない身体にしてやるからな。さあ、どっちを選ぶ？」

　ウィンガルが悔しそうに歯は嚙がみする。

「……わかった。パウエル公爵に従おう」

　ユーグはそっとウィンガルから離れると、彼が去るまでじっと睨み続けていた。
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「まさか、本当に暁の空を持ってくるなんてね」

「すごいよ、君」

　ナタリアはため息をつき、テスは手放しで喜んでいた。

「ありがとうとお礼を言っておくわ。……母の大切な形見だからね」

　ナタリアは暁の空を胸にぎゅっと抱き締めている。まつ毛を震わせて目じりに涙を浮かべていた。

　そして子リスのように愛くるしい瞳でラビットをひたと見上げて笑顔になる。

「……本当は、ちょっとしたいじわるのつもりで、暁の空を持ってきてって頼んだのよ」

「いじわる……？」

「……あなたとユーグスト様があんまり仲がいいから嫉しつ妬としてたのよ」

「嫉妬……？」

「だってユーグスト様ったら、あなたのことしか見ていないんだもの。殿との方がたに見向きもされなかったなんて、これが初めてよ」

　ナタリアは面白くなさそうに顔をしかめた。

「ナタリアは自尊心が高いからね。無視されるのに慣れていないんだよ」

　テスが茶ちや化かす。

「黙んなさい！　あんたは余計なことばかり言って……！」

　ナタリアがテスの頭を小こ突づく。

「ねえ、ナタリア。ユーグスト様ってその、わたしのこと好きなように見えるの？」

　ナタリアが理解できないとでも言いたげにツンと顎あごを反そらした。

「あなた何言っているの。もしかして気がついていなかったの？　あーあ、ユーグスト様ってかわいそう。わたしなら大切にしてあげるのに」

　ラビットは自分の鈍さを痛つう感かんした。

　ユーグストに告白された夜のことを思い出すと顔が赤くなった。

　──あの告白はやっぱり本当なのかしら？

　ナタリアにそこまで言われても信じられないのは、ユーグストが自分なんかを好きになるはずはないと思うからだ。

　でも、告白をされた時、ユーグストは真剣だった。

　それならラビット自身もユーグストの気持ちを真しん摯しに受け止めるべきだろう。

　だが。

　──今さらどうやって……？

　今までのラビットは、人生で人を好きになったことがなければ、告白なんてしたこともされたこともない。

　悩みすぎるあまり、頭が痛くなる。

「あなたたちこれからどうするの？　まだレディローズを続けるの？」

「う～ん、どうだろうね。暁の空が戻ってきたことだし、もう盗みをする必要もないしね」

「レディローズは廃はい業ぎようよ。故こ国こくに帰って普通に暮らすわ。この国で手に入れた宝石はきちんと持ち主に返すから」

　盗んだ品を持ち主に返し、怪盗を辞めるのなら役人に突き出す必要もないだろう。

「それじゃあ、わたし帰るわね」

　ラビットが玄関に向かおうとするとテスに呼びとめられた。

「忘れ物だよ」

　テスが投げて寄越したのは、エミリーからジラートとの婚約の証にもらったエメラルドのブローチだった。

「大切な物なのに忘れちゃだめだよ」

「ありがとう」

　ラビットはブローチをしっかりとその手に握り、外へと歩き出した。
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「よかったじゃない。暁の空が見つかって」

「はい。なんとか探し出すことができました」

　その日、王太子宮でシザーレンと向かい合うようにしてユーグは椅子に腰を下ろしていた。

「レディローズはバレリー公爵の手下のウィンガルと手を組んで盗みを働いていたようです。最初は面白がっていたようですが、さすがに利用される一方だと気づいたようですね。反省もしているようだし、母親の形見を探すという目的もあったことですので、できたら今回だけは見み逃のがしてあげたいのですが……」

「ユーグがそう思うなら僕はかまわないよ」

「……この件で俺はまたバレリー公爵の恨うらみを買うような真似をしてしまったので、さぞ憎にくまれてることでしょうね」

「……ひょっとしたら、またユーグの邪じや魔まをするかもしれないってことか」

「ミレニアが嫁とついでも、まだまだ気は抜けませんね」

「バレリー公爵か……。確か母上とも懇こん意いにしていたな。ユーグ、その件は僕のほうできっちり片をつけておくから心配はいらないよ」

　ユーグがほっと胸をなで下ろす。

「ありがとうございます」

「……ところで、ラビットちゃんとはどうなったの？　肝心の告白はできたの？」

「はあ。その、まあ……」

　ユーグが恥ずかしそうに頭をかいた。

「へえ、ついにか。ユーグも進歩したね」

　褒ほめられているのかけなされているのかわからない言葉にユーグは閉へい口こうした。

「それで、返事は？」

「まだです。いろいろ忙しくて、返事をもらうどころではなかったので」

「でももう事件は解決したんでしょう？　早く返事をもらいなよ」

「そう急せかさないでください。とにかく後は彼女の答えを聞くだけなんですから」

「楽しみにしているよ、ユーグ」

　シザーレンが人の悪い笑みを浮かべながらそう言った。

　王太子宮からの帰り道、ユーグは中庭へと続く通路を見つけてぼんやりとその景け色しきを眺めた。

　──ラビットと初めて会ったのはここだったな。

　この場所でユーグは彼女にひと目ぼれしたのだ。

　当時は、まさかあんな跳ねっ返りだとは思わず、清せい楚そで可か憐れんな見た目にすっかり騙されてしまっていた。

　彼女の本性を知っても不思議と恋れん情じようは消えなかった。

　それどころか彼女のことを知れば知るほど、どんどん好きになっていった。

　おかしなものだと思う。

　パウエル公爵に叶わないことはないと言われているのに、その自分が手も足も出せないなんて皮ひ肉にくなものだった。

　それでも彼女を好きになったことを後こう悔かいしたりはしない。

　ユーグは自分の気持ちが誇らしかった。

　と、その時中庭の通路を通りぬけて、一人の紳士が姿を見せた。

　バレリー公爵カフスタンである。

　ユーグはとっさに身構えた。

　ラビットを誘拐し、ユーグ共々始末しようとした敵の首しゆ謀ぼう者しやはカフスタンに間違いないだろう。その証しよう拠こに、カフスタンもユーグの姿を見つけると表情を険けわしくした。

「これは、パウエル公爵ではないか」

「……バレリー公爵……」

　何食わぬ顔でカフスタンがユーグに声をかけてくる。

　ユーグは頭を下げてカフスタンのために道を譲った。

　すれ違いざまにユーグは口を開く。

「バレリー公爵」

　カフスタンが足を止めた。

「なんだね。パウエル公爵」

「もし今後、あの娘に手を出したら、いくら相手があなたでも容赦しませんから」

　カフスタンが一瞬凍こおりつく。だがすぐに大声で笑い出した。

「何を言っているのか、さっぱりわからないな」

「心当たりがないと？」

「わたしは君が何を言いたいのかわからぬが？」

「とぼけないでください。このことはすでにシザーレン殿下にも報告済みです。彼が王座に座ったらあなたはたちまち終わりだ」

「…………！」

　ユーグは大きく息を吸すい込んだ。

「それでは、今の言葉を心に留めておいてください。失礼します」

　それだけ言うとユーグは中庭に向かって足を踏み出した。
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　すべての事件が解決したためメンフィス伯爵家に戻ったラビットは、ジラートの部屋にやってきた。

　相変わらずジラートの部屋は絵の具の匂においに満ちていて、いたるところにキャンバスが置かれている。

　ジラートは椅子に座り、イーゼルに立てかけたキャンバスと真剣に向かい合っていた。

　いつも飄ひよう々ひようとしていて摑みどころがないジラートだが、絵を描く時だけは違った。

　必死に絵に打ち込む姿は、見ていて惚ほれぼれするほどだ。

　ジラートの背後まで歩いてくると、ようやく彼は顔をあげた。

　絵を夢中で描いている時は、集中するあまり、部屋に誰かが来ても気づかないことが多々ある。

　後ろからひょいと覗き込むと、ジラートの描いている絵が見えた。

　キャンバスには赤みがかった金髪を三つ編みにした姿に緑の瞳の少女が描かれている。

　──これ、ひょっとしてわたし？　きれいな絵……。

　ジラートの手にかかると、いつもはお転てん婆ばなラビットも淑女然として見えた。

「フローデル、どうしたんだい？」

　ラビットが来ていることに気がついたジラートが声をかけてくる。

「あ、あの、わたし……」

　ラビットは若草色のドレスをぎゅっと摑むと勇気を出して告げた。

「ジラート様、ごめんなさい！」

　ジラートが筆を止めてラビットと向かい合った。

「何を謝っているんだい？」

　ラビットは震える手でブローチを差し出した。

「これ、やっぱり受け取れません。お返しします」

　ラビットは頭を下げたまま、ジラートがブローチを受け取るのを待った。

「つまり、婚約を破は棄きしたいってことでいいのかな？」

　ジラートはいつものように穏おだやかな声で優しく告げた。思わずラビットは顔をあげて言い募つのる。

「ごめんなさい。ジラート様はとってもお優しいし素敵だし、わたしなんかにはもったいないくらいの縁えん談だんだってわかっています。でも……」

「他に好きな人でもいるの？」

　ラビットは一度ゆっくり目を閉じて、そっと開くと「はい」とはっきりと頷いた。

「もしかして、ユーグスト？」

「……はい」

　ラビットの顔がみるみるうちに熱くなる。

　ジラートが弾はじけるように笑い出した。

「まあ、こうなる予感はしてたんだけどね」

「ジラート様、わたしの気持ちを知って……」

「薄うす々うすね」

「じゃあ、どうしてわたしと婚約なさろうとしていたんですか？」

「このままじゃ、ユーグは一生告白できない気がしてね。おれが背中を押せば、あいつもきっと動くだろうと思ったんだ。それに君は仕事が大事なんだろう。それでもいいから君が必要だと言えるのは、世界中でユーグただ一人だよ」

「……ジラート様……」

「母上にはおれのほうから伝えておくから、心配しなくていいよ」

　やはりジラートは優しくて素敵な紳士だとラビットは思った。

「ありがとうございます」

　ジラートはラビットから婚約の証だったブローチを受け取ると、手の中でそっと握り締めた。







　久しぶりにフィリング伯爵家に戻ってきたラビットは、病やみ上あがりのタリサに代わって家事をこなしてお粥かゆをこしらえた。

「ありがとうございます、お嬢様」

　タリサは申し訳なさと感激のあまりそっと涙ぐんでいた。

「いやあね、お粥くらいで大おお袈げ裟さよ」

「そうではなくてお嬢様のお気持ちが嬉しいんです。わたしのためにお嬢様がとんでもない決けつ断だんをしたんじゃないかと心配で……」

「……大丈夫よ。わたしはもう間違わないから。タリサも、早く元気になってね」

「はい」

　二人が和なごやかに会話していると、玄関の呼よび鈴りんが鳴らされる。

「こんな遅くに誰かしら？」

　すでに日は沈み、外は薄うす闇やみだった。

　ラビットが対応に出る。

　扉の外にはユーグストが立っていた。

「……ユーグスト様……どうして？」

「遅くにすまない。使用人から、君がフィリング伯爵家に戻ったと聞いて……どうしても伝えたいことがあったんだ」

「わたしに？」

「ああ」

　そう言うと、ユーグは胸に抱えていた大きな箱をラビットに差し出した。

「これは？」

「ドレスだよ。……これを着て明日のミレニアの結婚式に出席してほしい」

「……ありがとうございます」

　施しは受けない主義だが、親友の晴れ姿は見たい。ラビットは素直に箱を受け取った。

　次にユーグストは懐から小ぶりな箱を取り出してラビットに差し出す。

　ラビットが箱を受け取り中を開くと、エメラルドの指輪が入っていた。

「ユーグスト様、これ……」

「君に受け取ってほしい。母上が昔、父上から贈られた指輪だそうだ」

「ユーグスト様……なぜそんな大切なものをわたしに……？」

「──俺は君が好きだ。たとえ、ジラートの婚約者だとしても」

　ユーグは真摯な瞳でラビットを見つめていた。

　ラビットが戸と惑まどっていると、ユーグが乱暴に箱を押しつける。

「用件はそれだけだ」

　ユーグストは、振り返りもせずにフィリング伯爵家を後にした。

　ラビットはエメラルドの指輪を見つめて、呆ぼう然ぜんとしていた。
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　雲ひとつない晴天である。

　この日、アスタリア王太子シザーレンとパウエル公こう爵しやく令れい嬢じようミレニアの結婚式が催もよおされる。

　王太子の花嫁の姿をひと目見ようと、ウィストの都は大おお騒さわぎだった。

　都は喧けん騒そうに包つつまれ、中には昼間から酒を飲んで大騒ぎするやからもいる。

　パウエル公爵家では、ユーグとミレニアの母ステラが別れを惜おしんでいた。

　ミレニアは純じゆん白ぱくのウェディングドレス姿だ。

「お母様、今日まで育てていただき、ありがとうございます」

「ミレニア、どうか幸せにね」

「お母様……」

　ハンカチを握にぎり締しめたステラの瞳ひとみに涙が浮かんでいる。ミレニアも感かん極きわまって今にも泣き出しそうな顔だ。二人はひっしと固く抱き合った。ミレニアがシザーレンと結婚すれば、王太子妃という立場上、母親と言えども会うのが難しくなる。ただでさえ身体からだの弱いステラはほとんど外出をしない。今日の結婚式にも舞ぶ踏とう会かいにも出席できないので、これが家族として娘と過すごす最後の時間となるのだ。

　ステラに見送られ、盛せい装そうに身を包んだユーグはミレニアと共に馬車に揺ゆられて王宮へと向かっていた。

　しゃんと背せ筋すじを伸ばしたミレニアの頭には銀のティアラが輝かがやいている。

「きれいだよ、ミレニア」

　兄の言葉にミレニアが茶ちや目めっ気けたっぷりに微笑ほほえんだ。

「当然ですわ。それよりお兄様、フローデルのことは本当にいいの？」

　するとユーグがすっきりとした笑顔で答えた。

「やるだけのことはやったさ」

「え、じゃあお兄様……」

「気持ちは伝えた。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでな」

「フローデルの返事は？」

「いや、まだ聞いていない」

「そう。でも、告白できただけでもよかったですわ。お兄様には本当に好きな人と幸せになってほしいから……」

　やがて馬車は王宮の東側にある大だい聖せい堂どうの前で止まった。

　先に降りたユーグは、ミレニアの手を取ってエスコートする。

　花嫁が姿を見せると、集まった人々から歓かん声せいが上がった。

　ユーグは誇ほこらしい気持ちで、ミレニアと共に大聖堂へと歩いていく。

　ミレニアは毅き然ぜんと顔をあげ、真まっ直すぐ前だけを見ていた。

　聖堂の扉が開かれる。

　祭壇の前では、真っ白な礼服に身を包んだシザーレンが花嫁の到とう着ちやくを待っていた。

　銀の髪を左右に揺らし、少女めいた菫すみれ色いろの瞳を和なごませてミレニアを見つめている。

　白い手て袋ぶくろを嵌はめたミレニアの手が、ユーグによってシザーレンへと渡された。

　そのまま二人は祭壇の前に並び、司し祭さいがおごそかに式を進行していく。

　こうしてこの日、二人は永遠の愛を誓ちかった。

　式が終わると舞踏会の時間だ。

　思い思いに着飾った紳しん士し淑しゆく女じよたちが、次々と踊りの輪に加わり、会場の熱ねつ気きは最さい高こう潮ちように達した。

　ミレニアもシザーレンにエスコートされて、花のような笑みを浮かべながら踊っている。

「ユーグ」

　ユーグを呼びとめたのはジラートだった。

「……ジラート」

　ユーグは気まずい思いでジラートから視線を逸そらす。ジラートの婚約者であると知りつつラビットに告白したのだ。きちんとそれは告つげるべきだろう。

「ジラート、実は……」

「その前にユーグ、君に言わなければいけないことがある」

　きっぱりと言うジラートにユーグはたじろぐ。

「なんだよ、急に」

「フローデルとの婚こん約やくは解消したよ」

「え？」

「彼女は自由だ」

「どうして婚約を解消したんだ？」

　ジラートが人の悪い笑みを浮かべる。

「……それは本人に確かめるんだね。彼女ならテラスにいるよ」

　ユーグはジラートに言われた通り、テラスに向かった。

　ラビットは一人で夜空を眺ながめていた。ユーグが用意した若草色のドレスに身を包んでいる。髪は半分を結いあげて、残りは巻き毛にして肩に垂たらしていた。

　ユーグはそっと彼女の隣となりに立つ。

「ユーグスト様……」

「いい夜だな」

「本当に……。ミレニア、幸せそうでしたね」

「ああ。それより、ジラートから聞いたぞ。婚約を解消したんだってな。なぜだ？」

「それは……わたしにも他に好きな方がいるからです」

　まさかの返答にユーグは啞あ然ぜんとした。ジラートを蹴けってまで好きになったのはいったいどんな相手なのだろうか。

「ユーグスト様」

　突とつ然ぜんラビットがユーグの顔を見上げた。

「な、なんだ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしに気圧されてユーグは驚おどろく。

　ラビットの手には小箱が載せられていた。昨夜、彼女に渡した指輪の入った箱だ。小箱を突き返されて、ユーグはそれが彼女の答えだと思い黙だまって受け取る。

　ショックのあまり身動きもできないでいると、しびれを切らしたように、ラビットが愛らしくその唇くちびるを尖とがらせた。

「つけてくださらないんですか？」

「へ？」

　自分でもずいぶん間の抜けた返答だと思った。ラビットが言ったことを理り解かいするのに時間がかかった。

「……指輪、ユーグスト様の手でつけてほしいんですけど」

「!!」

　緊きん張ちようのあまりユーグは手にどっと汗をかいた。

「あ、ああ」

　震ふるえる手でラビットの白い手を取り、左手の薬指に指輪を通した。

　ラビットは指輪を眺めると極ごく上じようの笑顔で笑った。

「……嬉うれしい」

　そのままラビットはユーグの胸に手を置くと、背伸びしてそっと唇を重ねた。

　甘あまい感かん触しよくにユーグの顔が真っ赤になる。

　ラビットはユーグを大切な宝物のように抱き締めると、その耳元に小声で囁ささやいた。




『わたしもユーグスト様のことが好きです。ずっと、ずっと前から好きでした』




「ラビット……」

　ユーグは恐る恐るラビットの腰に手を回すと、そっとキスをした。二度、三度、互いを確かめ合うようなキスの後、ユーグも囁くように告げた。

「踊っていただけますか、フローデル・フィリング伯爵令嬢」

　ラビットが軽く会え釈しやくする。

「喜んで」

























　ユーグスト・パウエル公こう爵しやくの報告書




　十六歳のときに父を亡なくして爵しやく位いを継つぐ。現在、社しや交こう界かいで爆ばく発はつ的てき人気を誇ほこる十八歳。

　頭ず脳のう明めい晰せき、容よう姿し端たん麗れい、文ぶん武ぶ両りよう道どうの貴き公こう子し。

　容姿　褐かつ色しよくの髪に黒の瞳ひとみを持つまあまあ見られる外見。

　好みの女性　変わり者。

　趣しゆ味み　好きな女性に尽つくすこと。




　フローデル・フィリング伯はく爵しやく令れい嬢じようと来月挙式予定。





パウエル公爵偵てい察さつ担当ラビット・ファー







終わり
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　このたびは『お嬢じよう様さまにしかできない職しよく業ぎよう　～花はな婿むこ様さまの愛あいの告こく白はく～』をお手に取っていただきありがとうございます。悠ゆう木き美み羽うです。

　最後の最後までユーグはラビットに振り回されっぱなしでした。

　彼の恋が実るのを作者も祈いのり続けていました。

　最終巻はいかかでしたでしょうか？

　わたしはどうやら元気な女の子と、ヒロインに振り回されるヒーローが好きなようです。

　執しつ筆ぴつをしていてラビットとユーグのかけあいを書くのが楽しみのひとつでした。




　気が付けばもう秋も終わろうとしています。

　今年の夏は蕎そ麦ばにはまり、朝も昼も夜も蕎麦ばかり食べていました。薬やく味みのネギがおいしくて、数種類の蕎麦を買っては常じよう備びしていました。わたしは一度はまるとしつこく同じものを食べてしまう傾けい向こうがあるようです。

　そろそろ別のものが食べたいと思う今日この頃です。




　このあとがきを書く頃、受賞パーティーでビーズログ文庫の作家様とお会いする機会がありました。今まで紙の中にしか存在しなかった作家様方に会えて思ったのは「作家さんって生きているんだ……」ということでした。何より美人な作家様が多くて（悠木除のぞく）眼がん福ぷくでした。来年もまたお会いできたらと思います。




　最後に、今回も担当様には多大な迷めい惑わくをおかけしてしまい、本当に頭が下がりっぱなしです。校正様にも大変お世話になりました。

　四し位い広ひろ猫ね先生、素敵なイラストをありがとうございます！　毎回、本を開くのが楽しみでしかたありません。




　そしてこの本を手に取ってくださった方々に楽しんでいただけたら幸いです！


悠木　美羽









著者

悠木美羽

Miu Yuki




12月26日生まれ。

作家になって早一年がたとうとしています。

デビューのきっかけとなった「お嬢様にしかできない職業」も今回で終わりを迎えました。ラビットとユーグの物語に出会えてとても幸せな一年でした！

この本を手に取ってくれた皆様とまたどこかでお会いできたら幸いです。







イラスト

四位広猫

Hirone Shii




ツンデレですらないラビットちゃんの最強ぶりに、ユーグはどうなってしまうのかしらこのヘタレ！　とエールを送りつつ見守っておりました（笑）無事…？　なんとか？　本当に？　と応援やら心配やらしつつ楽しく描かせて頂きました！

ところでこっそり全巻表紙に兎が潜んでおります。ラビットちゃんだけに。

お暇な方は見つけてみてくださいね。
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